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学
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文
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室
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序
　
’
論

　
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
古
典
語
を
す
ら
す
ら
読
ん
だ
り
、
流
鴨
に
話
し
た
り
す
る
こ

　
と
は
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
。
私
は
、
古
典
と
い
う
も
の
は
、
本
質
的
に
解
読
さ

　
れ
る
べ
き
も
の
で
お
る
と
考
え
る
。
さ
っ
と
読
ん
で
、
あ
あ
分
か
っ
た
と
い
え
る

　
よ
う
な
も
の
は
古
典
の
本
質
で
は
な
い
。
何
回
も
繰
り
返
し
て
読
み
、
上
か
ら
読

　
み
、
下
か
ら
読
み
、
後
か
ら
読
み
、
較
べ
て
読
み
、
単
独
に
読
み
、
皆
と
一
緒
に

　
読
み
、
ひ
と
肛
で
読
み
、
こ
の
よ
う
に
し
て
次
第
に
開
示
さ
れ
て
く
る
意
味
こ
そ

は
、
古
典
の
含
む
本
質
的
意
味
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
田
晶
‥
中
世
哲
学
研
究
、
第
一
、
Ｘ
頁
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ｉ
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ｉ
ｃ
ｈ
　
エ
Ｏ
ｒ
ｏ
ｍ
Ｉ
ｒ
一
Ｚ
‥
　
ヘ
　
ル
ダ
ー
『
リ

Ｊ
い

１ 　
七
七
〇
年
－
一
八
四
三
年
』
の
手
に
な
る
二
行
連
句
詩
型
Ｖ
Ｅ
Ｘ
ｅ
ｒ
ｓ
'
i
o
ｖ
　
:

Ｅ
ｌ
ｅ
ｇ
ｉ
ｅ
）
の
雄
篇
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
（
Ｂ
ｒ
ｏ
ｄ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｗ
ｅ
ｉ
ｎ
）
」
（
一
八
〇
〇
年
－

一
八
〇
一
年
）
は
、
西
欧
精
神
史
の
難
問
を
内
に
蔵
し
、
盛
ら
れ
た
内
容
を
読
み
解

く
に
容
易
な
ら
ぬ
抒
情
的
思
想
詩
（
（
ｊ
ｅ
ｄ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
ｎ
ｌ
ｙ
ｒ
ｉ
ｋ
）
な
の
で
あ
る
が
、
冒
頭
の

始
ま
り
は
】
見
す
る
と
こ
ろ
極
め
て
日
常
的
な
表
象
に
満
ち
て
お
り
、
在
来
の
研

究
で
は
取
力
立
て
て
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
の
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
で
あ
る
Ｊ
ｏ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ



二
二
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学

Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｔ
（
シ
ュ
ミ
ッ
ト
）
の
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
エ
レ
ギ
ー
「
パ
ン
と
ぶ

ど
う
酒
」
（
Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
i
n
ｓ
　
　
Ｅ
ｌ
ｅ
ｇ
ｉ
ｅ
　
　
　
。
Ｂ
ｒ
ｏ
ｄ
　
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
　
Ｗ
ｅ
ｉ
ｎ
”
）
Ｊ
（
一
九
六
八
年
）

で
は
、
全
百
六
〇
句
か
ら
な
る
思
想
詩
全
体
に
百
五
十
頁
程
に
亙
る
註
釈
を
施
し
て

い
な
が
ら
も
、
冒
頭
の
六
句
全
体
に
つ
い
て
は
僅
か
一
頁
程
（
三
四
頁
－
三
五
頁
）

の
分
量
の
註
解
を
あ
て
て
い
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
思
想
豊
か
で
難
解
な

　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
内
容
か
ら
考
え
て
、
思
想
詩
冒
頭
の
然
り
げ
無
い
日
常
性

が
意
味
を
持
つ
と
は
考
え
難
か
。
つ
た
の
で
あ
を
つ
・
と
こ
ろ
が
、
何
気
な
く
当
た
り

前
に
思
わ
れ
る
こ
の
歌
い
出
し
の
諸
表
象
に
注
意
を
傾
け
、
思
想
詩
に
盛
ら
れ
た
内

容
と
の
関
連
に
思
い
を
凝
ら
し
て
み
る
と
、
解
読
さ
れ
る
べ
き
様
々
な
問
題
が
既
に

こ
の
冒
頭
に
素
朴
な
形
で
提
示
さ
れ
て
い
る
の
に
私
は
気
付
い
た
。
思
想
詩
・
第
一

　
　
一
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一
　
　
　
　
　
″

句
で
は
、
一
。
つ
の
世
界
空
間
と
し
て
都
市
の
夕
暮
の
情
緒
が
内
証
へ
の
探
求
に
至
る

門
戸
を
開
放
す
る
。
こ
こ
で
既
に
思
想
探
求
に
相
応
し
い
内
面
空
腸
（
Ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
ｒ
ａ
ｕ
m
）
・

と
し
て
、
市
壁
に
取
り
囲
ま
れ
た
市
街
が
選
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
、
　
　
・
　
。

　
こ
の
都
市
像
を
究
明
す
る
に
あ
た
っ
て
本
論
で
は
、
当
時
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
後

期
の
西
欧
の
歴
史
的
現
実
を
考
慮
し
な
が
ら
、
思
想
詩
の
映
像
や
調
べ
の
喚
起
す
る

世
界
を
裏
付
け
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
際
、
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
に
関
す
る
伝
記
的
研
究
（
例
え
ば
、
Ｗ
ｉ
ｌ
ｈ
ｅ
ｌ
ｍ
　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
:
　
　
　
-
"
ツ
ヒ
エ

ル
「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ー
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
伝
（
Ｄ
ａ
ｓ
　
　
　
Ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
　
　
　
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ

Ｈ
ｂ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
i
n
ｓ
）
Ｊ
二
九
四
〇
年
）
は
意
外
に
頼
り
に
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ

で
は
大
抵
詩
人
個
人
の
人
生
行
路
や
当
時
の
政
治
状
況
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、

残
念
な
が
ら
当
時
の
日
常
生
活
の
具
体
的
な
様
子
と
か
、
そ
の
経
済
的
基
礎
づ
け
に

は
あ
ま
り
配
慮
が
払
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
と
し
て
は
経
済
史

や
農
史
な
ど
の
歴
史
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
詩
想

が
土
台
と
し
て
い
る
西
歴
一
八
〇
〇
年
頃
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
都
市
と
農
村
の
あ
り

方
、
ま
た
そ
れ
ら
の
各
領
邦
に
お
け
る
差
異
を
顧
慮
す
る
と
と
も
に
、
他
の
先
進
諸

国
に
比
べ
産
業
革
命
の
立
ち
お
く
れ
て
い
た
当
時
の
ド
イ
ツ
社
会
に
お
け
る
生
産
様

式
の
発
展
段
階
を
も
留
意
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
夜
間
照
明
の
問
題

（
思
想
詩
・
第
一
句
－
第
二
句
）
に
し
て
も
、
門
閥
の
社
交
広
間
の
華
美
な
装
飾
用

釣
燭
台
に
輝
く
蜜
蝋
蝋
燭
は
、
。
一
般
市
民
の
手
の
届
く
代
物
で
は
な
く
、
市
民
生
活

の
街
路
や
屋
内
を
点
す
光
は
獣
脂
蝋
燭
や
油
燈
の
さ
さ
や
か
な
燈
火
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
探
求
が
・
詩
想
か
ら
遊
離
し
て
空
回
り
し
な
い
た
め
に
、
本
論
と

し
て
は
で
き
る
限
り
思
想
詩
の
叙
述
に
即
し
て
史
的
問
題
を
扱
っ
て
ゆ
き
た
い
。
本

論
の
始
ま
り
に
都
市
の
外
延
を
扱
う
の
は
、
脇
道
に
逸
れ
る
た
め
で
は
な
く
、
こ
の

迂
回
を
通
し
て
当
時
の
西
欧
都
市
の
お
り
方
を
正
確
に
規
定
す
る
た
め
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
。
都
市
経
済
の
支
配
す
る
流
動
的
な
今
日
の
市
民
社
会
と
は
艮
な
り
、
当
時
ド

イ
ツ
は
農
村
依
存
型
の
固
定
化
し
た
社
会
で
あ
り
、
こ
の
１
　
礎
の
上
に
既
存
の
封
建

的
特
権
が
息
づ
い
て
お
匂
い
装
飾
用
釣
燭
台
の
輝
く
華
麗
な
宮
庭
風
オ
づ
フ
文
化
が

咲
き
誇
っ
て
い
た
の
‘
で
『
あ
る
。
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
。
第
三
句
の
「
歩
い
・
て
帰
宅
す

る
人
々
（
…
９
ｇ
ｒ
ｇ
：
…
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
と
の
対
比
で
、
私
は
第
二

句
の
「
松
明
を
飾
し
て
（
大
路
を
）
疾
駆
す
る
馬
車
が
過
ぎ
去
る
（
m
i
ｔ
　
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｎ

ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｉ
ｊ
ｋ
ｔ
｡
　
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
）
」
に
、
歌
劇
場
や
社
交
の
夜
会
へ

と
急
ぐ
門
閥
の
姿
を
考
え
、
こ
れ
を
「
過
ぎ
去
る
（
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
）
」
と
歌
っ
た
詩
人

の
姿
勢
に
注
目
し
た
。
つ
ま
り
、
私
は
既
存
の
「
オ
ペ
ラ
文
化
（
Ｋ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｒ

〇
ｐ
ｅ
ｒ
）
」
（
ニ
ー
チ
エ
「
悲
劇
の
誕
生
」
参
照
）
を
否
定
し
て
、
新
た
に
来
た
る
べ

き
祝
祭
空
間
へ
と
向
け
ら
れ
た
詩
人
の
眼
差
を
こ
こ
に
読
み
取
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
関
連
で
思
想
詩
・
中
央
部
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
五
五
句
）
に
お
け
る

　
「
天
上
の
祝
祭
」
（
第
一
〇
八
句
）
が
、
「
偉
大
な
る
運
命
（
モ
イ
ラ
）
の
轟
く

（
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
ｔ
　
ｄ
ａ
ｓ
　
　
ｇ
ｒ
ｏ
Ｂ
ｅ
　
　
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
）
Ｊ
（
第
六
二
句
）
古
典
ギ
リ
シ
ア
祝
祭
悲
劇
の

時
空
と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
蒼
宵
の
清
澄
な
大
気
ア
イ
テ
ー
ル
の

下
、
白
昼
に
野
外
で
催
さ
れ
た
古
典
ギ
リ
シ
ア
祝
祭
悲
劇
の
誕
生
す
る
開
か
れ
た
空

間
が
、
装
飾
用
釣
燭
台
の
輝
く
西
欧
の
歌
劇
場
や
社
交
広
間
の
閉
ざ
さ
れ
た
屋
内
と

好
対
象
を
な
す
の
で
あ
る
。
こ
の
関
連
で
興
味
深
い
の
が
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
讃
歌

　
「
ラ
イ
ン
河
（
Ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｒ
ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
）
』
（
一
八
〇
一
年
）
の
第
十
節
－
第
十
一
節
や
頌
歌



　
「
ル
ソ
ー
」
（
一
八
〇
〇
年
）
な
ど
で
、
英
雄
の
ご
と
き
時
代
の
予
言
者
と
し
て

称
え
た
　
Ｊ
ｅ
ａ
ｎ
-
Ｊ
ａ
ｃ
ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
　
　
　
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｕ
　
:
　
ル
ソ
ー
　
（
一
七
二
一
年
－

一
七
七
八
年
）
の
「
演
劇
論
（
Ｓ
ｕ
ｒ
　
ｌ
ｅ
ｓ
　
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
ｓ
）
Ｊ
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

こ
こ
で
ル
ソ
ー
が
、
共
和
国
（
具
体
的
に
は
ギ
リ
シ
ア
の
都
市
国
家
ポ
リ
ス
と
か
ル

ソ
ー
の
祖
国
で
あ
る
西
欧
都
市
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
）
の
祝
祭
の
全
人
民
的
性
格
と
宮
庭
風

オ
ペ
ラ
文
化
の
排
他
的
（
ｅ
ｘ
ｃ
ｌ
ｕ
ｓ
ｉ
ｆ
）
な
性
格
と
を
見
事
に
分
析
し
、
オ
ペ
ラ
文
化

を
眺
み
合
わ
せ
て
、
祝
祭
空
間
の
開
け
へ
と
雄
飛
せ
ん
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
同
時
代
の
資
料
と
し
て
私
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
畏
友
Ｇ
ｅ
ｏ
ｒ
ｇ
　
　
Ｗ
ｉ
ｌ
ｈ
ｅ
ｌ
ｍ

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
　
Ｈ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｌ
　
:
ヘ
ー
ゲ
ル
【
一
七
七
〇
年
―
】
八
三
一
年
）
の
政
治

論
文
「
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
最
近
の
内
情
に
つ
い
て
」
（
一
七
九
八
年
）
の
分
析

を
参
考
に
し
て
、
思
想
詩
・
第
一
句
に
登
場
す
る
領
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
首
都

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
民
会
（
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
）
に
お
け
る
都
市
貴
族
の
越
権

と
宮
庭
と
の
癒
着
を
考
え
に
入
れ
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
こ
の
よ
う
な
門
閥
に
纒
わ

る
華
美
な
装
飾
用
釣
燭
台
や
松
明
の
光
を
「
過
ぎ
去
る
」
も
の
と
し
て
描
き
（
第

二
句
）
、
そ
れ
に
対
し
て
、

‘

慎
ま
し
さ
と
優
し
さ
に
包
ま
れ
て
ほ
の
か
に
点
る
燈
火

（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
の
街
路
（
第
一
句
）
を
都
市
像
の
象
徴
と
し
て
心
を
こ
め
て
表
現

し
て
い
る
の
に
注
目
し
た
。

　
次
に
本
論
が
主
に
問
題
と
す
る
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
の
全
詩
節
十
八
句

を
、
ツ
ユ
ト
ゥ
。
ト
ガ
ル
ト
版
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
全
集
の
第
二
巻
（
九
〇
頁
）
よ
り
引

用
し
て
こ
こ
に
掲
げ
て
お
こ
う
。

　
※
以
下
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
作
品
か
ら
の
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
こ
の

　
　
歴
史
的
批
判
版
に
よ
り
巻
数
と
頁
数
の
み
を
示
す
。

　
　
一
'

　
　
　
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
ｕ
m
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
;
　
　
ｓ
ｔ
i
l
l
　
　
w
i
ｒ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
｡

　
　
二
、
　
　
Ｕ
ｎ
ｄ
｡
　
m
i
ｔ
　
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｎ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｉ
ｊ
ｋ
ｔ
｡
　
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
.

　
　
三
、
Ｓ
ａ
ｔ
ｔ
　
ｇ
ｅ
ｈ
ｎ
　
h
e
i
m
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｔ
ａ
ｇ
ｓ
　
ｚ
ｕ
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
｡

　
　
四
Ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｇ
ｅ
w
ｉ
ｎ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
l
ｕ
ｓ
ｔ
　
w
ａ
ｇ
ｅ
ｔ
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ

　
　
五
、
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｚ
ｕ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
;
　
　
ｌ
ｅ
ｅ
ｒ
　
ｓ
ｔ
ｅ
ｈ
ｔ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
B
l
ｕ
ｍ
ｅ
ｎ
｡

　
　
六
、
　
　
Ｕ
ｎ
ｄ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｔ
.

-

一

一

一
一

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）
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Ｇ
ｅ
ｂ
ｉ
ｒ
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ｓ
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ｈ
ｎ
　
ｔ
ｒ
ａ
ｕ
ｒ
i
g
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｐ
ｒ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
i
g
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町
は
静
か
に
や
す
ら
っ
て
い
る
。
ひ
っ
そ
り
と
街
路
に
ル
は
と
も
り
、

桜
鯛
を
か
ざ
し
て
馬
車
は
と
き
に
音
立
て
て
過
ぎ
る
・

　
　
　
昼
の
喜
び
に
満
ち
足
り
て
人
々
は
家
路
に
’
つ
き
、

　
　
　
抜
か
り
の
な
い
商
人
は
わ
が
恥
に
く
つ
ろ
い
で
そ
の
日
の

五
、
損
益
を
思
い
は
か
る
・
尉
し
か
っ
た
広
場
に
は

　
　
　
　
い
ま
は
葡
萄
も
花
も
手
芸
の
品
々
も
な
い
。

　
　
　
　
だ
が
　
遠
く
の
園
か
ら
は
威
の
ひ
び
き
が
き
こ
え
て
く
る
。
お
そ
ら
く
は

　
　
　
　
恋
す
る
も
の
の
す
さ
び
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
孤
独
な
者
が

　
　
　
　
遠
い
友
ら
を
　
ま
た
若
い
日
を
　
偲
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
噴
泉
は

　
十
、
　
絶
え
ま
な
く
ほ
と
ば
し
っ
て
、
匂
や
か
な
花
壇
を
濡
ら
し
て
い
る
。

　
　
　
　
静
か
に
暮
れ
す
す
む
空
に
は
い
ま
打
ち
鳴
ら
す
鐘
が
ひ
び
き
、

　
　
　
　
夜
警
は
時
の
数
を
告
げ
て
過
ぎ
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
ふ
と
風
が
起
こ
っ
て
林
苑
の
梢
を
う
ご
か
す
。

　
　
　
　
見
よ
、
わ
れ
ら
の
大
地
の
影
像
　
月
も
い
ま

十
五
、
　
ひ
そ
や
か
に
立
ち
昇
る
。
思
念
に
酔
う
夜
が

　
　
　
　
満
天
の
星
を
ち
り
ば
め
て
や
っ
て
き
た
の
だ
。
わ
れ
ら
の
い
と
な
み
に
は
か
か
わ

　
　
　
　
　
り
な
く

　
　
　
　
こ
の
驚
嘆
す
べ
き
も
の
は
　
人
間
の
世
に
異
郷
の
客
と
し
て
か
が
や
き
出
る
、

　
　
　
　
山
々
の
背
か
ら
、
悲
愁
を
お
び
て
壮
麗
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚
富
雄
訳
、
和
訳
全
集
、
第
二
巻
、
一
〇
九
頁
）



二
四

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学

本
　
　
論

二
〕
　
市
街
の
外
延

　
　
田
　
都
市
と
農
村

　
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
で
は
、
「
町
は
静
か
に
や
す
石
っ
て
い
る

（
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
ｕ
ｒ
ｎ
　
ｒ
ｉ
ｉ
ｈ
ｅ
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
）
Ｊ
と
語
ら
れ
て
い
る
。
・
｀
こ
こ
で
町
と
は
市
街

で
・
あ
り
、
こ
れ
は
市
壁
（
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
m
a
ｕ
ｅ
ｒ
）
に
よ
っ
て
取
り
囲
ま
れ
た
内
部
領
域
で
・
・

あ
る
。
こ
の
市
街
が
都
市
（
印
乱
巳
の
原
形
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ド
イ
ツ

。
で
も
十
九
世
紀
以
降
の
産
業
革
命
0
1
進
展
に
と
も
な
い
、
”
都
市
本
来
の
領
域
で
あ
ぶ

市
街
部
は
旧
市
街
（
Ａ
ｌ
ｔ
ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
）
と
し
て
歴
史
的
迫
物
と
な
っ
そ
し
ま
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
旧
市
街
の
外
延
に
も
市
街
が
拡
が
り
、
か
つ
て
は
田
園
地
帯
で
あ
っ
た
所

が
新
市
街
（
Ｎ
ｅ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
）
と
し
て
都
市
の
一
部
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
結

果
、
昔
８
　
の
よ
う
な
都
市
と
農
村
（
に
乱
或
い
は
り
ｏ
ａ
）
と
の
判
然
と
し
た

区
別
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
論
の
扱
う
一
八
〇
〇
年
頃
の
ド
イ

ツ
で
は
、
都
市
が
農
村
の
田
野
の
只
中
に
輝
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
様
を
ヘ
ル

ダ
ー
リ
ン
自
身
が
詩
歌
「
閑
暇
（
Ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｍ
ｕ
Ｂ
ｅ
）
」
｛
｝
七
九
八
年
）
の
第
二
〇

句
以
下
で
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
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（
第
一
巻
、
二
三
六
頁
）

二
〇
、
　
や
が
て
、
小
径
が
、
わ
た
し
を
人
間
の
生
活
の
な
か
へ
と
連
れ
戻
す
と
、

　
　
　
　
か
な
た
に
市
街
が
ほ
の
か
に
浮
ん
で
見
え
る
堂
々
た
る
眺
め
は
、

　
　
　
　
嵐
の
神
や
人
間
の
軍
勢
に
枯
抗
せ
ん
と
鍛
え
上
げ
た
青
銅
の
甲
冑
の

　
　
　
　
眺
め
さ
な
が
ら
だ
。
そ
し
て
町
の
周
辺
に
は
、
小
村
が
し
ず
か
に
憩
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
・
夕
ぐ
れ
の
光
に
あ
か
あ
か
と
染
っ
た
屋
根
は

二
五
、
　
戸
毎
の
炊
煙
に
な
つ
か
し
く
包
ま
れ
、
心
を
こ
め
て
垣
む
す
び
し
た
庭
も
安
ら
い
、

　
ｙ
　
　
　
鋤
は
、
選
別
さ
れ
た
畑
で
ま
ど
ろ
ん
で
い
。
る
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
。
（
高
橋
英
夫
訳
、
和
訳
全
集
、
第
一
巻
、
二
七
一
頁
）

　
こ
こ
で
は
都
市
の
市
街
（
第
二
）
句
）
が
、
ヽ
そ
れ
を
取
り
巻
く
農
村
地
帯
（
第
二
三

　
ｓ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

句
）
か
ら
明
ら
か
に
・
区
別
さ
れ
で
、
「
青
銅
の
甲
冑
の
眺
め
さ
な
が
ら
」
・
「
堂
々
た

’
る
」
（
第
二
一
句
、
第
二
三
句
）
姿
を
呈
｀
し
て
い
る
。
他
方
、
都
市
の
「
周
囲
に
は
、

小
村
が
し
ず
か
に
憩
っ
て
い
る
」
（
第
二
三
句
）
。
’
こ
の
よ
う
な
情
景
を
、
産
業
革

命
を
経
て
資
本
主
義
経
済
の
発
達
し
た
今
日
の
ド
イ
ツ
の
あ
ち
こ
ち
で
見
い
出
す
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
も
し
類
似
の
情
景
を
探
そ
う
と
す
る
な
ら
、
限
ら
れ
た
場
所
へ

足
を
運
ば
ね
ば
な
ら
な
い
・
。
例
え
ば
、
タ
ウ
バ
ー
（
６
呂
ｇ
「
」
川
沿
い
の
田
舎
に

残
る
中
世
風
の
町
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
（
Ｒ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
）
を
訪
れ
る
な
ら
ば
、
こ
こ

に
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
世
界
が
今
日
で
も
な
お
意
図
的
に
歴
史
遺
産
と
し
て
保
存

さ
れ
て
い
る
の
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
農
村
が
の
ど
か
に
憩
う
様
は
詩
歌
「
閑
暇
」
に
お
い
て
し
ん
み
り
と
歌
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
安
ら
う
世
界
に
向
け
ら
れ
た
眼
差
は
、
農
家
の
仕
事
で
重
要
な
役
割

を
果
す
＜
Ｐ
ｆ
ｌ
ｕ
ｇ
＞
（
第
二
六
句
）
へ
と
落
ち
る
。
和
訳
は
こ
れ
を
「
鋤
」
と
訳
し
て

い
る
が
、
正
確
に
言
う
と
こ
れ
は
「
摯
」
で
あ
る
。
鋤
（
Ｓ
ｐ
ａ

ｔ
ｅ
ｎ
）
は
シ
ャ
ベ
ル

（
Ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｕ
ｆ
ｅ
ｌ
）
に
似
た
道
具
で
、
手
の
力
で
も
っ
て
土
を
掘
り
起
こ
す
。
こ
れ
と
は

異
な
り
ヽ
摯
（
コ
）
品
）
　
は
漢
字
そ
の
も
の
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
牛
や
馬
な
ど

の
家
畜
に
牽
亦
せ
て
大
地
を
耕
す
農
具
で
あ
る
。



五
九
、
Ｌ
ｉ
ｅ
ｂ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
　
　
ｔ
ｂ
ｎ
ｔ

　
　
ｄ
ｉ
ｅ

　
ｅ
ｅ
ｈ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
ｔ
ｅ

　
　
Ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
　
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
Ｓ
ｔ
i
m
m
e
　
　
　
ｄ
ｅ
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
ａ
乱
∃
ａ
ｎ
r
i
ｓ
｡

六
〇
u
ｅ
ｒ
　
　
a
m
　
　
　
ｒ
i
i
ｕ
ｅ
r
ｅ

　
ａ
ｅ
ｍ
　
　
　
Ｓ
ｔ
i
e
ｒ
　
　
　
ｌ
ｅ
ｎ
ｋ
ｅ
ｎ
ｄ
　
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
i
ｔ
ｔ
ｅ
　
　
　
ｇ
ｅ
ｂ
ｅ
ｕ
ｔ
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
巻
、
二
〇
七
頁
）

　
　
　
　
　
快
く
響
き
わ
た
る
穀
物
を
刈
る
太
鎌
の
音
と
農
夫
の
声
、

　
　
　
　
農
夫
は
摯
の
う
し
ろ
か
ら
雄
牛
を
操
り
歩
み
を
命
ず
る
。

　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
自
身
が
詩
歌
「
さ
す
ら
い
人
（
｛
｝
ｅ
ｒ
　
　
　
Ｗ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｅ
ｒ

）
　
Ｊ
の
初

　
稿
【
】
七
九
七
年
）
で
こ
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
の
に
注
目
し
て
お
こ
う
。

　
　
こ
の
黎
の
改
良
に
関
し
て
は
、
土
木
事
業
に
秀
で
た
古
代
ロ
ー
マ
人
も
北
方
の
ゲ

　
ル
マ
ン
人
に
遅
れ
を
取
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
で
未
だ
無
輪
＆
　
　
（
ａ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
m
:

　
Ｈ
ａ
ｋ
ｅ
ｎ
）
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
西
歴
紀
元
前
後
に
、
当
時
ラ
エ
テ
ィ
ア

　
（
Ｒ
ａ
ｅ
ｔ
i
a
）
と
言
わ
れ
た
テ
ィ
ロ
ル
｛
ｊ
３
｝
）
地
方
付
近
で
有
輪
i
S
)
･
　
　
（
ｃ
ｕ
ｒ
ｒ
ｕ
ｓ
:

Ｋ
ａ
ｒ
ｒ
ｅ
ｎ
ｐ
ｆ
ｌ
ｕ
ｇ
）
で
あ
る
ゲ
ル
マ
ン
黎
（
（
ｊ
ｅ
ｒ
m
a
n
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｐ
ｆ
ｌ
ｕ
ｇ
）
が
発
明
さ
れ

　
た
の
で
あ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
黎
は
二
輪
車
を
有
し
、
普
通
二
頭
の
連
畜
に
よ
っ
て
牽
か

　
れ
、
役
畜
を
操
る
者
、
梶
棒
に
よ
り
反
転
を
操
作
す
る
者
（
以
上
の
二
者
は
大
抵
少

　
年
）
、
そ
れ
に
進
行
方
向
を
決
め
る
農
夫
の
三
名
が
耕
耘
作
業
に
携
わ
る
農
耕
の
主

　
役
で
あ
っ
た
。
マ
ン
ハ
イ
ム
　
（
Ｍ
ａ
ｎ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
）
の
書
誌
学
研
究
所
Ｃ
Ｂ
ｉ
ｂ
ｈ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
-

　
ｐ
ｈ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
　
I
n
ｓ
ｔ
i
ｔ
ｕ
ｔ
）
編
「
大
ド
ゥ
ー
デ
ン
（
９
「
　
Ｑ
３
ｒ
り
乱
ｇ
」
」

　
第
三
巻
「
図
解
辞
典
（
B
i
l
d
w
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
）
Ｊ
（
一
九
五
八
年
）
の
一
三
三
頁
で
、

　
こ
の
有
輪
摯
の
図
解
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
必
要
は
発
明
の
母
で
、
雑
草
が

　
多
く
、
湿
気
が
高
く
、
地
質
の
重
い
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
（
Ｇ
ｅ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ａ
）
の
硬
質
な
土
壌

　
が
こ
の
ゲ
ル
マ
ン
摯
を
生
み
出
し
た
と
言
え
よ
う
。
上
掲
ド
ゥ
ー
デ
ン
の
「
図
解
辞

　
典
」
の
こ
一
七
頁
に
あ
る
農
耕
姿
の
挿
絵
に
見
ら
れ
る
無
輪
摯
も
な
お
併
用
さ
れ
て

　
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
有
輪
の
ゲ
ル
マ
ン
摯
を
も
忘
れ
る
こ

　
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
既
出
の
詩
歌
「
さ
す
ら
い
人
」
に
お
け
る
「
農
夫
の

　
声
」
（
第
五
九
句
）
が
、
ゲ
ル
マ
ン
摯
に
よ
る
農
耕
を
想
像
さ
せ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
五

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

　
　
口
　
農
業
の
世
紀

　
思
想
詩
成
立
に
先
立
つ
時
期
は
西
欧
で
通
例
「
啓
蒙
（
Ａ
ｕ
ｆ
ｋ
ｌ
ａ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
）
の
世
紀

（
l
e
　
ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｃ
ｌ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
　
l
ｕ
m
i
e
ｒ
ｅ
ｓ
）
」
　
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
農
史
家

W
i
l
h
e
l
m
　
　
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
（
ア
ー
ベ
ル
）
は
大
著
「
中
世
初
期
か
ら
十
九
世
紀
に
至

る
ド
イ
ツ
農
業
史
（
（
ｉ
ｅ
ｓ
c
l
i
i
c
h
ｔ
ｅ
　
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
　
　
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
w
i
ｒ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
　
　
　
ｖ
ｏ
ｍ

Ｉ
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ
　
　
M
i
ｔ
ｔ
e
l
a
l
ｔ
ｅ
ｒ
　
　
b
i
ｓ
　
　
ｚ
ｕ
m
　
　
１
９
.
　
　
　
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｈ
ｕ
乱
ｅ
ｒ
ｔ
）
Ｊ
｛
｝
九
六
二
年
）
の

要
約
と
も
言
え
る
「
ド
イ
ツ
農
業
発
達
の
三
段
階
（
Ｄ
ｉ
ｅ
　
　
ｄ
ｒ
e
i
　
　
　
Ｅ
ｐ
ｏ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
　
ｄ
ｅ
ｒ

ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
）
Ｊ
（
一
九
六
二
年
）
に
お
い
て
、
啓
蒙
期
の
記
録

か
ら
八
〇
ｋ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｈ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｔ
》
と
い
う
表
現
を
引
用
し
、
同
著
第
二
章
、

第
五
節
の
冒
頭
に
お
い
て
、
十
八
世
紀
後
半
を
「
農
業
の
世
紀
」
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
。

　
「
経
済
」
Ｏ
ｒ
ｏ
コ
ｏ
∃
ｔ
と
は
、
こ
の
時
代
の
用
語
法
で
は
、
す
ぐ
れ
て
農
業
を
意
味
す
る
。

　
そ
し
て
、
農
業
は
こ
の
世
紀
を
も
っ
と
も
強
く
特
徴
づ
け
た
。
当
時
、
農
業
は
、
す
で
に
同

　
時
代
人
の
注
目
を
集
め
る
ほ
ど
急
速
に
か
つ
一
般
的
に
上
流
社
会
の
関
心
の
ま
と
に
さ
え

　
な
っ
て
い
た
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
（
Ｖ
ｏ
ｌ
ｔ
a
i
ｒ
ｅ
本
名
:
　
　
　
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｏ
ｉ
ｓ
　
　
Ｍ
ａ
ｒ
i
e
　
　
Ａ
ｒ
ｏ
ｕ
ｅ
ｔ
｡

　
一
六
九
四
？
一
七
七
八
）
は
、
オ
ペ
ラ
見
物
の
あ
と
穀
物
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
語
り
合

　
う
「
上
流
婦
人
達
」
に
つ
い
て
嘲
笑
し
た
。
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
（
Ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ｅ

　
Ａ
ｎ
ｔ
ｏ
ｉ
ｎ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
｡
［
七
五
五
～
九
三
］
は
、
馬
鈴
薯
の
花
を
身
に
飾
っ
た
り
、
編
み
物
袋
を

　
穀
類
の
種
子
の
入
れ
物
に
試
み
た
り
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ヨ
ゼ
フ
ニ
世
（
Ｊ
ｏ
ｓ
ｅ
ｐ
ｈ
　
ｎ
　
｡

　
一
七
四
一
～
九
〇
）
は
、
摯
の
う
し
ろ
に
立
っ
て
肖
像
を
描
か
せ
た
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
シ
ョ
ー

　
ジ
三
世
（
（
ｊ
ｅ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
Ｈ
Ｉ
｡
一
七
三
八
？
一
八
二
〇
）
は
、
「
百
姓
ジ
ョ
ー
ジ
」
と
し
て
賛
美

　
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
（
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
　
　
Ｈ
　
　
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ｅ
）
｡

　
】
七
こ
】
？
八
六
）
に
由
来
し
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
言
葉
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
「
農

　
業
は
、
あ
ら
ゆ
る
技
術
の
う
ち
の
第
一
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
な
し
で
は
商
人
も
、
詩
人
も
、

　
哲
学
者
も
存
在
し
な
い
。
大
地
が
産
み
出
す
も
の
の
み
が
真
の
富
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
中
村
勝
／
三
橋
時
雄
共
訳
、
｝
一
七
頁
１
】
　
】
八
頁
）

「
経
済
表
Ｃ
　
ｌ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
ａ
ｕ
　
ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ
」
」
　
（
一
七
五
八
年
－
一
七
六
八
年
）
の

作
成
で
名
高
い
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｏ
ｉ
ｓ
　
　
　
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｙ
　
:
　
ヶ
ネ
ー
　
（
コ
八
九
四
年
－



二
六
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学

一
七
七
四
年
）
に
代
表
さ
れ
る
重
農
主
義
者
（
ｅ
ｃ
ｂ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
）
」
（
Ｄ
ｉ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｎ
ａ
ｉ
ｒ
ｅ

Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
.
　
Ｐ
ａ
ｒ
i
ｓ
.
　
一
九
七
七
年
、
第
一
九
九
六
頁
）
の
活
躍
す
る
こ
の

時
代
を
経
て
、
一
躍
主
食
の
位
置
へ
と
踊
り
出
だ
の
が
、
こ
こ
で
も
話
題
と
な
っ
て

い
る
馬
鈴
薯
(
Ｋ
ａ
ｒ
ｔ
０
ｆ
ｆ
ｅ
ｌ
）
で
あ
る
。
十
七
世
紀
に
は
貴
族
の
美
食
に
す
ぎ
ず
、

　
一
七
〇
〇
年
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
馬
鈴

薯
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
一
七
七
〇
年
代
に
農
村
の
飢
饉
を
救
い
既
に
不
可
欠
の
常

食
七
な
り
今
日
に
ま
で
至
っ
て
い
る
の
で
あ
‘
る
（
Ｄ
ｉ
ｅ
　
　
Ｋ
ａ
ｒ
ｔ
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｌ
　
　
　
ｓ
ｉ
ｇ
ｅ
ｔ
ｅ

ｄ
ｏ
ｃ
ｈ
　
.
：
:
　
　
，
Ｂ
ａ
ｙ
ｅ
ｒ
”
　
Ｐ
ｆ
ｌ
ａ
ｎ
ｚ
ｉ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｕ
ｔ
ｚ
-
Ｋ
ｕ
ｒ
i
e
ｒ
.
　
一
’
九
六
四
年
）
。

　
農
業
の
世
紀
Ｓ
ｋ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｈ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｆ
ｔ
）
で
ぼ
な
赳
都
市
が
１
　
村
に
依
存

し
た
経
済
構
造
を
示
す
　
０
す
な
わ
ち
、
人
々
の
大
多
数
が
農
業
に
従
事
し
、
ヽ
生
産
物
の

大
部
分
は
農
産
物
で
あ
り
、
例
え
ば
穀
物
が
租
税
と
し
て
貨
幣
の
代
り
に
物
納
さ
れ
た
。

そ
れ
の
み
で
は
な
い
。
こ
の
’
農
業
経
済
の
世
紀
に
は
、
摯
刀
（
ｔ
コ
品
白
Ｉ
鴉
こ

　
　
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

な
ど
農
具
の
改
良
が
す
す
み
、
農
法
の
改
善
も
お
こ
な
わ
れ
、
特
に
’
一
八
〇
〇
年
頃

に
は
農
業
生
産
者
に
相
当
の
余
力
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
描
く
農
村
風
景
に
は
、
農
家
の
自
給
自
足
的
な
性
格
が
色

濃
く
見
ら
れ
る
。
既
出
の
詩
歌
「
閑
暇
」
の
ほ
か
に
も
、
例
え
ば
別
の
詩
歌
「
夕

べ
に
田
？
つ
（
Ａ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｐ
ｈ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｓ
i
e
）
Ｊ
（
一
七
九
九
年
）
の
冒
頭
で
は
、

-

一

一

-

一

一四
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ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｅ
ｒ
　
i
m

　
　
　
F
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｄ
ｏ
ｒ
ｆ
ｅ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ａ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｇ
ｌ
ｏ
ｋ
ｅ
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
巻
、
三
〇
一
頁
）

お
の
が
小
屋
の
門
べ
の
木
蔭
に
　
や
す
ら
か
に
農
夫
は
憩
い

足
る
を
知
る
そ
の
人
の
か
ま
ど
の
煙
は
立
つ
。

や
さ
し
く
旅
人
を
迎
え
て
平
和
な

村
に
は
夕
べ
の
鐘
が
ひ
び
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚
富
雄
訳
、
和
訳
全
集
、
第
一
巻
、
三
三
六
頁
）

と
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
余
裕
を
支
え
る
こ
の
時
代
の
農
業
生
産
力
の
発
展

の
要
と
し
て
、
こ
こ
で
は
旧
来
の
封
建
制
度
下
で
の
典
型
的
農
法
で
あ
る
三
圃
制
度

（
｛
｝
ｒ
ｅ
ｉ
ｆ
ｅ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
w
i
ｒ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
:
　
　
ａ
ｓ
ｓ
ｏ
ｌ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
　
　
ｔ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｎ
ａ
ｌ
）
か
ら
の
脱
皮
を
考
え
る

こ
と
に
し
よ
う
。

　
三
圃
制
度
は
、
西
欧
封
建
時
代
が
始
ま
る
八
世
紀
・
九
世
紀
か
ら
、
市
民
社
会
勃

興
の
十
八
世
紀
・
十
九
世
紀
に
至
る
約
一
〇
〇
〇
年
の
期
間
に
わ
た
っ
て
存
続
し
た

支
配
的
農
法
で
あ
っ
た
・
貳
な
わ
ち
ヽ
七
の
三
圃
制
農
法
政
恒
常
化
が
、
一
千
年
に

わ
た
る
西
欧
封
建
制
度
の
安
定
七
呼
応
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
｀

の
農
法
に
変
革
が
加
わ
る
詩
期
が
Ｉ
封
建
社
会
か
ら
市
民
社
会
へ
の
過
渡
期
に
符

’合
’
。
＾

す
る
こ
と
は
偶
然
の
と
と
で
は
な
い
。
歴
史
的
に
見
る
と
、
Ｌ
二
圃
制
度
自
体
は
、
二
、

圃
制
度
（
Ｚ
w
ｅ
ｉ
ｆ
ｅ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
w
i
ｒ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
:
　
　
　
ａ
ｓ
ｓ
ｏ
ｌ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
　
　
ｂ
ｉ
ｅ
ｎ
ｎ
ａ
ｌ
）
か
ら
発
展
し
た
‘

合
理
的
な
農
法
な
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
発
展
の
問
題
に
・
つ
。
。
い
、
て
は
論
述
を

省
略
す
る
。
三
圃
制
度
と
は
文
字
通
り
「
三
」
を
基
本
単
位
と
し
て
い
る
。
農
地
は
　
。
、

大
き
く
三
分
さ
れ
、
夏
作
（
Ｓ
ｏ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
）
の
た
め
に
そ
の
三
分
の
一
が
、
第
二
の

三
分
の
｝
が
冬
作
（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
）
の
た
め
に
あ
て
ら
れ
、
残
り
の
三
分
の
一
は
休

閑
地
（
Ｂ
ｒ
ａ
ｃ
ｈ
ｆ
ｅ
ｌ
ｄ
）
と
し
て
放
牧
の
た
め
の
牧
草
地
と
な
る
。
こ
の
三
等
分
さ

れ
た
各
々
で
ま
た
こ
の
三
様
の
循
環
を
繰
り
返
す
。
例
え
ば
、
冬
作
の
場
合
は
、
秋

に
摯
で
耕
し
た
後
に
越
冬
作
物
（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｔ
ｒ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
）
の
種
ま
き
が
行
な
わ
れ

る
。
こ
れ
は
冬
を
越
し
て
翌
年
の
夏
に
収
獲
さ
れ
る
。
そ
の
後
こ
こ
は
刈
株
牧
草
地

（
Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
ｐ
ｅ
ｌ
w
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
）
と
な
り
、
放
牧
の
結
果
、
家
畜
の
糞
尿
で
自
然
と
肥
料
を
施
さ
れ

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
一
冬
を
越
し
て
か
ら
春
に
摯
で
耕
し
、
そ
の
耕
地
に
夏

作
物
（
Ｓ
ｏ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｔ
ｒ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
）
の
種
が
播
か
れ
る
。
こ
の
作
物
は
ひ
き
続
く
同
年

の
夏
に
取
り
入
れ
が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
後
こ
の
耕
地
は
、
ま
ず
仮
牧
草

地
（
｛
｝
「
Ｉ
Ｓ
己
と
し
て
翌
年
の
六
月
ま
で
放
牧
に
供
さ
れ
、
使
徒
ヨ
ハ
ネ
の
日

こ
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
:
六
月
二
十
四
日
）
頃
に
摯
で
耕
さ
れ
た
あ
と
、
本
来
の
休
閑
地
と

し
て
秋
の
越
冬
作
物
の
種
播
き
ま
で
牧
場
と
な
る
。
こ
れ
は
、
冬
期
が
長
く
、
年
に

一
度
し
か
収
獲
で
き
な
い
寒
冷
な
北
欧
の
自
然
に
適
っ
た
農
法
で
、
畜
糞
に
よ
る
堆



肥
（
V
i
e
h
m
i
ｓ
ｔ
）
さ
え
も
必
須
と
せ
ず
、
湿
原
に
繁
茂
す
る
雑
草
を
家
畜
の
食
用

に
供
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
糞
尿
を
自
然
の
肥
料
と
し
て
活
用
す
る
巧
み
な
制
度

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
画
一
的
生
産
様
式
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ

る
土
地
で
一
様
に
同
じ
循
環
方
式
が
と
ら
れ
る
。
農
民
は
概
ね
共
同
の
規
制
に
従
っ

て
働
き
、
耕
作
強
制
（
F
l
ｕ
ｒ
ｚ
w
ａ
ｎ
ｇ
）
を
各
人
の
意
志
で
拒
む
こ
と
も
で
き
ず
、
‘
三

圃
制
度
が
存
続
す
る
限
り
、
農
業
を
個
人
個
人
の
主
体
的
意
欲
的
企
画
で
も
っ
て
発

展
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
想
が
土
台
と
し
て
い
る
西
歴
一
八
〇
〇
年
頃
に
、
こ

の
三
圃
制
度
に
改
良
が
加
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
耕
地
に
植
え
る

作
物
に
つ
い
て
で
あ
る
。
す
で
に
、
夏
作
物
（
Ｓ
ｏ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｔ
ｒ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
）
と
か
冬
作
物

　
（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｔ
ｒ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
）
と
い
う
言
葉
に
ヽ
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
農
作
物
と
言
え
ば
、

穀
物
（
（
■
r
ｅ
ｔ
ｒ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
）
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
尿
作
物
と
し
て
は
燕
麦
｛
｝
｛
氏
宍
｝
や
大
麦

（
（
ｉ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ｅ
）
が
、
冬
作
物
と
し
て
は
ド
イ
ツ
小
麦
（
Ｄ
ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
ご
と
か
小
麦
（
Ｗ
ｅ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ
）
や
ラ

イ
麦
（
Ｒ
ｏ
ｇ
ｇ
ｅ
ｎ
）
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
例
え
ば
輪
作
（
Ｆ
ｒ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
w
ｅ
ｃ
ｈ
ｓ
ｅ
ｌ
-

w
ｉ
ｒ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
）
の
理
論
が
応
用
さ
れ
、
前
作
物
が
後
作
物
に
’
あ
た
え
る
加
重
的
拡
張

生
産
能
力
を
活
用
す
る
と
、
休
閑
地
を
次
第
に
耕
地
と
し
て
利
用
し
て
ゆ
く
道
が
開

け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
鍬
作
野
菜
（
Ｈ
ａ
ｃ
ｋ
ｆ
ｒ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
）
で
あ
る
馬
鈴
薯
（
じ
ゃ
が

い
も
）
と
か
、
族
葉
植
物
（
Ｂ
ｌ
ａ
ｔ
ｔ
ｆ
ｒ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
）
の
三
ッ
葉
（
Ｋ
ｌ
ｅ
ｅ
）
の
執
培
が
導

入
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
穀
物
類
の
連
作
が
減
り
、
耕
地
の
痩
せ
が
少
な
く
な
る
と

と
も
に
、
家
畜
用
の
飼
料
（
特
に
三
ッ
葉
）
が
確
保
で
き
て
家
畜
が
増
え
、
更
に
は
、

増
え
た
家
畜
の
糞
尿
を
堆
肥
と
し
て
積
極
的
に
施
肥
に
利
用
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き

る
。
こ
う
し
て
旧
来
の
三
圃
制
農
法
で
は
、
三
分
の
一
の
耕
地
が
常
に
休
閑
地
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
十
八
世
紀
末
に
は
こ
れ
が
｝
割
を
割
る
よ
う
に
な
り
、
十
九
世
紀
に

は
次
第
に
休
耕
地
が
消
滅
す
る
と
同
時
に
、
当
時
の
技
術
的
先
進
国
イ
ギ
リ
ス
伝
来

の
ノ
ー
フ
ォ
ク
輪
作
制
（
Ｎ
ｏ
ｒ
ｆ
ｏ
ｌ
ｋ
　
　
Ｒ
ｏ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の
よ
う
な
多
圃
輪
作
制
が
一
般

化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、

二
七

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

第
五
句
に
三
圃
制
度
の
ゆ
ら
ぎ
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

六五

　ゝ　ゝ

　
ン
゜
∽
ｇ
ｇ
４
０
ｎ
　
Ｉ
ｒ
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｂ
ｌ
ｕ
ｍ
ｅ
ｎ
｡

　
　
　
：
‘
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
t
.

…
葡
萄
と
か
花
の

　
　
…
忙
し
き
広
場
の
市
場

す
な
わ
ち
、
十
八
世
紀
末
に
お
い
て
、
こ
の
「
葡
萄
」
と
か
「
花
」
は
、
「
こ
れ
ま

で
の
三
圃
式
農
業
が
、
都
市
向
け
の
商
業
作
物
や
葡
萄
栽
培
な
ど
に
よ
っ
て
す
で
に

あ
る
て
い
ど
崩
さ
れ
て
い
た
」
（
渡
辺
寛
‥
ド
イ
ツ
農
業
の
展
開
過
程
、
一
四
一
頁
）

こ
と
を
顧
慮
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

〔
二
〕
　
都

市

　
　
剛
　
市
壁
の
内
側

　
市
壁
の
外
側
を
取
り
囲
む
平
穏
な
農
村
の
性
格
が
悠
然
た
る
大
地
に
根
ざ
し
て
い

る
の
に
対
し
、
そ
の
内
部
の
市
街
の
性
格
は
都
市
建
設
の
礎
と
な
る
石
材
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
て
い
る
。

三
九
、

四
〇
、

四
一
、

I
ｈ
ｒ
　
ｇ
ｒ
ｏ
Ｂ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
ｅ

Ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
ｎ
　
ａ
ｕ
ｆ
ｇ
ｅ
ｂ
ａ
ｕ
ｔ

I
n
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｅ
!

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
｝
）
ｌ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｂ
ｒ
ｉ
ｅ
ｆ
ｅ
.
七
七
百
０

汝
等
、
大
い
な
る
都
市

石
材
に
て
平
原
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
都
市
よ
Ｉ
・

こ
の
よ
う
に
　
Ｑ
８
高
月
｝
’
ｙ
Ｚ
ｔ
‥
　
ト
ラ
ー
ク
ル
（
一
八
八
七
年
－
一
丸
一
四



二
八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学

年
）
が
詩
歌
「
夕
べ
の
国
西
欧
（
ｙ
ｇ
乱
Ｆ
乱
）
」
第
四
稿
（
第
三
九
句
－
第
四
一
句
）

で
、
西
欧
都
市
建
設
の
性
格
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
。
西
欧
都
市
の
周
囲
に
は
耕

地
が
広
が
り
、
所
々
に
木
立
ち
が
影
を
落
と
し
、
四
面
こ
れ
と
言
っ
て
遮
る
も
の
な

く
、
彼
方
に
は
森
が
見
え
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
遠
く
に
山
並
み
が
続
い
て
い
る
こ
と

も
あ
る
。
こ
こ
に
は
万
物
を
育
く
む
大
地
が
し
か
と
腰
を
下
ろ
し
、
大
地
の
自
然
に

根
ざ
し
た
生
活
が
土
台
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
農
村
が
都
市
の
外
延
に
久
遠
の
彼
方

へ
と
広
が
る
大
地
に
根
ざ
し
て
い
る
の
に
対
し
、
都
市
は
有
限
な
市
壁
に
取
り
巻
か

れ
て
、
そ
の
内
側
に
集
積
し
て
い
る
。
「
周
囲
が
高
い
市
壁
で
囲
ま
れ
て
い
る
町
の

な
か
で
は
、
遠
く
の
山
に
沈
む
夕
陽
の
影
で
時
を
計
る
こ
と
も
で
き
ず
、
町
’
の
な
か

に
は
樫
の
大
木
も
影
を
投
げ
か
け
る
こ
と
は
な
い
」
（
阿
部
謹
也
「
中
世
の
窓
か
ら
」

二
五
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
、
「
い
わ
ゆ
る
「
自
然
」
を
と
り
こ
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
」
（
同
書
、
二
四
頁
）
都
市
の
内
部
に
は
、
逆
に
至
る
と
と
ろ
に
人
為
の
証
が
認

め
ら
れ
る
。
市
内
の
川
は
堀
割
の
な
か
を
流
れ
、
敷
き
詰
め
ら
れ
た
石
畳
の
道
路
の

両
側
に
は
、
数
階
建
て
の
石
造
建
築
が
立
ち
並
ぶ
。
市
中
で
ひ
と
き
わ
聳
え
立
つ
の

が
、
教
会
の
尖
塔
や
官
庁
の
物
見
の
塔
で
あ
る
。
農
家
が
あ
ち
こ
ち
に
散
在
す
る
の

に
対
し
、
都
市
内
の
館
や
家
屋
は
、
隣
同
士
の
間
に
空
隙
も
な
く
、
び
っ
し
り
と
詰
っ

て
立
ち
並
ん
で
い
る
。
狭
い
街
路
で
は
、
両
に
列
な
る
家
並
み
に
遮
ら
れ
て
、
昼
間

さ
え
日
が
射
さ
な
い
死
角
も
あ
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
自
由
韻
律
の
讃
歌
「
パ
ト
モ

ス
（
ｔ
ｌ
∃
Ｓ
）
」
（
一
八
〇
一
年
―
一
八
〇
二
年
）
第
三
十
一
句
以
下
で
、
地
中
海

に
面
し
た
小
ア
ジ
ア
の
都
市
に
つ
い
て
、

一
一

一

一

一
一

一
一

-

三
三

ぼ
な
ｙ
ｌ
ｐ
ｐ
民
゛
に
コ
ａ
ｎ
の
Ｅ
Ｑ
コ
ａ
ａ
∽
ｃ
Ｑ
ｇ
。

Ｉ
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ｈ
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ｓ
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ｎ
ｇ
ｅ
w
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ｈ
ｎ
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ｈ
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ｒ
　
ｂ
ｒ
e
i
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ａ
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ｓ
ｅ
ｎ
｡
　
｡
｡
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
第
二
巻
、
｝
六
六
頁
）

私
に
小
ア
ジ
ア
が
立
ち
あ
ら
わ
れ
た
。
私
は
眼
も
眩
ん
で
探
し
た
。

何
か
知
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
も
の
か
と
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な

広
い
街
路
を
私
は
見
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
西
欧
の
街
路
（
｛
｝
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
）
の
狭
さ
が
伺
い
知
ら
れ
よ

う
。
こ
の
よ
う
に
、
都
市
で
は
佇
に
お
い
て
、
農
村
の
よ
う
な
伸
び
や
か
さ
は
見
ら

れ
な
い
。
こ
の
石
材
で
築
か
れ
た
市
街
に
は
、
む
し
ろ
自
他
が
せ
め
ぎ
あ
っ
て
措
抗

す
る
一
種
の
緊
張
関
係
が
生
ま
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
西
欧
都
市
の
緊
密
（
ｌ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
:
　
　
i
n
ｔ
i
m
e
）
な
性
格
と
、
農
村
の
お
お

ら
か
な
性
質
が
両
者
を
規
定
す
る
。
悠
然
た
る
大
地
に
育
く
ま
れ
て
穏
や
か
で
和
や

か
な
風
土
に
農
村
が
憩
う
の
に
対
し
、
市
街
の
石
畳
や
石
造
建
築
に
映
え
る
月
影
や

街
路
の
燈
火
に
は
、
何
か
し
ら
張
り
詰
め
た
も
の
が
宿
る
。
こ
の
石
材
の
西
欧
都
市

の
性
格
を
、
静
か
に
心
を
こ
め
て
表
現
し
て
い
る
の
が
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第

一
句
中
央
の
中
間
休
止
（
；
）
の
間
を
置
い
て
発
せ
ら
れ
る
清
音
の
摩
察
閉
塞
音

〔
ｊ
〕
で
あ
ろ
う
。

　
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
　
ｕ
m

　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ

　
　
ｄ
ｉ
ｅ

　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
;
　
　
　
ｓ
ｔ
i
l
l
　
　
　
w
i
ｒ
ｄ

　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ

　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
｡

こ
の
〔
μ
〕
が
頭
韻
を
な
し
て
Ｃ
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
》
へ
と
呼
応
し
て
、
Ｃ
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
:
　
ｓ
ｔ
i
l
l
》

と
反
響
し
合
い
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
都
市
の
内
面
空
間
（
Ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
ｒ
ａ
ｕ
m
）
の
音
色
が

読
者
の
内
耳
に
印
象
深
く
残
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
親
密
（
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
:
　
　
i
n
ｔ
i
m
e
）
な
世

界
が
街
路
（
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
）
で
あ
っ
て
大
路
（
汐
Ｓ
ぼ
）
で
は
な
い
点
に
注
意
し
た
い
。

蓋
し
　
Ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ａ
ｅ
ｌ
　
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
:
　
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
英
訳
（
二
四
三
頁
）

で
は
と
れ
が
Ｃ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
》
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
は
意
を
尽
く
し
て

い
な
い
感
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
閣
　
城
塞
都
市

　
既
に
引
用
（
〔
一
〕
剛
）
じ
た
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
歌
「
閑
暇
」
の
第
二
十
一
句

以
下
が
歌
っ
て
い
る
都
市
（
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
）
の
姿
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

　
二
Ｉ
、
ｆ

ｅ
ｒ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
　
ａ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
ｔ
　
ａ
ｉ
ｅ
　
ｂ
ｔ
ａ
ａ
ｔ
｡
　
w
i
e
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｅ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
　
Ｋ
ｕ
ｓ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ



二
二
、
（
ｉ
ｅ
ｆ
ｆ
ｅ
ｎ
　
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｓ

　
Ｇ
ｅ
w
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｏ
ｔ
ｔ
ｓ

　

　
ｕ
ｎ
ｄ

　

　
ｄ
ｅ
ｒ

　
　
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｔ
｡

二
二
、
Ｍ
ａ
ｉ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｈ
ｅ
ｒ
ａ
ｕ
ｆ
｡
　
｡
：
ｙ

　
　
　
ｆ
　
か
な
た
に
市
街
が
ほ
の
か
に
浮
ん
で
見
え
る
堂
々
た
る
眺
め
は
、
。

　
　
　
　
嵐
の
神
や
人
間
の
軍
勢
に
桔
抗
せ
ん
と
鍛
え
上
げ
た
青
銅
の
甲
冑
の

　
　
　
　
眺
め
さ
な
が
ら
だ
。

こ
こ
で
は
都
市
が
城
塞
（
Ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
:
　
　
ｂ
ｏ
ｕ
ｒ
ｇ
　
）
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い
る
。
今
日
の

都
市
の
名
前
、
例
え
ば
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
(
｡
　
Ｋ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
）
と
か
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー

ル
（
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｓ
ｂ
ｏ
ｕ
ｒ
ｇ
）
に
は
、
こ
の
城
塞
の
残
影
が
残
っ
て
い
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ｙ

の
歌
。
つ
た
都
市
の
姿
は
、
、
文
字
通
り
「
堂
々
た
る
眺
め
」
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
威

容
は
、
「
君
主
論
（
Ｕ
　
　
　
Ｐ
ｒ
ｍ
ｃ
ｉ
ｐ
ｅ
）
」
（
一
五
二
三
年
）
’
第
十
章
‘
に
お
い
て
、

Ｎ
ｉ
ｃ
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
　
　
　
　
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
:
　
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
｛
｝
四
六
九
年
－
一
五

二
七
年
）
が
称
え
て
い
る
中
世
ド
イ
ツ
の
帝
国
自
由
都
市
（
Ｆ
ｒ
ｅ
ｉ
ｅ
　
　
　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
ｓ
-

ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
）
を
想
わ
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
ア
ラ
マ
ー
ニ
ヤ
（
ド
イ
ツ
）
の
諸
都
市
は
き
わ
め
て
自
由
な
う
え
に
、
市
外
の
属
領
も
少
な

　
い
。
こ
れ
ら
の
都
市
は
、
自
分
た
ち
の
つ
ご
う
を
考
え
て
皇
帝
に
服
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

　
皇
帝
や
他
の
近
隣
の
有
力
君
主
な
ど
す
こ
し
も
恐
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
こ
れ
ら

　
の
諸
都
市
は
堅
固
な
城
塞
で
固
め
ら
れ
て
い
て
、
だ
れ
の
目
に
も
、
そ
こ
を
占
拠
す
る
の
は

　
や
っ
か
い
な
骨
の
折
れ
る
こ
と
に
ち
が
い
。
な
い
と
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

　
ら
の
都
市
に
は
す
べ
て
、
必
要
な
堀
や
城
壁
が
め
ぐ
ら
し
て
あ
り
、
大
砲
も
不
足
な
く
そ
な

　
え
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
田
廉
訳
、
八
六
頁
）

こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
諸
都
市
の
理
解
に
対
し
て
は
、
既
出
（
〔
こ
閣
〕
の
プ
’
ロ
イ

セ
シ
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
、
一
七
四
〇
年
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
（
Ｈ
ａ
ａ
ｇ
）
で
出

’
版
さ
れ
た
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
編
「
反
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
論
、
或
い
は
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
君

主
論
に
関
す
る
批
評
の
試
み
（
Ａ
ｎ
ｔ
ｉ
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ａ
ｖ
e
l
　
ｏ
ｕ
　
Ｅ
ｓ
ｓ
ａ
ｉ
　
ｄ
ｅ
　
ｃ
ｒ
i
ｔ
i
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｓ
ｕ
ｒ

ｌ
ｅ
　
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｃ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ａ
ｖ
ｅ
Ｏ
Ｊ
で
反
駁
を
述
べ
て
い
る
。

二
九

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

　
ド
イ
ッ
帝
国
都
市
の
意
義
に
関
し
て
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
描
い
た
像
は
今
日
で
は
全
く
あ
て
は

　
ま
ら
な
い
。
大
砲
の
一
撃
で
、
な
い
し
は
要
求
さ
え
す
れ
ば
、
皇
帝
は
そ
の
よ
う
な
都
市
を

　
支
配
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ど
の
都
市
も
城
塞
と
し
て
は
劣
悪
で
、
あ
ち
こ
ち
に
ず
っ
し
肛
と

　
し
た
塔
が
古
い
市
壁
に
伸
し
掛
っ
て
い
る
し
、
そ
れ
を
囲
む
堀
は
大
部
分
崩
れ
落
ち
た
土
壌

　
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
　
　
『
』
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
独
訳
Ａ
‐
）
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｎ
ｔ
ｉ
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ａ
ｖ
e
l
l
》
第
四
三
頁
よ
り
重
訳
）

こ
の
フ
リ
ー
ト
丿
ヒ
の
言
葉
は
仏
大
革
命
（
一
七
八
九
年
勃
発
）
の
風
雲
児

Ｂ
ｏ
ｎ
ａ
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
｡
　
Ｎ
Ａ
Ｐ
（
一
）
ｒ
Ｍ
Ｏ
Ｚ
‥
ナ
ポ
レ
オ
ン
（
一
七
六
九
年
－
一
八
二
一
年
）

の
率
い
る
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
国
民
軍
に
よ
っ
て
十
全
に
証
明
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
エ

ル
ザ
ス
（
凶
ｓ
ａ
Ｂ
）
　
の
古
都
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
プ
ル
ク
　
（
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
Ｂ
ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
）
　
な
ど
ラ

イ
ッ
河
西
岸
は
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
に
併
合
（
一
七
九
五
年
の
バ
『
Ｉ
ゼ
ル
ー
Ｆ
Ｉ

和
約
に
よ
り
』
き
れ
、
や
が
て
ド
イ
ッ
全
土
は
帝
国
都
市
を
も
含
め
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
支
配
下
に
置
か
れ
、
西
歴
九
六
二
年
来
の
「
ド
イ
ッ
国
民
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国

　
４
　
　
Φ
ｙ
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
♂

　
（
｛
｝
ａ
ｓ
　
　
　
Ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
ｉ
ｅ
ｅ
　
　
　
Ｒ
ｏ
ｍ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
　
　
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
　
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
」
　
も
、
皇

帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
よ
一
八
〇
四
年
即
位
）
の
側
圧
で
、
一
八
〇
六
年
に
は
解
体
し
ｙ
事

実
上
帝
国
自
直
都
市
も
有
名
無
実
ど
な
る
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
軍
事
力
に
対
し
て
都
市
は
も
は
や
抵
抗
す
る
力
を
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い

な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
農
業
の
世
紀
に
お
い
て
も
な
お
都
市
は
独
自
の

権
利
を
、
す
な
わ
ち
都
市
特
権
（
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
ｒ
ｅ
ｃ
ｈ
ｔ
）
を
保
有
し
て
お
り
、
例
え
ば
、

交
易
の
権
利
を
握
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
開
市
権
（
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｔ
ｒ
ｅ
ｃ
ｈ
ｔ
）
に

根
ざ
し
て
市
街
の
広
場
に
立
つ
市
『
（
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｔ
）
が
・
そ
の
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た

Ｉ
。
’
思

想
詩
「
パ
’
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
六
句
に
は
、
こ
の
市
場
が
日
昼
の
躍
動
を
伝
え
て
、

夕
闇
に
憩
っ
て
い
る
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
ｆ
』
・
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
ｒ

六五

　ゝ　ゝ

　
　
　
　
　
　
：
’
ｌ
ｅ
ｅ
ｒ
　
ｓ
ｔ
ｅ
ｈ
ｔ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
B
l
ｕ
ｍ
ｅ
ｎ
.

Ｕ
ｎ
ｄ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｔ

　
　
　
　
　
　
…
忙
し
か
っ
た
広
場
に
は

　
い
ま
は
葡
萄
も
花
も
手
芸
の
品
々
も
な
い
。



三
〇

高
知
大
学
学
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報
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人
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科
学

　
広
場
に
市
の
立
つ
の
は
、
今
日
の
ド
イ
ツ
の
都
市
で
も
見
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
恐
ら
く
そ
の
よ
う
な
印
象
か
ら
、
「
市
場
に
は
、
野
菜
、
果
物
の
ほ
か
に
手
あ
み
の

　
寵
と
か
爪
と
か
が
並
ぶ
」
（
南
原
実
註
、
第
一
三
〇
頁
）
と
解
釈
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

　
う
。
上
掲
の
和
訳
も
同
様
な
理
解
に
基
い
て
い
る
と
考
え
Ｇ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
西

　
歴
一
八
〇
〇
年
頃
の
ド
イ
ツ
商
工
業
の
発
展
段
階
を
考
え
る
と
、
・
こ
の
解
釈
に
は
疑

　
念
が
残
る
。

｀
す
な
わ
ち
、
今
日
に
比
べ
る
七
当
時
は
、
手
仕
事
（
Ｈ
ａ
乱
w
ｅ
ｒ
ｋ
）
の
占

　
め
る
割
合
が
遥
か
に
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
十
八
世
紀

　
に
お
こ
っ
た
産
業
革
命
の
立
ち
遅
れ
た
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
尚
の
こ
と
で
、
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
い
。
　
『
、
。
　
　
”
　
　
‐
』
　
　
　
’
　
い
　
　
｀

　
‐
ド
イ
ツ
で
ば
工
場
制
手
工
’
業
（
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｋ
ｔ
ｕ
ｒ
）
の
段
階
に
さ
え
生
産
様
式
は
十
分

　
発
展
を
遂
ザ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

‘
自
動
機
械
に
よ
る
大
量
生
産
の
一
般
化

し
し
た
今
日
で
は
、
手
工
業
は
特
殊
な
工
。
芸
品
（
Ｋ
ｕ
ｎ
ｓ
ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｄ
w
ｅ
ｒ
ｋ
）
に
限
ら
れ
る

　
の
で
あ
る
が
、
主
、
に
同
業
組
合
（
Ｚ
ｕ
ｎ
ｆ
ｔ
:
　
　
ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
　
-
の
統
制
下
で
の
、
職
人

　
　
（
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
w
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
ｒ
:
　
　
　
ａ
ｒ
ｔ
i
ｓ
ａ
ｎ
）
に
よ
っ
て
製
品
が
生
み
出
さ
れ
た
当
時
に
お

　
い
て
は
、
Ｃ
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
い
＞
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
六
句
）
が
、

　
　
「
手
芸
の
品
々
」
（
和
訳
）
に
と
ど
ま
ら
ず
、
巾
広
い
手
仕
事
の
品
々
を
含
ん
で

　
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
を
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
英
訳
（
二
四
三

　
頁
）
は
八
ｈ
ａ
乱
-
ｍ
ａ
ｄ
ｅ
　
ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
》
と
直
訳
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
９
０
ｒ
ｇ
ｉ
ｏ

　
Ｖ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
　
:
ヴ
ィ
ゴ
ー
ロ
は
「
手
仕
事
の
品
々
と
諸
仕
事
（
m
e
ｓ
ｔ
i
e
ｒ
i
　
　
　
ｅ

　
ｌ
ａ
ｖ
ｏ
ｒ
i
）
と
伊
訳
（
Ｎ
ｕ
ｏ
ｖ
ａ
　
Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ａ
ｌ
ｅ
　
Ｅ
ｉ
ｎ
ａ
ｕ
d
i
.
第
三
三
巻
　
一
〇
一
頁
）

　
し
、
仏
訳
者
Ｇ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｖ
ｅ
　
　
　
Ｒ
Ｏ
Ｔ
に
Ｊ
Ｄ
:
　
ル
ー
は
「
幾
多
の
手
の
仕
事
（
ｌ
ａ
ｂ
ｅ
ｕ
ｒ

　
ｄ
ｅ
　
　
m
i
l
l
e
　
　
　
m
a
i
n
ｓ
）
」
と
説
明
的
に
訳
（
Ｂ
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ
　
　
　
ｄ
ｅ
　
　
　
l
a
　
　
　
Ｐ
ｌ
ｅ
ｉ
ａ
ｄ
ｅ
.

　
八
〇
八
頁
）
し
、
当
時
の
手
仕
事
の
多
様
さ
を
物
語
ら
せ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
都
市

　
は
、
も
は
や
戦
争
の
た
め
の
軍
事
的
波
塞
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
・
し
か
し
そ
れ
は

　
な
お
、
ギ
ル
ド
（
同
業
組
合
）
体
制
（
Ｚ
ｕ
ｎ
ｆ
ｔ
w
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
）
の
経
済
的
城
塞
で
あ
っ
た
と

　
言
え
よ
う
。
今
日
。
で
は
、
農
民
で
あ
れ
、
漁
民
で
あ
れ
、
靴
屋
を
始
め
る
の
は
、
個

　
人
の
決
断
と
能
力
の
問
題
で
あ
っ
て
、
こ
の
際
に
当
時
の
よ
う
な
ギ
ル
ド
の
抑
圧

　
　
（

Ｚ
ｕ
ｎ
ｆ
ｔ
ｚ
w
ａ
ｎ
ｇ
）
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
あ
た
り
ま

え
に
思
わ
れ
て
い
る
営
業
の
自
由
（
Ｇ
ｅ
w
ｅ
ｒ
ｂ
ｅ
ｆ
ｒ
ｅ
ｉ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）
が
、
当
時
に
お
い
て
は

自
明
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
概
ね
十
九
世
紀
の
前
半
を
か
け
て
徐
々

に
、
こ
の
ギ
ル
ド
（
Ｎ
呂
ｐ
）
の
城
塞
が
崩
れ
て
ゆ
き
、
よ
う
や
く
十
九
世
紀
半
ば

過
ぎ
に
営
業
の
自
由
が
事
実
上
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ギ
ル
ド
体
制
の
骨
子
を
な
す
の
が
従
弟
制
度
（
Ｍ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
-
Ｊ
ｊ
ｅ
ｎ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
-

く
ｅ
ｒ
ｈ
ａ
ｌ
ｔ
n
i
ｓ
）
で
あ
る
。
職
人
は
ま
す
丁
稚
（
Ｂ
ｕ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ

）
’
徒
弟
（
Ｌ
ｅ
ｈ
ｒ
l
i
n
g
）

か
ら
雇
用
職
人
（
（
ｌ
ｅ
ｓ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
）
を
へ
て
親
方
こ
ｙ
ｉ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
）
と
な
る
　
０
ま
ず
第
一
の

関
門
が
、
修
業
証
書
(
Ｌ
ｅ
ｈ
ｒ

ｂ
ｒ
ｉ
ｅ
ｆ
　
）
;
を
獲
る
こ
と
で
、
こ
の
た
め
に
見
習
期
聞
‘

（
■
Ｌ
ｅ
ｈ
ｒ
ｉ
ａ
ｈ
ｒ
ｅ
）
を
勤
め
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
～
こ
の
・
証
書
に
。
よ
。
り
始
応
て
雇

用
職
人
と
な
る
９
と
が
で
奇
る
。
雇
用
職
人
社
こ
の
修
業
証
書
を
携
え
、
こ
の
証
書

に
記
載
さ
れ
た
助
言
を
将
来
の
行
為
の
範
と
し
で
、
実
習
期
間
（

Ｗ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｅ
ブ

に
諸
国
遍
歴
を
し
て
見
聞
を
広
め
。
、
腕
を
磨
き
上
げ
て
、
親
方
を
目
指
す
の
で
お
る
プ
．

Ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｄ
　
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
:
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
「
」
八
コ
二
年
－
一
八
八
三
年
）
の

楽
劇
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
。
の
マ
イ
ス
タ
ー
歌
人
（
Ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
M
e
i
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
　
　
ｖ
ｏ
ｎ

Ｎ
ｉ
ｉ
ｒ
ｎ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
）
　
Ｊ
（
一
八
六
八
年
初
演
）
に
は
、
。
親
方
連
（
Ｍ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ

ｔ
）
が
い

か
に
堅
牢
で
尊
厳
あ
る
組
織
で
あ
る
か
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
の
諸

都
市
は
、
中
世
以
来
こ
の
親
方
連
を
中
核
と
す
る
徒
弟
制
度
に
よ
っ
て
強
く
性
格
づ

け
ら
れ
て
。
い
る
。
例
え
ば
文
学
作
品
の
傑
作
と
し
’
て
、
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ
ｇ
ａ
ｎ
ｇ
　
Ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
:

ゲ
ー
テ
｛
｝
七
四
九
年
－
一
八
三
二
年
）
作
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ー
マ
イ
ス
タ
ー
の
修

業
時
代
（
W
i
l
h
e
l
m
　
Ｍ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
　
Ｌ
ｅ
ｈ
ｒ
ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｅ
）
　
Ｊ
（
一
七
九
六
年
）
や
「
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
ー
マ
イ
ス
タ
ー
の
遍
歴
時
代
「
Ｗ
ｉ
ｌ
ｈ
ｅ
ｌ
ｍ
　
Ｍ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
　
Ｗ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
ｈ
ｒ
乙
」

　
（
一
八
二
九
年
）
と
か
、
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
:
　
ノ
ヴ
″
Ｉ
リ
ス
（
一
七
七
二
年
一

　
一
八
〇
一
年
）
著
「
ザ
イ
ス
め
学
徒
（
Ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｌ
ｅ
ｈ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
　
ｚ
ｕ
　
Ｓ
ａ
ｉ
ｓ
）
」
（
一
七

九
八
年
）
と
云
っ
た
表
現
を
有
し
た
作
品
が
見
い
出
せ
る
の
も
ド
イ
ツ
な
ら
で
は
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
思
想
詩
「
パ
。
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
に
表
現
さ
れ
て
い
る
都
市
像

の
背
景
に
も
、
こ
の
よ
う
な
社
会
構
造
が
控
え
て
お
り
、
諸
々
の
表
象
と
微
妙
に
か

か
わ
り
あ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
思
想
詩
第
三
句
の
「
家
路
へ
と
帰
る



人
々
（
.
.
.
　
　
ｇ
ｅ
ｈ
ｎ
　
ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
　
.
.
.
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
と
し
て
、
こ
こ
で
の
関
連
で
は

　
コ
雇
用
職
人
」
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
．

　
　
閣
、
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト

　
こ
こ
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
伝
記
を
ひ
も
解
い
て
み
よ
う
。
こ
の
詩
人
の
生
地
は
南

西
ド
イ
ツ
の
領
邦
国
家
（
Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
i
ｔ
ｏ
ｒ
i
a
l
ｓ
ｔ
ａ
ａ
こ
の
二
つ
で
あ
る
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ

ル
ク
（
Ｗ
ｕ
ｒ
ｔ
ｔ
ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
）
で
あ
る
。
当
時
ド
イ
ツ
は
、
今
日
の
西
独
・
ド
イ
ツ
連
邦

共
和
国
（
Ｂ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｓ
ｒ
ｅ
ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｋ
　
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
）
や
東
独
・
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国

（
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｄ
ｅ
ｍ
ｏ
ｋ
ｒ
ａ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｋ
）
の
よ
う
に
、
ま
と
ま
っ
た
統
一
国

家
で
は
な
か
っ
た
。
「
ド
イ
ツ
国
民
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
」
（
九
六
二
年
―
一
八
〇
六

年
）
は
有
名
無
実
の
国
家
形
態
で
あ
り
　
当
時
十
八
世
紀
末
に
お
い
て
は
ま
さ
に
崩

壊
寸
前
で
あ
っ
た
。

　
　
」
）
ａ
ｓ
　
ｌ
ｉ
ｅ
ｂ
ｅ
　
ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
'
ｇ
ｅ
　
Ｒ
ｏ
ｍ
'
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
｡

　
　
Ｗ
ｉ
ｅ
　
ｈ
ａ
ｌ
ｔ
'
ｓ
　
ｎ
ｕ
ｒ
　
ｎ
ｏ
ｃ
ｈ
　
ｚ
ｕ
ｓ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
ｎ
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ハ
ッ
ブ
ル
ク
版
、
第
三
巻
ニ
八
八
頁
）

　
　
わ
れ
ら
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
が
、

　
　
ど
う
し
て
崩
壊
廿
ず
に
居
ら
れ
よ
う
か
？

こ
れ
は
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
大
学
法
学
部
卒
で
領
邦
小
国
家
ヴ
″
イ
マ
ー
ル

　
（
Ｗ
ｅ
ｉ
ｍ
ａ
ｒ
）
の
政
治
家
と
な
っ
た
ゲ
ー
テ
の
一
八
〇
〇
年
頃
に
お
け
る
現
状
分
析

　
（
「
フ
″
ウ
ス
ト
「
ｙ
Ｓ
こ
」
第
一
部
、
一
八
〇
八
年
、
第
二
〇
九
〇
句
－

第
二
〇
九
一
句
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
事
実
上
、
ド
イ
ツ
（
｛
｝
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
）
と

い
う
統
「
国
家
が
有
名
無
実
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
祖

国
（
Ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
:
　
ｐ
ａ
ｔ
ｒ
i
e
）
ド
イ
ツ
と
い
う
こ
と
が
、
未
だ
自
明
の
こ
と
で
は
な

く
、
そ
れ
は
む
し
ろ
統
一
の
理
念
で
あ
り
課
題
な
の
で
あ
っ
た
。

　
諸
領
邦
お
よ
び
そ
の
領
邦
国
会
の
利
害
が
　
ド
イ
ツ
に
統
一
国
家
権
力
が
存
立
す
る
に
か
か
っ

一
一一

一

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

て
い
る
こ
と
が
、
洞
察
の
上
で
自
明
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
一
層
、
い
ざ
行
動
す
る
と
な
る
と

諸
領
邦
自
身
に
は
、
こ
の
ド
イ
｀
ツ
に
対
す
る
関
心
が
ま
す
ま
す
疎
遠
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
Ｉ
ド
イ
ツ
に
対
す
る
？
　
こ
の
ド
イ
ツ
と
い
う
国
が
な
お
誰
に
か
か
わ
り
’
を
持
と

う
か
？
　
こ
の
国
に
対
す
る
祖
国
愛
（
Ｐ
ａ
ｔ
ｒ
i
o
ｔ
i
ｓ
m
ｕ
ｓ
）
が
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
来
よ
う
か
り
・

と
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
テ
ュ
ー
ビ
ン
グ
ン
神
学
院
（
Ｔ
ｕ
ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｔ
ｉ
ｆ
ｔ
）
で
の
同
室

の
親
友
ヘ
ー
。
ゲ
ル
は
「
ド
イ
ツ
憲
法
論
（
Ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｆ
ａ
ｓ
ｓ
ｕ
ｎ
ｇ
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
）
　
Ｊ

’
（
一
八
〇
〇
年
１
一
八
〇
二
年
）
で
こ
の
よ
う
に
事
態
の
困
難
さ
を
述
懐
し
て
い
る

　
（
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
第
一
巻
、
五
七
七
頁
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
ヽ

　
当
時
の
ド
イ
ツ
の
政
治
状
況
を
歴
史
学
で
は
小
邦
分
立
（
Ｋ
ｌ
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
:

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
i
c
ｕ
l
a
ｒ
ｉ
ｓ
m
e
）
と
い
う
用
語
で
説
明
し
て
い
る
。
帝
国
議
会
（
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
）

も
帝
国
最
高
裁
判
所
（
　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
ｓ
ｋ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
）
も
、
こ
の
分
立
を
拘
束
す

る
力
を
持
ち
得
ず
、
分
立
割
拠
で
は
世
俗
の
支
配
者
の
み
な
ら
ず
、
’
聖
職
諸
侯

　
（
Ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
　
Ｆ
ｉ
ｉ
ｒ
ｓ
ｔ
）
も
領
地
を
治
め
、
’
帝
国
土
は
細
分
化
さ
れ
て
、
小

邦
の
数
は
二
百
五
十
程
に
も
の
ぼ
り
、
こ
れ
に
帝
国
自
由
都
市
が
五
十
程
各
地
に
散

在
し
て
い
た
。
小
邦
群
の
中
で
も
、
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
は
比
較
的
広
汎
な
領
域
を

有
し
て
い
て
、
そ
の
広
さ
は
一
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
岐
阜
県
や
秋
田
県

に
近
い
面
積
を
有
し
て
い
た
。
人
口
は
六
十
万
程
で
、
今
日
と
比
べ
る
と
僅
か
な

数
な
の
で
あ
る
が
、
当
時
と
し
て
は
こ
れ
で
も
人
口
密
度
が
高
く
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

（
Ｍ
ｉ
ｉ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
乙
を
首
都
と
し
て
い
た
バ
イ
エ
’
ル
ン
＜
Ｂ
ａ
ｙ
ｅ
ｒ
ｎ
）
の
二
倍
程
、
ベ
ル
リ
ー

ン
（
Ｂ
ｅ
ｒ
l
i
己
を
首
都
と
し
て
い
た
プ
ロ
イ
セ
ン
（
Ｐ
ｒ
ｅ
ｕ
Ｂ
ｅ
已
　
の
二
倍
半
程
の

人
口
密
度
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
※
当
時
の
国
土
と
人
口
の
統
計
に
関
し
て
本
論
で
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
著
作
家

　
Ｈ
.
　
Ａ
.
　
Ｏ
.
　
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｄ
　
:
　
　
　
l
＾
イ
ヒ
ャ
ル
ト
の
旅
行
案
内
栃
「
ド
イ
ツ

　
旅
行
中
の
旅
客
（
Ｄ
ｅ
ｒ
　
　
Ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｇ
ｉ
ｅ
ｒ
　
ａ
ｕ
ｆ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｓ
ｅ
　
　
i
n
　
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
）
Ｊ

　
　
（
一
八
〇
三
年
）
の
記
述
よ
り
Ｗ
.
　
　
Ｈ
.
　
　
　
Ｂ
Ｒ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
:
ブ
リ
ュ
フ
ォ
ー
ド
が

　
　
「
十
八
世
紀
の
ド
イ
ツ
（
Ｇ
ｅ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｙ
　
i
n
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｅ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｅ
ｅ
ｎ
ｔ
ｈ
　
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｙ
）
　
Ｊ
（
三
三
三

　
頁
－
三
三
六
頁
）
で
要
約
整
理
し
た
も
の
を
参
考
と
し
た
。



　
三
二
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学

　
　
領
邦
国
家
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ペ
ル
ク
の
首
都
が
、
詩
人
の
学
友
へ
’
Ｉ
ゲ
ル
の
生
誕
の
地

　
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
（
Ｓ
ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｇ
ａ
ｒ
ｔ
）
で
あ
る
。
当
時
、
首
都
と
は
領
邦
領
主

　
（
Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
i
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ａ
ｌ
ｆ
ｉ
ｉ
ｒ
ｓ
ｔ
）
の
宮
殿
の
所
在
地
（
　
Ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｚ
ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
）
を
意
味
し
た
。

　
こ
こ
で
敢
て
何
故
こ
の
領
邦
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
。
ト
ガ
ル
ト
に
眼
を
凝
ら
す
の
か
と
云

　
う
と
、
実
は
西
歴
一
八
〇
〇
年
夏
六
月
か
ら
翌
一
八
〇
一
年
冬
一
月
に
か
け
て
の
約

　
半
年
間
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
こ
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
居
を
構
え
て
お
り
、
こ

　
の
滞
在
が
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
（
一
八
〇
〇
年
－
一
八
〇
一
年
）
冒
頭
の

　
都
市
像
成
立
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
Ｉ
る
か
ら
で
あ
る
’
。
・

　
　
思
想
詩
の
第
二
句
か
ら
ド
Ｅ
目
頭
で
歌
わ
れ
て
い
る
都
市
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
）
　
:
＆
、
’
小

　
都
会
で
な
い
こ
と
が
容
易
装
察
せ
ら
れ
る
。

　
　
Ｕ
ｎ
ｄ
｡
　
m
i
ｔ
　
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｒ
ｉ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｉ
ａ
ｋ
ｔ
｡
　
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
.

　
　
松
明
を
飾
し
て
（
大
路
を
）
馬
車
は
疾
駆
し
て
過
ぎ
去
る
。
　
　
　
　
　
・
。

　
こ
の
詩
句
で
は
、
松
明
（
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｎ
）
の
み
な
ら
ず
、
馬
車
（
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
）
も
複
数
名
詞

　
で
あ
る
点
に
注
意
し
た
い
。
幾
台
も
の
馬
車
が
騒
然
と
行
き
交
う
に
足
る
余
裕
あ
る

　
空
間
は
、
当
時
に
お
い
て
は
帝
国
都
市
な
み
の
大
都
会
で
な
い
と
考
え
難
い
で
あ
ろ

　
う
。
シ
ュ
ッ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
は
そ
れ
に
比
肩
し
得
た
領
邦
都
市
（
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
）

　
で
あ
っ
た
。
思
想
詩
の
第
一
句
で
市
街
の
小
路
（
（
ｊ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
)
が
示
さ
れ
た
の
に
対
し
、

・
こ
の
第
二
句
で
は
都
会
の
大
路
（
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
Ｂ
ｅ
）
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
こ

　
で
は
ま
ず
、
こ
の
領
邦
都
市
シ
ー
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
注
目
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ

　
　
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
人
口
密
度
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
プ
ロ
イ
セ

　
ン
や
バ
イ
エ
ル
ン
よ
り
遥
か
に
高
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
邦
の
首
都

　
の
人
口
を
比
べ
て
み
る
と
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
首
都
ベ
ル
リ
ー
ン
が
、
当
時
の
ド
イ
ツ

　
最
大
。
の
帝
国
都
市
ハ
ム
ブ
ル
ク
（
Ｈ
ａ
ｍ
ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
）
並
み
の
大
都
会
で
、
人
口
十
五
万
人

　
に
達
せ
ん
と
し
て
お
り
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
首
都
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
が
名
だ
た
る
帝
国
都
市

ケ
ル
ン
（
Ｋ
ｏ
ｌ
ｎ
）
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ー
ア
ム
ー
マ
イ
ン
（
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｋ
ｆ
ｕ
ｒ
ｔ
　
　
ａ
ｍ

Ｍ
ａ
ｉ
ｎ
）
と
比
肩
で
き
五
万
程
の
人
口
を
擁
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ

ル
ク
の
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
は
二
万
弱
の
人
口
し
か
有
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
例
え
ば
、
す
で
に
言
及
（
〔
こ
剛
〕
し
た
今
日
の
田
舎
町
口
Ｉ
テ
ン
ブ

ル
ク
ー
オ
プ
ー
デ
ア
ー
タ
ウ
バ
１
（
Ｒ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
　
ｏ
ｂ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｔ
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
こ
が
当
時

は
帝
国
都
市
で
人
口
二
万
五
千
を
越
え
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト

ガ
ル
ト
が
今
日
の
よ
う
に
第
｝
級
の
人
口
密
集
地
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
解
る
。
首

’
都
以
外
の
都
市
で
注
目
さ
れ
る
。
の
は
帝
国
都
市
で
あ
っ
た
。
当
時
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
　
　
″
　
　
　
　
　
　
－

ク
了
は
、
λ
イ
’
ル
。
ブ
ロ
ツ
ー
‘
（
’
）
｛
色
７
ｏ
～
｝
ハ
　
エ
ス
リ
ン
グ
ツ
　
（
Ｊ
ｉ
ｉ
ｉ
.
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
已
、

ロ
イ
ト
リ
ン
グ
ン
（
Ｒ
ｅ
ｕ
ｔ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
｝
万
人
程
の
帝
国
都
市
で
あ
っ
た
。

当
時
の
群
小
領
邦
の
一
つ
で
あ
っ
た
ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
’
ア
イ
マ
ー
ル
＝
’
ア
イ
ゼ
ナ
’
ツ
ハ

　
（
Ｓ
ａ
ｃ
ｈ
ｓ
ｅ
ｎ
-
Ｗ
ｅ
ｉ
ｍ
ａ
ｒ
-
Ｅ
ｉ
ｓ
ｅ
ｎ
ａ
ｃ
ｈ

）
の
首
都
ヴ
″
不
マ
ー
ル
に
・
は
八
千
人
も
住

ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
帝
国
都
市
が

当
時
と
し
て
は
相
当
な
都
会
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク

の
首
都
と
は
言
っ
て
も
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
専
ら
人
口
が
集
中
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
く
、
首
都
圏
中
心
の
中
央
集
権
化
が
色
濃
く
無
い
注
目
す
べ
き
国
土
の
性

格
が
こ
こ
に
確
か
め
ら
れ
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
一
　
　
　
　
　
一

　
次
に
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
自
身
が
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
を
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
て
い
た
の
か
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
彼
は
自
ら
を
生
地
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の

息
子
（
Ｓ
ｏ
ｈ
ｎ
）
と
し
て
、
一
方
、
他
の
領
邦
へ
。
セ
ン
（
Ｈ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
已
か
ら
の
親

友
Ｓ
ｉ
ｅ
ｇ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
　
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｍ
Ｉ
Ｄ
:
シ
ュ
ミ
ー
ト
（
一
七
七
四
年
－
一
八
五
九
年
）

を
賓
客
（
（
ｉ
ａ
ｓ
ｔ
）
　
A
J
し
て
、
こ
の
領
邦
都
市
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

七
五
、

七
八
、

七
七
、

七
八
、

七
九
、

D
ｅ
ｎ
ｎ
　
m
i
ｔ
　
h
e
i
l
i
g
e
m
　
Ｌ
ａ
ｕ
ｂ
　
ｕ
m
k
ｒ
ａ
ｎ
ｚ
ｔ
　
ｅ
ｒ
ｈ
ｅ
ｂ
ｅ
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
　
ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｎ

　
Ｉ
）
i
e
　
　
　
ｇ
ｅ
ｐ
ｒ
i
e
ｓ
ｅ
ｎ
ｅ
｡
　
　
　
ｄ
０
ｒ
ｔ
　
　
　
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
　
　
　
i
h
ｒ
　
　
　
ｐ
ｒ
i
e
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
l
i
c
h
　
　
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ
.

Ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｓ
ｔ
ｅ
ｈ
ｔ
　
　
ｓ
i
e
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
ｈ
ａ
ｌ
ｔ
　
　
ｄ
ｅ
ｎ
　
　
Ｒ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｂ
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
ｄ
ｉ
ｅ

　
Ｔ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ

　
Ｈ
ｏ
ｃ
ｈ
　
i
n
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｐ
ｕ
ｒ
ｐ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
ｎ
　
Ｗ
ｏ
ｌ
ｋ
ｅ
ｎ
　
ｅ
ｍ
ｐ
ｏ
ｒ
.

Ｓ
ｅ
ｉ

　
　
ｕ
ｎ
ｓ
　
　
　
ｈ
０
Ｉ
ｄ
!
　
　
　
ｄ
ｅ
ｍ
　
　
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｔ
　
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｍ
　
　
　
Ｓ
ｏ
ｈ
ｎ
｡
　
　
　
ｏ
　
　
　
F
i
i
ｒ
ｓ
ｔ
i
n
　
　
　
ｄ
ｅ
ｒ



八
〇
、

七

五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
｛
～
日
ｐ
９
『

（
j
l
ｕ
ｋ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｔ
ｅ
ａ
ｒ
ｄ
｡
　
n
i
m
m
　
ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｎ
ｄ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｄ
ｅ
ｎ
　
　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｍ
ｄ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
　
　
m
i
ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
ｕ
ｆ
!

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
巻
、
八
八
頁
）

そ
れ
は
聖
な
る
樹
々
の
繁
み
を
い
た
だ
い
て
あ
泗
嗜
れ
高
い
都
市
が

す
で
に
か
な
た
に
輝
き
な
が
ら
　
威
に
み
ち
た
頭
を
も
た
げ
た
か
ら
だ
。

凛
々
し
い
湯
臨
溺
樹
の
支
え
と
樅
と
を
　
『

高
く
至
福
の
紘
の
雲
の
な
か
に
そ
ば
だ
て
て
い
る
・
‘

わ
れ
ら
に
や
さ
し
い
笑
み
を
み
せ
て
く
れ
。
、
こ
の
賓
客
と
そ
し
て
こ
の
息
子
に
。

　
ふ
る
さ
と
の
女
王
よ
、

八
〇
、
　
多
幸
な
シ
ュ
ト
ウ
。
ト
ガ
ル
ト
よ
、
こ
の
他
郷
の
客
を
や
さ
し
く
迎
え
て
く
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚
富
雄
訳
、
和
歌
全
集
、
第
二
巻
、
一
〇
六
頁
）

こ
れ
は
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
先
立
っ
て
創
作
さ
れ
た
詩
歌
「
シ
ュ
ト
カ
＞
＼
ト
ガ
ル

ト
」
（
一
八
〇
〇
年
）
の
第
五
節
の
一
部
（
第
七
五
句
－
第
八
〇
句
）
で
あ
る
。
詩

人
は
こ
こ
で
、
都
市
の
外
延
の
丘
陵
地
帯
と
市
街
の
姿
に
着
目
し
て
い
る
。
ヽ
丘
陵
は

森
林
地
帯
の
ま
ま
で
残
れ
ば
、
Ｏ
Ｔ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
ｂ
ａ
ｕ
m
｡
　
ｏ
　
Ｔ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
ｂ
ａ
ｕ
m
…
と
歌
に

唄
わ
れ
た
樅
（
第
七
七
句
）
の
茂
み
と
な
り
、
さ
も
な
け
れ
ば
葡
萄
畑
（
Ｗ
ｅ
ｉ
ｎ
-

ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
）
と
し
て
利
用
さ
れ
、
葡
萄
（
Ｒ
ｅ

ｂ
ｅ
已
が
杭
棒
（
印
呑
）
の
支
え
（
第
七

七
句
）
に
絡
み
つ
く
。
シ
ュ
ト
ゥ
。
ト
ガ
ル
ト
は
今
日
の
県
庁
所
在
地
（
Ｌ
ａ
乱
ｅ
ｓ
-

ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ
ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
）
と
し
て
は
珍
ら
し
く
葡
萄
畑
の
多
い
都
市
で
、
平
坦
な
耕
地
臆
居
住

地
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
丘
陵
地
帯
に
は
今
尚
こ
こ
で
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
緑

が
そ
こ
こ
こ
に
残
っ
て
い
る
。
正
確
に
言
う
な
ら
ば
、
田
園
地
帯
が
住
宅
地
と
な
っ

た
今
日
な
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
緑
が
一
層
映
え
て
い
る
印
象
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
こ

の
自
然
の
緑
と
都
市
の
共
存
は
、
と
か
く
都
市
と
言
う
と
抱
き
や
す
い
反
自
然
的
な

性
格
（
〔
二
〕
田
参
照
）
を
補
う
も
の
で
あ
り
、
都
市
を
歌
っ
て
も
な
お
自
然
ら
し

さ
を
失
わ
な
い
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
文
学
の
特
質
が
、
こ
の
よ
う
な
地
方
都
市
（
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
-

ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
）
の
性
格
に
呼
応
し
て
い
る
点
を
こ
こ
で
は
留
意
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

三
三

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

〔
三
〕
　
市

民

　
　
田
　
市
民
生
活

　
十
八
世
紀
啓
蒙
期
が
農
業
の
世
紀
（
０
　
ｋ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｈ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｔ
）
で
あ
っ

た
こ
と
は
既
に
（
〔
Ｔ
〕
閣
）
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
世
紀
に
お
け
る
そ

の
よ
う
な
農
業
主
体
の
経
済
構
造
が
、
政
治
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
・

た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
古
典
経
済
学
の
巨
匠
Ｋ
ａ
ｒ
ｌ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｘ
:
マ
ル
ク
ス
（
一
八
一
八
年
－
一
八
八
三
年
）
の
親
友
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ

Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
:
エ
ン
グ
ル
ス
（
一
八
二
〇
年
－
一
八
九
五
年
）
が
三
月
革
命

（
一
八
四
八
年
）
の
勃
発
寸
前
に
、
政
治
論
文
「
ド
イ
ツ
の
現
状
（
Ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｕ
ｓ

ｑ
ｕ
ｏ
　
i
n
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ａ
乱
）
」
（
一
八
四
七
年
）
に
お
い
て
見
事
な
分
析
を
示
し
て
い
る

（
Ｋ
旨
冰
／
Ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ
ｓ
:
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
第
四
巻
、
四
三
頁
－
四
四
頁
）
。

　
ド
イ
ツ
の
現
状
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
貴
族
を
倒
し
て
国
家
の
な
か
の
支
配

階
級
の
地
位
に
の
ぼ
る
ほ
ど
強
力
と
な
っ
て
い
。
る
が
、
ド
イ
ツ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
こ
れ

ま
で
ま
だ
そ
れ
だ
け
の
力
を
持
っ
た
こ
と
が
な
い
。
な
る
ほ
ど
彼
ら
は
、
諸
邦
の
政
府
に
た

い
し
て
あ
る
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
の
影
響
力
は
、
利
害
の
衝
突
が
起
こ
る
場
合
に

は
、
い
つ
で
も
土
地
所
有
貴
族
の
利
益
に
ゆ
ず
ら
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
や

イ
ギ
リ
ス
で
は
都
市
が
農
村
を
支
配
し
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
で
は
農
村
が
都
市
を
、
農
業
が

商
工
業
を
支
配
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
絶
対
君
主
諸
国
で
そ
う
で
あ
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
立
憲
君
主
諸
国
で
も
同
じ
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
プ
ロ
イ
セ
ン
だ
け
で
は
な

く
、
ザ
ク
セ
ン
、
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
、
バ
ー
デ
ン
で
も
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
原
因
は
、
西
方
諸
国
に
く
ら
べ
て
ド
イ
ツ
の
文
明
段
階
が

お
く
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
西
方
諸
国
で
は
商
工
業
が
、
わ
が
国
で
は
農
業
が
、
国
民
大

衆
の
決
定
的
な
生
業
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
農
作
物
を
全
然
輸
出
し
て
お
ら
ず
、
た
え
ず

外
国
か
ら
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
す
く
な
く
と
も
輸
出
す
る
だ
け

の
も
の
を
輸
入
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
国
は
、
そ
の
富
の
基
礎
を
な
に
よ
り
も
ま
ず



三
四

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
４
　
　
二
巻
　
人
文
科
学

　
工
業
製
品
の
輸
出
に
お
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ド
イ
ツ
は
、
工
業
生
産
物
は
ほ
と
ん
ど
輸

　
出
し
て
お
ら
ず
、
大
量
の
穀
物
、
羊
毛
、
家
畜
な
ど
を
輸
出
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
政
治
制

　
度
が
確
立
さ
れ
た
と
き
Ｉ
す
な
わ
ち
一
八
一
五
年
〔
ヴ
ィ
ー
ン
会
議
に
よ
る
ド
イ
ツ
連
邦

　
成
立
〕
に
は
、
農
業
の
優
位
は
い
ま
よ
り
も
ま
だ
ま
だ
大
き
か
っ
た
。
そ
の
う
え
、
そ
の
当

　
時
に
は
、
ド
イ
ツ
の
う
ち
で
も
ほ
と
ん
ど
農
業
ば
か
り
を
い
と
な
む
部
分
が
、
ま
さ
に
も
っ

　
と
も
熱
心
に
フ
ラ
ン
ス
帝
国
の
打
倒
に
参
加
し
た
と
い
う
事
情
の
た
め
に
、
農
業
の
こ
の
優

　
位
は
い
っ
そ
う
大
き
く
な
っ
て
い
た
。

　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
部
分
の
国
で
そ
う
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
も
農
業
の
政
治
的
代
表
者
は

　
貴
族
、
大
土
地
所
有
者
の
階
級
で
あ
る
。
貴
族
の
独
占
的
な
支
配
に
ふ
さ
わ
し
い
政
治
制
度

　
は
封
建
制
度
で
あ
る
。
封
建
制
度
は
、
ど
こ
で
も
、
農
業
が
国
の
決
定
的
な
生
産
部
門
で
な

　
く
な
る
に
つ
れ
て
ノ
ま
た
、
農
業
を
い
七
な
む
階
級
と
な
ら
ん
で
工
業
を
い
と

‘ な
む
階
級
が
、

　
‘

農
村
と
な
ら
ん
で
都
市
が
、
生
ま
れ
て
く
る
の
に
つ
れ
て
、
そ
れ
と
同
し
度
合
で
崩
壊
し
た

　
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ヽ
　
　
　
　
’
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
田
陽
一
訳
、
和
歌
全
集
、
第
四
巻
、
四
一
頁
－
四
二
頁
）

本
論
で
問
題
と
し
て
い
る
ヴ
ェ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
に
つ
い
て
も
、
エ
ン
グ
ル
ス
は
言
及

を
怠
っ
て
い
な
い
。
エ
ン
グ
ル
ス
の
語
る
「
農
業
の
優
位
（
Ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
ｉ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
w
ｉ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ

Ｂ
ｅ
ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ａ
ｃ
ｋ
ｅ
ｒ
ｂ
ａ
ｕ
ｓ
）
Ｊ
が
、
本
論
の
扱
う
仏
大
革
命
（
一
七
八
九
年

勃
発
）
の
時
代
に
は
Ｉ
層
甚
し
か
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
論
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ド
、

イ
ツ
有
数
の
工
業
地
帯
ル
ー
ル
地
方
（
　
Ｒ
ｕ
ｈ
ｒ
ｇ
ｅ
ｂ
ｉ
ｅ
ｔ
）
の
綿
紡
績
工
場
主
で
あ
っ

た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
（
Ｂ
ｏ
ｕ
ｒ
ｇ
ｅ
ｏ
ｉ
ｓ
ｉ
ｅ
　
）
の
息
子
エ
ン
グ
ル
ス
に
は
、
「
ド
イ
ツ
が

工
業
生
産
物
を
ほ
と
ん
ど
輸
出
し
て
お
ら
ず
、
大
量
の
穀
物
、
羊
毛
、
家
畜
な
ど

を
輸
出
し
て
い
る
（
｛
｝
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
…
　
　
　
ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
ｔ
　
　
　
w
ｅ
ｎ
ｉ
ｇ
　
　
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
i
e
-

ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｋ
ｔ
ｅ
｡
　
　
　
ａ
ｂ
ｅ
ｒ
　
　
　
ｇ
ｒ
０
１
１
ｅ
　
　
　
　
Ｍ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
　
　
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
　
　
Ｋ
ｏ
ｒ
ｎ
｡
　
　
　
Ｗ
ｏ
ｌ

ｌ
ｅ
｡
　
　
　
Ｖ
ｉ
ｅ
ｈ
　
　
　
ｕ
ｓ
w
.
）
」

こ
と
が
、
単
な
る
統
計
上
の
数
値
に
は
留
ま
ら
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。

　
エ
ン
グ
ル
ス
の
分
析
は
鋭
く
、
農
業
と
封
建
制
度
の
癒
着
を
指
摘
し
、
都
市
と
工

業
の
力
が
市
民
階
級
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
）
の
擾
頭
を
可
能
に
し
、
こ
れ
が
「
貴
族

を
倒
し
て
国
家
の
な
か
の
支
配
階
級
の
地
位
に
の
ぼ
る
（
ｄ
ｅ
ｎ
　
Ａ
ｄ
ｅ
ｌ
　
ｚ
ｕ
　
ｓ
ｔ
i
i
ｒ
ｚ
ｅ
ｎ

ｕ
ｎ
ｄ
　
ｓ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｚ
ｕ
ｒ
　
ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
　
Ｋ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
　
i
m
　
　
Ｓ
ｔ
ａ
ａ
ｔ
　
ｅ
ｍ
ｐ
ｏ
ｒ
ｚ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
w
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
ｎ
）
」

歴
史
過
程
を
問
題
と
し
て
い
る
。
エ
ン
グ
ル
ス
が
こ
こ
で
貴
族
と
考
え
て
い
る
の
は
、

主
に
宮
延
に
纒
わ
る
封
建
制
度
下
の
政
治
軍
事
的
支
配
階
級
の
こ
と
で
あ
る
。
思
想

詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
第
二
句
が
、
こ
の
階
級
の
夕
暮
の
姿
を
と
ら
え
て
次
の

よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
＼

　
Ｕ
ｎ
ｄ
｡
　
m
i
ｔ
　
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｎ
　
Ｅ
ｅ
ｓ
c
h
m
i
i
k
ｔ
｡
　
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
r
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｅ
.

　
松
呪
を
飾
し
て
（
大
路
を
）
馬
車
は
疾
駆
し
て
過
ぎ
去
る
。

こ
の
「
松
明
を
飾
し
た
馬
車
」
を
、
「
夕
暮
、
・
客
を
の
せ
て
ホ
テ
ル
ヘ
と
い
そ
ぐ
馬

車
で
あ
る
。
」
（
南
原
実
註
、
第
二
一
九
頁
）
と
考
え
る
解
釈
が
あ
る
べ
私
は
に
の
解

釈
を
支
持
で
き
な
い
が
、
こ
れ
を
間
違
い
と
言
い
切
る
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、

　
「
松
明
を
か
ざ
し
て
「
∃
i
ｔ
　
　
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｎ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｉ
ｉ
ｋ
巳
」
を
「
ラ
ン
プ
を
つ
け
た
馬

車
を
許
的
に
こ
ケ
表
現
し
た
≒
（
同
註
、
同
頁
）
。
と
解
釈
す
る
よ
要
は
必
・
貳
し
も

な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
著
作
家
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｓ
　
　
　
Ｇ
ｅ
ｏ
ｒ
ｇ

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
　
　
　
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｎ
:
レ
ー
プ
マ
ン
（
一
七
六
八
年
－
一
八
二
四
年
）

の
「
ド
イ
ツ
の
一
部
の
縦
断
遠
征
旅
行
（
Ｗ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
　
Ｋ
ｒ
ｅ
ｕ
ｚ
ｚ
ｉ
ｉ
ｇ
ｅ

ｄ
ｕ
ｒ
ｃ
ｈ
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
　
Ｔ
ｅ
ｉ
ｌ
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
）
Ｊ
（
一
七
九
五
年
）
よ
り
ブ
リ
ュ
フ
ォ
ー

ド
が
引
用
し
た
次
の
箇
所
に
注
目
し
て
み
よ
う
（
一
〇
一
頁
）
。

貴
族
の
馬
車
が
街
路
を
疾
駆
し
て
走
り
、
歩
行
者
が
四
六
時
中
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て

い
て
も
、
市
民
は
な
ん
に
も
感
じ
な
い
。
そ
し
て
借
金
で
首
が
ま
わ
ら
な
い
あ
る
伯
爵
の
従

僕
が
、
門
の
所
に
い
た
人
々
の
た
め
に
馬
車
を
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
、
’
こ

ざ
っ
ぱ
り
し
た
人
々
の
開
に
燃
え
て
い
る
松
明
を
ふ
り
か
ざ
し
て
割
り
込
む
と
、
そ
れ
が
当
っ

た
人
は
衣
服
に
つ
い
た
熱
い
ピ
ッ
チ
を
拭
い
と
り
、
も
の
静
か
に
帰
っ
て
行
く
。
貴
族
と
軍

隊
の
両
特
権
階
級
に
属
さ
ぬ
者
は
、
当
地
で
は
だ
れ
も
が
も
っ
ぱ
ら
我
慢
し
て
い
る
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
西
川
原
章
訳
、
九
八
頁
）

確
か
に
当
時
は
馬
車
で
も
次
第
に
角
燈
（
Ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
）
を
使
い
始
め
た
が
、
し
か
し

尚
こ
の
よ
う
に
松
明
も
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
む
し
ろ
華
美
な
松
明
の
炎
で
あ
る
。
例



え
ば
思
想
詩
で
は
「
松
明
」
を
飾
し
て
馬
車
が
疾
駆
す
る
（
大
路
）
」
（
第
二
句
）
が

　
「
ひ
っ
そ
り
と
燈
火
が
と
も
る
街
路
」
（
第
一
句
）
に
対
峠
す
る
．
こ
の
点
、
第
一

句
（
…
．
印
巴
ご
Ｓ
三
・
．
：
）
の
頭
韻
〔
μ
〕
（
既
出
〔
二
〕
剛
）
の
ひ
っ
そ

　
　
　
　
ｊ
　
　
ｌ

り
と
心
に
入
る
情
緒
と
好
対
照
を
な
し
、
第
二
句
で
は
類
似
の
頭
韻
〔
∫
〕
が
「
飾

し
て
、
疾
駆
す
る
（
…
　
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｉ
ｉ
ｋ
ｔ
｡
　
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
：
し
）
華
麗
な
出
で
立
ち
を
印

象
づ
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
ｄ
　
　
　
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
ｙ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
:
　
ｓ
ｔ
i
l
l
　
w
i
ｒ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
｡

　
　
Ｕ
ｎ
ｄ
｡
　
m
i
ｔ
　
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｎ
　
ｇ
ｅ
ｓ
c
h
m
i
i
k
ｔ
｡
　
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
.

他
方
、
こ
の
よ
う
な
華
美
な
印
象
か
ら
は
遠
い
「
こ
ざ
っ
ぱ
り
し
た
人
々
」
は
「
も

の
静
か
に
帰
っ
て
行
く
」
の
で
あ
る
。
こ
の
人
々
は
、
貴
族
の
よ
う
に
華
麗
な
夜
会

に
疾
駆
し
な
い
市
民
（
Ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
ｅ
ｒ
:
　
c
i
ｔ
ｏ
ｙ
ｅ
已
で
あ
ろ
う
。
｀
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
『
パ
ン

と
ぶ
ど
う
酒
』
の
ひ
き
続
く
第
三
句
で
、
こ
の
よ
う
な
「
も
の
静
か
に
帰
っ
て
行
く
」

人
々
に
焦
点
を
あ
て
、
温
か
く
見
守
る
視
線
で
こ
れ
ら
の
人
々
を
次
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
。

　
‘

Ｓ
ａ
ｔ
ｔ
　
ｇ
ｅ
ｈ
ｎ
　
　
h
e
i
m
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
　
Ｔ
ａ
ｇ
ｓ

ｚ
ｕ
　
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
｡

　
　
昼
の
喜
び
に
別
れ
を
告
げ
て
、
満
ち
足
り
て
人
々
は
、
憩
い
を
求
め
家
路
へ
と
歩
む
。

こ
れ
ら
の
人
々
は
、
詩
句
の
文
字
通
り
「
歩
い
て
（
９
１
）
」
家
路
に
つ
く
。
歩
み

　
　
　
　
　
　
　
と
も
し
び
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
‘

は
7
1
ひ
っ
そ
り
と
燈
火
が
と
も
る
街
路
（
（
ｊ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
）

Ｊ
へ
と
を
し
か
か
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
貴
族
た
ち
は
舞
踏
会
（
７
已
や
ま
た
は
歌
劇
場
（
〇
―
こ
へ
、
或

い
は
演
劇
場
（
Ｔ
ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
）
へ
と
馬
車
に
乗
っ
て
「
大
路
（
卯
Ｓ
ｒ
）
」
を
疾
駆

す
る
。
詩
人
は
こ
の
姿
を
「
過
ぎ
去
る
（
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
）
」
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
に
第

二
句
末
尾
で
歌
っ
て
い
る
。

　
　
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
.

三
五

「
パ
シ
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

Ｃ
　
Ｃ
・
－
Ｃ
ヽ
Ｃ
‥
ｊ
１
…
…
…

…
…
騒
然
と
馬
車
は
過
ぎ
去
る
。

語
義
の
み
な
ら
ず
、
五
詩
脚
詩
句
（
ペ
ン
タ
メ
ト
ロ
ン
）
の
後
部
の
律
動
の
流
れ

（
－
Ｃ
Ｃ
－
Ｃ
Ｃ
－
）
そ
の
も
の
が
、
こ
の
過
ぎ
去
る
こ
と
を
見
事
に
表
現
し
て

い
る
。
殊
に
頭
韻
「
ｗ
」
が
「
馬
車
が
過
ぎ
去
る
（
…
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
Ｊ
Ｊ

の
を
強
く
印
象
づ
け
る
。
こ
の
際
し
か
し
、
詩
人
の
意
識
は
、
疾
町
す
る
馬
車
の
過

ぎ
去
る
の
を
察
知
す
る
の
み
で
あ
り
、
‘
疾
駆
の
果
に
起
こ
る
こ
と
に
関
心
を
示
し
て

い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
ず
、
ル
ー
の
仏
訳
に
あ
る
よ
う
に
、
情
景
は
「
遠
ざ
か
り
消

え
去
る
（
…
　
　
ｓ
'
ｅ
ｌ
ｏ
ｉ
ｇ
ｎ
ｅ
　
ｅ
ｔ
　
m
e
ｕ
ｒ
ｔ
）
Ｊ
（
第
八
〇
八
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
高
価
な

（
ｐ
ｒ
ｅ
ｃ
ｉ
ｅ
ｕ
ｘ
）
富
に
飾
ら
れ
た
社
交
人
趣
味
（
ｐ
ｒ
ｅ
ｃ
ｉ
ｏ
ｓ
ｉ
ｔ
ｅ
）
が
、
こ
こ
で
は
沈
遠

な
る
熟
慮
の
深
み
で
黙
殺
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
私
に
誰
か
が
聞
く
と
し
よ
う
。
私
の
眼
前
に
あ
る
宮
澱
を
私
か
美
し
い
と
看
倣
す
か
と
。
な

　
ら
ば
、
私
は
ち
な
み
に
こ
う
答
え
る
だ
ろ
う
。
ポ
カ
ン
と
ロ
を
あ
げ
て
見
蕩
れ
る
だ
け
の
こ
う

　
言
っ
た
類
の
も
の
に
私
は
愛
着
を
抱
か
な
い
と
。
或
い
は
、
パ
リ
で
小
料
理
屋
が
一
番
気
に

　
い
っ
た
と
言
う
イ
ロ
ク
オ
イ
族
の
酋
長
の
よ
う
に
答
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
い
や
そ
れ
だ
け

　
で
は
な
い
。
人
民
が
汗
水
垂
ら
し
て
働
い
た
成
果
を
、
そ
の
よ
う
な
無
く
て
も
済
む
も
の
に

　
浪
費
す
る
門
閥
の
虚
栄
心
を
私
は
正
に
ル
ソ
ー
流
に
（
ａ
ｕ
ｆ
　
ｇ
ｕ
ｔ
　
Ｒ
ｏ
ｕ
ｓ
ｓ
ｅ
ａ
ｕ
i
ｓ
ｃ
已
罵
倒
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
い
に
は
私
は
や
す
や
す
と
次
の
よ
う
な
確
信
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
私
か
或
る
無
人
島
に
置
か
れ
、
も
は
や
人
と
再
会
す
る
希
望
を
断
た
れ
た
と
し
て
、
よ
し
ん

　
ば
私
か
望
む
だ
け
で
、
今
述
べ
た
よ
う
な
華
美
な
宮
殿
を
魔
力
に
よ
り
即
座
に
出
現
さ
せ
る

　
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
私
は
そ
の
よ
う
な
労
を
と
る
こ
と
さ
え
し
な
い
の
だ
ろ
う
。
も

　
し
私
に
居
心
地
よ
い
小
屋
が
一
軒
あ
る
な
ら
ば
。

　
　
　
　
（
Ａ
ｋ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｅ
-
Ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
.
第
五
巻
、
二
〇
四
頁
－
ニ
○
五
頁
）

こ
の
よ
う
に
哲
学
者
Ｉ
ｍ
ｍ
ａ
ｎ
ｕ
e
l
　
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｔ
:
カ
ン
ト
（
一
七
二
四
年
－
一
八
〇
四

年
）
は
美
学
論
文
「
判
断
力
批
判
（
Ｋ
ｒ
i
ｔ
ｉ
ｋ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｕ
ｒ
ｔ
ｅ
ｉ
ｌ
ｓ
ｋ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
）
　
Ｊ
（
一
七
九
〇

年
）
に
お
い
て
｛
既
成
の
封
建
貴
族
文
化
の
美
意
識
・
価
値
意
識
を
真
向
か
ら
粉
砕

し
て
い
る
。
こ
の
空
へ
と
放
下
し
た
先
覚
者
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
一
七
九
九
年
付
弟

宛
の
書
簡
に
お
い
て
、
「
だ
ら
け
た
エ
ジ
プ
ト
か
ら
、
思
弁
の
自
由
で
孤
独
な
砂



三
六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学

漠
へ
と
国
民
を
率
き
、
神
聖
な
山
上
か
ら
威
力
あ
る
律
法
（
ｄ
ａ
ｓ

ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ

Ｇ
ｅ
ｓ
ｅ
ｚ
）
を
下
す
ド
イ
ツ
人
の
モ
ー
ゼ
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
Ｍ
ｏ
ｓ
ｅ
ｓ
　
　
　
ｕ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｅ
ｒ
　
　
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
　
Ｊ

（
第
一
七
二
書
簡
、
第
六
巻
、
三
〇
四
頁
）
と
し
て
称
え
て
い
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

の
視
線
も
こ
の
先
覚
者
同
様
に
華
美
・
栄
華
か
ら
逸
れ
て
、
和
や
か
な
く
つ
ろ
ぎ

（
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
）
へ
と
向
か
う
。

　
　
三
、
ｂ
ａ
ｔ
ｔ
　
ｇ
ｅ
ｈ
ｎ
　
h
e
i
m
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｔ
ａ
ｇ
ｓ
　
ｚ
ｕ
　
^
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
｡

　
　
K
J

Ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｕ
ｅ
w
m
n
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
　
w
ａ
ｇ
ｅ
ｔ
　
ｅ
ｉ
ｈ
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｋ

　
　
五
、
、
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｌ
ｎ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｚ
ｕ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
…
ｌ
ｅ
ｅ
ｒ
　
ｓ
ｔ
ｅ
ｈ
ｔ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
B
l
ｕ
r
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
｡

　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
一
一
　
一

　
　
六
、
Ｕ
ｎ
ｄ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
ｎ
　
ａ
ｅ
ｒ
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｍ
ｉ
ａ
ｒ
ｋ
ｔ
.

　
　
　
　
　
昼
の
喜
び
に
別
れ
を
告
げ
て
、
満
ち
足
り
て
人
々
は
、
憩
い
を
求
め
家
路
へ
と
歩

　
　
　
’
　
　
ぴ
・
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
、
‘
　
　
　
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご

ヽ
　
‥
　
　
収
支
を
慮
る
思
慮
深
い
家
長
は
、
ド

　
　
五
、
　
和
や
か
に
家
に
く
つ
ろ
い
で
い
る
。
葡
萄
も
花
も
な
く
、

　
　
　
　
　
手
仕
事
の
品
々
も
な
く
、
今
で
は
昼
間
に
忙
し
か
っ
た
広
場
の
市
場
も
憩
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
る
。

第
三
句
で
は
歩
い
て
（
９
１
）
帰
宅
す
る
市
民
が
、
第
四
句
か
ら
第
五
句
に
か
け
て

は
家
庭
に
く
つ
ろ
ぐ
家
長
が
、
温
か
く
見
守
る
詩
人
の
視
線
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
文
字
通
り
「
和
や
か
に
く
つ
ろ
ぐ
（
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
）
!
:
様
が
心
を
こ
め

て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
詩
人
の
故
郷
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
（
Ｓ
ｃ
ｈ
w
ａ

ｂ
ｅ
已

地
方
（
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
一
帯
）
で
好
ま
れ
る
表
現
（
ｂ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｂ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｕ
ｓ
ｄ
ｒ
ｕ
ｃ
ｋ
）

と
言
わ
れ
る
（
シ
ュ
ミ
ッ
ト
‥
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
エ
レ
ギ
ー
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
、

三
四
頁
）
ヴ
ォ
ー
ル
ー
ツ
ー
・
フ
リ
ー
デ
ン
（
古
典
詩
の
韻
律
を
顧
慮
し
て
私
は

Ｉ
－
一
－
Ｃ
と
読
み
、
－
Ｃ
一
－
’
Ｃ
と
言
う
ド
イ
ツ
詩
に
有
り
が
ち
な
律
動
に
は
従
わ
な

い
。
）
の
音
価
が
、
正
に
こ
こ
で
三
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
主
題
「
平
安
（
：

‘
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
　
.
｡
｡

r
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ

２
ぼ
…
）
」
（
第
一
句
、
第
三
句
、
第
六
句
）
の
律
動
を

悠
然
と
響
き
渡
ら
せ
て
い
る
。

　
次
に
、
こ
れ
ら
の
詩
句
に
関
す
る
解
釈
や
翻
訳
等
の
問
題
点
を
検
討
し
よ
う
。
序

言
で
示
し
た
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
全
集
」
か
ら
の
和
訳
と
の
相
違
は
四
ケ
所
あ
る
。
そ

の
一
つ
に
つ
い
て
は
既
に
論
述
（
〔
二
〕
閣
）
し
た
「
手
芸
の
品
々
」
と
「
手
仕
事

の
品
々
」
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
以
下
あ
ら
か
じ
め
問
題
点
を
示
す
と
、
次
の

内
容
と
な
る
。
『

　
　
　
一
Ｃ
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
＞
（
第
六
句
）
。
に
つ
い
て

　
０

　
　
二
、
　
第
三
句
の
前
置
詞
真
一
き
ロ
》
に
つ
い
て
。

　
　
三
、
ヽ
第
三
句
冒
頭
の
副
詞
《
Ｆ
μ
》
に
つ
い
て
’
。

　
　
四
・
、
　
第
四
句
の
形
容
詞
Ｃ
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
》
化
つ
い
て
。
、

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
″
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
Ｉ
″
－
・
゛
　
　
　
　
　
ぽ
』
″
　
　
｀

　
　
五
、
犬
第
四
句
末
の
主
語
名
詞
Ｃ
Ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ
》
把
つ
’
い
て
。
’
　
¨

　
　
六
、
　
ヴ
″
。
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
’
「
・
」
八
〇
〇
年
頃
の
悲
哀
と
理
想
～
ト
ヘ
ル
ダ
ー

　
　
　
　
リ
ン
’
の
悲
歌
作
品
研
究
」
｛
｝
九
八
二
年
）
の
解
釈
に
対
す
る
批
判
検
討

　
０

順
序
に
従
っ
『
て
第
二
点
で
あ
る
第
三
句
の
前
置
詞
《
き
コ
》
に
関
し
て
論
述
す
る
こ

と
か
ら
始
め
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
通
常
は
、
序
論
で
引
用
し
た
和
訳
「
昼
の
喜
び

に
満
ち
足
り
て
」
の
よ
う
に
＜
ｖ
ｏ
ｎ
＞
が
Ａ
‥
篇
霖
Ｖ
に
か
け
て
解
釈
さ
れ
る
。
例
え

ば
、
ル
ー
の
仏
訳
（
　
Ｒ
ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｓ
i
e
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｐ
ｌ
ａ
ｉ
ｓ
i
ｒ
ｓ
　
ｄ
ｕ
　
j
o
ｕ
ｒ
:
八
〇
八
貧
）
で

も
、
ヴ
ィ
ゴ
ー
ロ
の
伊
訳
（
Ｓ
ａ
ｚ
i
　
　
ｄ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
　
ｇ
ｉ
ｏ
ｉ
ｅ
　
　
ｄ
ｅ
ｌ
　
　
　
ｅ
ｉ
ｏ
ｒ
ｎ
ｏ
:
　
　
1
　
Ｏ
一
頁
）
で

も
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
英
訳
（
ｒ
ｅ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ

w
i
ｔ
ｈ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｄ
ａ
ｙ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
　
i
ｔ
ｓ
　
ｐ
ｌ
ｅ
ａ
ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
ｓ
:

二
四
三
頁
）
で
も
同
様
の
観
点
で
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
南
原
実

註
（
こ
一
九
頁
）
で
は
、
７
～
は
Ｓ
＃
に
か
け
な
い
で
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ
に
か
け
て
読

む
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
昼
の
喜
び
に
満
ち
足
り
て
」
と
は
訳
さ

な
い
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
一
応
、
私
は
こ
の
解
釈
に
同
意
し
て
上
掲
の
和
訳
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
し
か

し
な
が
ら
他
方
、
こ
の
よ
う
に
文
法
上
の
厳
密
さ
を
追
求
す
る
こ
と
が
、
必
ず
し
も

詩
句
を
適
切
に
読
み
取
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
云
う
危
惧
が
私
に
は
残
っ
た
。
即

ち
、
詩
文
に
於
て
は
、
多
義
性
、
或
い
は
両
義
性
が
、
反
っ
て
表
現
の
広
が
り
や
豊

か
さ
を
喚
起
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
、
杜
甫



（
七
こ
一
年
－
七
七
〇
年
）
の
五
言
律
詩
「
春
望
」
頷
聯
の
対
句
に
お
い
て
、
主
語

を
作
者
と
取
る
解
、
「
花
」
と
「
鳥
」
と
取
る
解
、
と
も
に
両
立
す
る
と
考
え
る
の

に
似
て
い
る
。

感
時
花
環
涙

恨
別
鳥
驚
心

　
「
花
が
涙
を
機
ぎ
」
、
「
鳥
が
心
を
驚
か
す
」
と
同
時
に
、
「
花
に
も
涙
を
濃
ぎ
」
、

　
「
鳥
に
も
心
を
驚
か
す
」
別
の
主
体
を
読
み
こ
む
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
両
義
性
の
容
認
の
観
点
か
ら
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
句

＜
ｖ
ｏ
ｎ
＞
を
前
後
の
両
方
へ
と
連
関
さ
せ
て
文
法
上
の
厳
密
さ
を
留
保
し
、
両
義
的

な
表
現
の
自
由
を
私
は
支
持
し
た
い
。

　
※
。
「
春
望
」
（
七
五
七
年
）
の
頷
聯
に
関
し
、
吉
川
幸
次
郎
「
杜
甫
詩
注
」
第
四

　
　
巻
（
筑
摩
書
房
。
一
九
八
〇
年
）
で
は
、
「
主
と
し
て
丿
ズ
ム
の
問
題
か
ら
」
、

　
　
作
者
を
主
格
と
す
る
読
解
に
、
’
「
不
安
を
感
じ
、
賛
成
し
な
い
」
｛
｝
九
六
頁
）

　
’
と
し
、
「
か
く
涙
を
１
　
ぐ
の
ヽ
は
花
で
あ
り
、
心
を
驚
か
す
の
は
鳥
で
あ
る
と
し
て
、

　
　
吉
川
は
こ
の
聯
を
読
み
た
い
。
」
（
岩
波
新
書
「
新
唐
詩
選
」
　
一
九
六
五
年
改
版
、

　
　
二
〇
頁
）
旨
を
主
張
す
る
と
同
時
に
、
主
語
の
問
題
に
関
す
る
両
論
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
典
拠
を
も
詳
述
し
て
あ
る
。

　
第
三
の
問
題
点
は
、
第
三
句
冒
頭
の
副
詞
《
Ｆ
ａ
》
に
関
す
る
。
こ
の
訳
語
を

私
は
便
宜
上
「
満
ち
足
り
て
」
と
示
し
た
が
、
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
意
を
尽
く
し

て
い
な
い
感
を
免
れ
難
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
で
は
単
純
な
満
喫
が
表
出
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
揺
れ
動
く
波
の
嚢
に
も
似
た
微
妙
な
転
調
の
し
ら
べ
を
含
み

＜
Ｓ
ａ
ｔ
ｔ
＞
と
語
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
転
調
と
は
冒
頭
の
第
一
句
か
ら
第

二
句
に
か
け
て
流
れ
下
り
ゆ
く
静
寂
へ
の
引
潮
（
例
え
ば
、
既
出
の
第
二
句
末

　
「
…
…
騒
然
と
馬
車
は
過
ぎ
去
る
。
」
）
に
対
し
、
生
育
す
る
市
民
生
活
の
悠
然
と
し

た
満
潮
な
す
第
五
句
冒
頭
に
お
け
る
全
音
の
響
き
「
ヴ
ォ
ー
ル
ー
ツ
ー
・
フ
リ
ー
デ

三
七
　
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

ン
」
が
転
調
の
推
移
を
特
徴
づ
け
る
。
当
該
の
副
詞
＜
Ｓ
ａ
ｔ
ｔ
》
は
、
こ
の
移
り
ゆ

く
調
べ
の
告
知
と
し
て
、
割
り
切
れ
ぬ
多
義
性
を
孕
ん
で
、
忽
然
と
現
れ
る
。

一

一

三
、
Ｓ
ａ
ｔ
ｔ

ｇ
ｅ
ｈ
ｎ
　
h
e
i
m
　
.
.
.
.
：
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ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ

　
　
＝
－
一
Ｃ
　
Ｃ
－
一
Ｃ
　
Ｃ
－

U
ｎ
ｄ
　
Ｇ
ｅ
w
ｉ
ｎ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
…
…

－
　
Ｃ
一
－
Ｃ
　
Ｃ
一
－
＝

Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｚ
ｕ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
;
…
…

　
ｊ
－
一
－
ｃ
ｃ
一
ト
＝

こ
の
副
詞
Ｃ
Ｓ
ａ
ｔ
ｔ
》
は
、
「
ヴ
ォ
ー
ル
’
・
ツ
ー
‘
・
フ
リ
ー
デ
ン
（
和
や
か
に
く
つ

ろ
い
で
）
」
（
第
五
句
）
へ
と
至
る
波
動
の
冒
頭
で
忽
然
と
語
ら
れ
た
に
留
ま
り
、
未

だ
＜
Ｓ
ａ
ｔ
ｔ
＞
が
「
満
ち
足
り
て
」
。
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
・
こ
の
副
詞
の

割
り
切
れ
な
さ
は
、
ひ
き
続
く
第
四
句
で
波
立
ち
、
「
収
支
得
失
（
Ｇ
ｅ
w
ｉ
ｎ
ｎ
　
　
ｕ
ｈ
ｄ

Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
）
!
と
詩
句
が
流
れ
る
。
こ
の
際
、
重
心
は
実
に
後
方
の
Ｃ
Ｖ
ｅ
ｒ
l
ｕ
ｓ
ｔ
》
に

懸
っ
て
い
る
。
゛
第
四
句
冒
頭
が
韻
律
上
む
し
ろ
、
ス
ポ
ン
デ
イ
オ
ス
。
（
ｊ
－
）
か
ダ

ク
テ
ュ
ロ
『
ス
（
－
ｃ
ｃ
）
。
を
望
み
な
が
ら
も
、
物
足
り
な
い
ト
ロ
カ
イ
オ
ス
（
ｌ
ｃ
‥

｛
｝
乱
（
ｙ
‐
）
の
響
き
に
終
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
ひ
き
続
く
詩
句
は
、
ダ
ク
テ
ュ

ロ
ス
（
－
ｃ
ｃ
）
の
十
全
な
調
べ
を
獲
得
し
、
中
間
休
止
（
＝
）
へ
と
詩
句
が
重
く

伸
し
掛
か
り
、
「
フ
ェ
ア
ー
ル
ス
ト
（
Ｖ
ｅ
ｒ
l
ｕ
ｓ
ｔ
）
!
と
落
ぢ
着
く
。
こ
の
深
沈
せ

る
響
き
は
、
単
に
現
世
活
動
に
お
け
る
損
失
の
み
な
ら
ず
、
現
存
に
お
け
る
存
在
の

楽
園
喪
失
（
Ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ
-
Ｖ
ｅ
ｒ
l
ｕ
ｓ
ｔ
）
の
感
情
に
ま
で
遡
反
す
る
に
足
る
調
べ
を
も

蔵
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
余
情
を
踏
ま
え
て
今
度
は
満
潮
「
ヴ
ォ
Ｌ
ル
ー

ツ
ー
・
フ
リ
ー
デ
ン
」
が
、
第
五
句
冒
頭
で
高
潮
を
な
す
。
《
Ｆ
ｇ
》
は
、
。
こ
の

高
潮
を
告
げ
る
波
立
ち
。
で
あ
り
、
未
だ
割
り
切
れ
ぬ
動
静
の
中
で
ぃ
・
さ
さ
や
か
に
口

寵
ら
れ
る
の
で
あ
フ
て
、
決
し
て
、
「
満
ち
足
り
て
」
発
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の

で
あ
る
。
蓋
し
、
こ
の
慎
ま
し
い
動
静
が
、
こ
の
思
想
詩
冒
頭
で
は
む
し
ろ
瞳
目
す

べ
き
点
な
の
で
あ
っ
て
、
正
に
こ
れ
が
本
論
の
焦
眉
の
的
た
る
第
一
句
の
・
「
燈
火
の



三
八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学

光
（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
　
Ｊ
（
〔
三
〕
閣
以
下
で
詳
述
）
の
ひ
そ
や
か
な
色
調
に
繋
が

り
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
の
基
本
性
格
に
協
和
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
第
四
の
問
題
点
は
、
第
四
句
の
形
容
詞
〈
‥
昨
～
荷
Ｖ
に
関
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
文

脈
上
こ
の
語
義
を
考
量
す
る
と
、
前
後
の
副
詞
「
満
ち
足
り
て
（
Ｆ
ａ
）
・
」
（
第
三

句
冒
頭
）
と
「
和
や
か
に
く
つ
ろ
い
で
（
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
（
第
五
句
の
冒
頭
）

に
現
わ
れ
た
基
調
が
重
要
と
な
る
。
こ
の
文
脈
の
基
調
を
鑑
み
て
、
私
は
「
思
慮
深
い
」

と
云
う
訳
語
を
択
り
、
こ
の
基
調
と
協
和
し
難
い
和
訳
「
抜
か
り
の
な
い
」
（
「
序
論
」

で
引
用
）
に
は
従
わ
な
、
か
っ
た
。
。
ち
な
み
に
二
こ
れ
に
関
し
て
南
原
実
１
　
は
、
次
の

よ
う
な
興
味
深
い
説
明
を
提
示
し
て
い
る
。
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
゛
　
　
。
り
　
四
　
～
　
　
　
ｉ
　
－

　
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
頭
の
ヨ
イ
、
思
慮
イ
ア
ル
く
ら
い
の
意
味
〈
さ
か
し
い
▽
な
ど
と
の
ま
い
ひ
び
き

　
は
な
い
。
｛
Ｊ
ｅ
w
ｉ
ｎ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
も
金
銭
の
も
う
け
だ
け
で
は
な
く
、
今
日
の
｝
日
は

　
自
分
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
、
自
分
は
こ
の
一
日
に
何
を
学
び
、
ど
う
い
う
失
敗
を
し
た
か
、

　
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
w
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
心
ミ
チ
タ
リ
テ
今
日
の
｝
日
を

　
ふ
り
か
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
思
慮
の
な
い
人
々
、
何
も
考
え
な
い
人
々
は
、
夕
食
で
腹

　
が
み
ち
れ
ば
豚
の
よ
う
に
寝
床
に
こ
ろ
が
り
こ
ん
で
し
ま
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
一
九
頁
－
一
三
〇
頁
）

序
論
に
引
用
し
た
和
訳
の
よ
う
に
「
抜
か
り
の
な
い
」
と
訳
す
る
の
は
、
以
上
の
観

点
か
ら
「
Λ
さ
か
し
い
▽
な
ど
と
の
悪
い
ひ
び
き
」
が
感
じ
ら
れ
て
相
応
し
く
な
い

と
思
わ
れ
る
。
実
際
こ
の
点
で
は
、
ヴ
ィ
ゴ
ー
ロ
、
ル
ー
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
も
に
、

各
々
の
翻
訳
で
、
八
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
》
を
<
Ｃ
ｇ
ｉ
ｕ
d
i
ｚ
i
o
ｓ
ｏ
＞
、
＜
ｐ
ｅ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
＞
、
＜

ｐ
ｅ
ｎ
ｓ
i
ｖ
ｅ
》

と
解
釈
し
「
悪
い
ひ
び
き
」
を
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
五
の
問
題
点
は
、
第
四
句
末
の
主
語
名
詞
の
〈
‥
｝
｛
自
耳
》
を
ど
う
解
す
る
か
で

あ
る
。
序
論
で
引
用
し
た
和
訳
は
こ
れ
を
「
商
人
」
と
訳
し
た
が
、
私
は
こ
こ
で
こ

れ
を
「
家
長
」
と
訳
し
て
み
た
。
「
商
人
」
を
誤
訳
と
言
う
の
で
は
な
い
。
そ
う
で

は
な
く
て
、
こ
の
両
方
の
和
訳
の
根
拠
を
探
り
、
そ
れ
に
関
す
る
問
題
点
を
こ
こ
で

明
確
に
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
既
に
（
〔
二
〕
ぼ
）
述
べ
た
よ
う
に
、
へ

ル
ダ
ー
リ
ン
の
伝
記
か
ら
、
こ
こ
で
歌
わ
れ
て
い
る
都
市
が
領
邦
ヴ
ェ
ル
テ
ム
ベ
ル

ク
の
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
。
ト
ガ
ル
ト
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
詩
人
の
こ
の

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
滞
在
を
一
層
微
視
的
に
見
て
み
る
と
、
こ
の
都
市
で
ヘ
ル
ダ
ー

リ
‘
ン
が
居
を
構
え
て
い
た
、
親
友
　
Ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ａ
ｎ
　
　
　
　
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｕ
Ｅ
Ｒ
:
　
ラ
ン
ダ

ウ
エ
ル
（
一
七
六
九
年
－
一
八
四
五
年
）
の
商
館
が
浮
か
び
上
っ
て
来
る
。
思
想
詩

第
四
句
の
「
思
慮
深
い
家
長
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ
）
」
ゐ
歴
史
的
背
景
に
は
、

こ
の
シ
ュ
ト
ゥ
。
ト
ガ
ル
ト
の
毛
織
物
商
人
ラ
ン
ダ
ウ
エ
ル
の
姿
が
控
え
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
。
「
商
人
」
と
号
つ
和
訳
は
Ｉ
こ
の
史
的
事
実
の
裏
付
け
か

ら
も
説
明
と
し
て
正
鵠
を
得
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
　

‘
ニ
　
　
　
　
～
　
　
。

　
’
実
際
に
文
脈
に
即
し
て
、
こ
の
訳
語
（
「
酎
人
」
と
「
家
長
」
）
を
考
え
て
み
よ
’

う
。
こ
の
際
＜
Ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ
》
で
「
商
人
」
を
考
え
る
場
合
に
は
、
こ
の
言
葉
が
、
そ
の

前
に
あ
る
表
現
「
収
支
を
慮
る
（
Ｇ
ｅ
w
ｉ
ｎ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
　
w
ａ
ｇ
ｅ
ｔ
）
」
。
（
第
四
句
）

亡
関
希
つ
く
ご
と
に
な
ろ
万
な
ぜ
な
ら
ｙ
「
商
人
」
の
関
心
は
、
こ
の
「
収
支
」

だ
か
ら
で
あ
る
。
す
る
と
、
』
第
四
句
は
句
末
で
、
む
し
ろ
休
止
を
望
む
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
詩
句
は
、
第
四
句
末
の
名
詞
＜
Ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ
＞
に
お
い
て
停
止
す
る
句
頭
点
（
こ

が
無
く
、
そ
れ
に
引
き
続
く
第
五
句
に
直
ち
に
繋
っ
て
行
く
よ
う
に
読
め
る
。

　
　
四
Ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｇ
ｅ
w
ｉ
ｎ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
l
ｕ
ｓ
ｔ
　
w
ａ
ｇ
ｅ
ｔ
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ

　
　
五
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｚ
ｕ
　
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
;
　
…
…

　
　
　
　
　
－
１
一
ｌ
ｃ
　
ｃ
一
－
＝

第
四
句
の
五
歩
格
（
ペ
ン
タ
メ
ト
ロ
ン
）
の
後
半
が
、
中
間
休
止
（
＝
）
の
後
に
と

る
律
動
は
、
休
止
を
置
か
ず
第
五
句
へ
と
流
れ
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
流
れ

に
お
い
て
、
〈
一
｝
｛
自
警
》
と
Ｃ
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
》
と
が
頭
韻
〔
Ｈ
〕
を
な
し
て
協
和
す
る
。

第
四
句
で
の
「
収
支
（
Ｇ
ｅ
w
ｉ
ｎ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
l
ｕ
ｓ
ｔ
）
　
Ｊ
へ
の
関
心
は
、
動
詞
「
慮
る

　
（
w
ａ
ｇ
ｅ
ｔ
）
」
と
形
容
詞
「
思
慮
深
い
（
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
）
Ｊ
と
に
拠
り
十
分
に
受
け
止
め

ら
れ
、
続
く
Ａ
:
Ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ
＞
は
、
「
肘
や
か
に
家
に
く
つ
ろ
い
で
（

Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｚ
ｕ

Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
）
」
（
第
五
句
）
と
、
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
る
よ
う
に
読
め
る
。
と
こ
ろ
で
、



只
今
問
題
に
し
だ
形
容
詞
「
思
慮
深
い
（
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
）
Ｊ
が
、
「
商
人
の
慮
る
収
支
」

に
限
定
さ
れ
ず
、
更
に
よ
り
深
い
省
察
へ
と
誘
い
、
こ
こ
に
お
い
て
語
義
は
、
「
外
」

に
留
ま
ら
ず
「
内
」
へ
も
拡
が
り
、
と
の
豊
か
に
広
が
り
ゆ
く
人
間
の
動
静
か
、
人

間
存
在
の
安
ら
ぎ
と
憩
い
の
場
で
あ
る
「
家
（
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
）
Ｊ
へ
と
落
ち
着
く
の
で
あ
る
。

こ
の
脈
絡
か
ら
、
八
Ｚ
：
耳
》
は
「
商
人
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
家
長
」
と
し
て
理

解
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。
゛
ド

　
第
六
の
問
題
点
は
、
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
ｈ
ａ
ｎ
　
　
　
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｚ
（
ヴ
ァ

‘

Ｊ
ク
ヴ
ィ
ッ

ツ
）
の
論
文
「
一
八
〇
〇
年
頃
の
悲
哀
と
理
想
Ｉ
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
悲
歌
作
品

研
究
（
Ｔ
ｒ
ａ
ｕ
ｅ
ｒ
　
　
　
　
ｕ
乱
　
Ｕ
ｔ
.
ｏ
Ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
　
ｕ
m
　
　
　
　
１
８
０
０
.
　
　
　
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｅ
ｎ
　
　
　
ｚ
ｕ
　
　
　
　
Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
ｓ

凶
ｅ
ｇ
ｉ
ｅ
ｎ
w
ｅ
ｒ
ｋ
.
）

Ｊ
（
一
九
八
二
年
）
の
論
述
に
関
連
し
て
い
る
。
ま
ず
、
ヴ
ァ
ッ

ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
所
見
を
紹
介
し
よ
う
。
彼
は
、
詩
人
の
祖
国
ヴ
ェ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
で

所
謂
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
共
和
国
（
Ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
w
ａ
ｂ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｐ
ｕ
b
l
i
k
）
Ｊ
擁
立

の
運
動
が
封
建
体
制
側
の
巻
き
返
し
に
よ
り
破
綻
を
き
た
し
た
時
代
に
相
応
し
い
形

式
と
し
て
悲
歌
を
考
え
、
こ
の
脈
絡
で
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
を
も
考
察
す
る
。
こ

の
際
、
思
想
詩
の
冒
頭
居
読
み
解
く
に
あ
た
っ
て
、
史
的
唯
物
論
哲
学
の
巨
匠
マ

ル
ク
ス
の
圧
巻
「
資
本
論
（
｛
｝
ａ
ｓ
　
Ｋ
ａ
ｐ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
）
　
Ｊ
（
一
八
六
七
年
、
第
一
巻
）
と

そ
の
理
論
的
基
礎
と
な
る
思
索
の
手
稿
「
経
済
学
・
哲
学
草
稿
（
０
　
ｋ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
-

ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
　
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｓ
ｋ
ｒ
i
p
ｔ
ｅ
）
」
（
一
八
四
四
年
）
が
分
析
の
拠
り
所
と
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
資
本
論
」
第
一
篇
・
第
一
章
「
商
品
」
の
分
析
論
に
お
け
る
、

商
品
の
二
重
形
態
（
｛
｝
ｏ
ｐ
ｐ
ｅ
ｌ
ｆ
ｏ
ｒ
m
）
、
つ
ま
り
自
然
形
態
（
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｆ
ｏ
ｒ
m
）
と
価

値
形
態
（
Ｗ
ｅ
ｒ
ｔ
ｆ
ｏ
ｒ
m
）
の
問
題
（
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
第
二
三
巻
、
六
二
頁
）
を
鑑
み
て
、

思
想
詩
冒
頭
の
「
市
場
（
ｇ
旨
ｒ
）
」
（
第
六
句
）
に
注
目
し
、
そ
こ
で
の
・
「
花

　
（
B
l
ｕ
ｍ
ｅ
ｎ
）
」
（
第
五
句
）
を
商
品
と
し
て
、
他
方
、
第
十
句
の
花
壇
（
９
ａ
）

に
咲
く
花
を
「
自
然
の
脈
絡
に
あ
る
花
（
Ｂ
ｌ
ｕ
ｍ
ｅ
ｎ
　
　
i
n
　
　
i
h
ｒ
e
m
　
　
ｎ
ａ
ｔ
i
i
ｒ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

Ｋ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
）
」
（
ヴ
″
。
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
、
二
八
頁
）
と
し
て
と
ら
え
、
こ
の
両
者
を
対

立
さ
せ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
思
想
詩
の
第
十
句
へ
は
第
九
句
か
ら
次
の
よ
う
に
流

れ
る
。

三
九

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

大八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ

Ｉ
ｍ
ヨ
ｅ
ｒ
ｑ
ｕ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｄ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｆ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ａ
ｎ
　
ｄ
ｕ
ｆ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｍ
　
Ｂ
ｅ
ｅ
ｔ
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
�
ピ
・
・
そ
し
て
噴
泉
は
　

･
r
-
f
O
-
i
:
;

　
　
　
　
絶
え
ず
湧
き
出
し
、
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
辺
り
、
芳
香
を
放
つ
花
壇
を
霞
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
叫
ま

詔
々
た
る
自
然
の
生
の
躍
動
を
こ
の
詩
句
か
ら
汲
み
と
る
か
わ
り
に
、
ヴ
ァ
ッ
ク

ヴ
ィ
ッ
ツ
は
こ
こ
に
、
庭
園
の
牧
歌
（
Ｉ
ｄ
ｙ
l
l
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｎ
ｓ

）
を
読
み
取
り
、

思
想
詩
冒
頭
（
六
句
）
の
都
市
の
情
景
に
あ
る
よ
う
な
「
実
生
活
か
ら
は
失
な
わ
れ

た
統
一
を
、
思
想
を
媒
体
と
し
て
回
復
す
る
（
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
i
ｔ
ｕ
i
e
ｒ
ｔ
　
　
.
：
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｅ
ｉ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
｡

ｄ
ｉ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
　
Ｐ
ｒ
ａ
ｘ
ｉ
ｓ
　
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ｏ
ｒ
ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
｡
　
　
　
i
m
　
　
　
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｕ
m
　
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
　
Ｇ
ｅ
ｄ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
ｎ
ｓ
.
　
）
Ｊ
場
と

考
え
る
（
二
九
頁
）
。
こ
の
統
Ｔ
Ｃ
　
Ｅ
ｉ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）
へ
の
志
向
に
対
し
て
、
冒
頭
の
憂
’

愁
こ
Ｖ
Ｔ
ｅ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｈ
ｏ
ｌ
ｉ
ｅ
）
を
彼
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

こ
の
詩
節
の
異
常
な
効
果
の
本
質
的
契
機
で
あ
る
憂
愁
が
私
に
は
、
市
民
社
会
の
法
則
下
に

あ
る
諸
対
象
の
そ
の
よ
う
な
二
重
の
形
態
や
現
象
に
、
す
な
わ
ち
社
会
化
現
象
に
お
け
る
根

本
的
経
験
（
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｚ
ｅ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
ｌ
ｅ
　
Ｅ
ｒ
ｆ
ａ
ｈ
ｒ
ｕ
ｎ
ｅ
　
i
n
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｏ
ｚ
i
a
l
i
ｓ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
に
還
元
さ
れ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
二
八
頁
）

こ
の
「
根
本
的
経
験
」
の
裏
付
け
と
し
て
ヴ
″
ツ
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
下
敷
き
と
し
て
い

る
（
二
九
頁
）
の
は
、
マ
ル
ク
ス
「
経
済
学
・
哲
学
草
稿
」
の
第
一
手
稿
に
お
け
る

「
疎
外
さ
れ
た
労
働
（
Ｄ
ｉ
ｅ

ｅ
ｎ
ｔ
ｆ
ｒ
ｅ
ｍ
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ａ
ｒ
ｂ
ｅ
ｉ
ｔ
）
」
の
章
に
あ
る
次
の
命
題

で
あ
る
。

M
i
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
w
ｅ
ｒ
ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
w
ｅ
ｌ
ｔ
　
n
i
m
m
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｅ
ｎ
ｔ
w
ｅ
ｒ
ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
Ｉ

ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
w
ｅ
ｌ
ｔ
　
i
n
　
d
i
ｒ
ｅ
ｋ
ｔ
e
m
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｈ
ａ
ｌ
ｔ
n
i
ｓ
　
ｚ
ｕ
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
補
巻
、
第
一
部
、
五
一
｝
頁
）

事
象
世
界
の
価
値
増
大
に
直
接
比
例
し
て
、
人
間
世
界
の
価
値
下
落
が
加
速
す
る
。



四
〇

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学

こ
の
よ
う
に
ヴ
ァ
ッ
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
思
想
詩
冒
頭
を
マ
ル
ク
ス
の
疎
外
（
Ｍ
ロ
フ

『
ｇ
ヨ
ｉ
兵
）
の
概
念
を
活
用
し
て
解
釈
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
疎
外
ゆ
え

の
人
間
存
在
の
「
離
反
体
験
（
Ｈ
｀
，
の
｀
｝
『
｝
″
』
ロ
ー
零
ｒ
ぼ
呂
９
乙
」
（
二
九
頁
）
が
ヴ
″
ッ

ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
論
究
の
眼
目
で
あ
る
。
こ
の
視
点
か
ら
、
第
四
句
の
「
収
支
を
慮
る

思
慮
深
い
家
長
（
の
ｙ
ａ
呂
齢
認
｝
｛
呂
茸
）
」
が
彼
に
は
搾
取
階
級
ブ
ル
ジ
ョ
ア

（
ど
回
９
ｏ
ｔ
）
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
和
や
か
に
家
に
く
つ
ろ
い
で
い
る
（
Ｓ
ｏ
ｙ
｝
‐

回
『
ふ
乱
回
回
｝
｛
Ｑ
ｇ
）
根
拠
づ
け
は
、
『
「
市
場
で
の
営
業
が
儲
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
（
９
呂
９
の
吋
Ｓ
回
ｒ
牙
Ｑ
Ｋ
Ｉ
″
ｇ
ｒ
’
弘
ｇ
９
｝
ｏ
ｉ
こ
」
（
三
〇
頁
）

　
　
Ｓ
ａ
ｔ
ｔ
　
ｇ
ｅ
ｈ
ｎ
　
h
e
i
m
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｔ
ａ
ｇ
ｓ
　
ｚ
ｕ
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
｡

　
昼
の
喜
び
に
別
れ
を
告
げ
て
、
満
ち
足
り
て
人
々
は
、
憩
い
を
求
め
家
路
へ
と
歩
む
。

と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
「
人
々
」
と
し
て
恐
ら
く
労
働
者
（
Ａ
ｒ
ｂ
ｅ
ｉ
ｔ
ｅ
ｒ
:

ｏ
ｕ
ｖ
-

ｒ
ｉ
ｅ
ｒ
）
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
蓋
し
、
こ
の
労
働
者
は
既
記
（
〔
二
〕
閣
）
述
べ
た
よ

う
に
、
当
時
で
は
尚
ま
だ
職
人
（
Ｈ
ａ
乱
w
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
ｒ
:

ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｓ
ａ
ｎ

）
'
つ
ま
り
雇
用
職
人

（
Ｇ
ｅ
ｓ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
　
）
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
が
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
の
分

析
の
際
に
土
台
と
し
た
、
工
場
制
手
工
業
か
ら
展
開
す
る
資
本
主
義
分
業
形
態
は
未

だ
尚
こ
れ
か
ら
の
展
望
の
中
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
少
く
と
も
思
想
詩
で
は
。

　
「
昼
間
の
喜
び
（
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｌ
ａ
ｇ
ｓ
）
」
（
第
三
句
）
が
語
ら
れ
て
い
る
。
既

に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
背
景
が
週
日
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
喜
び
」
は
労
働

の
集
い
や
そ
れ
に
と
も
な
う
歌
声
や
活
気
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
労
働
形
態
が
未
だ
な

　
お
、
工
場
制
手
工
業
（
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｋ
ｔ
ｕ
ｒ
）
段
階
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
の
産
業

　
技
術
後
進
国
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
こ
の
推
測
は
十
分
許
容
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

　
際
、
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
マ
ル
ク
ス
の
分
析
対
象
が
十
九
世
紀
中
葉
の
産
業

　
技
術
的
先
進
国
（
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
‥
本
章
〔
三
〕
剛
の
冒
頭
に
引
用
し
た
エ

　
ン
グ
ル
ス
「
ド
イ
ツ
の
現
状
」
　
｝
八
四
七
年
、
参
照
）
で
あ
っ
た
点
て
あ
る
。
エ
ン

　
グ
ル
ス
の
分
析
に
あ
る
よ
う
に
、
十
九
世
紀
中
葉
に
お
い
て
も
な
お
「
農
業
の
優
位

　
（
Ｄ
ｉ
ｅ
　
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
w
ｉ
ｅ
ｇ
ｅ
乱
ｅ
　
Ｂ
ｅ
ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ａ
ｃ
ｋ
ｅ
ｒ
ｂ
ａ
ｕ
ｓ
　
）
Ｊ
が
力
説
さ
れ
た
封
建

　
社
会
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
資
本
主
義
体
制
の
発
展
が
す
で
に
、
例
え
ば
イ
ギ
。
リ

‘ス

に
Ｉ
世
紀
程
も
お
く
れ
て
ぃ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
の
疎
外
論
を
ヴ
″
。
ク

。
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
よ
う
に
直
ち
に
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
　
（
一
八
〇
〇
年
－
一
八
〇
一
年
）

　
冒
頭
に
適
用
す
る
の
は
い
さ
さ
か
困
難
で
あ
ろ
う
。

　
　
残
念
な
が
ら
私
に
は
ヴ
フ
。
ク
ヴ
ィ
。
ツ
が
、
詩
句
の
揺
れ
と
が
響
き
に
留
意
し

、
て
思
想
詩
冒
頭
を
詩
節
の
流
れ
把
即
し
て
続
み
万
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
ゴ
に
は
思
わ

　
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
主
役
を
演
じ
て
い
る
の
は
、
詩
の
躍
動
と
は
無
関
係
な
論
理
の

　
枠
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
の
枠
は
一
定
の
主
義
主
張
を
公
式
化
し
教
条
化
し
て
得
ら

　
れ
る
固
定
観
念
の
鋳
型
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
の
著
作
に
限
ら
ず
、
思
索
書
を
読
む

　
こ
と
は
正
に
こ
の
逆
、
す
な
わ
ち
既
成
の
固
定
観
念
（
ｄ
ｏ
Ｓ
ｏ
Ｃ
　
　
　
　
:
　
Ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
ｕ
ｎ
ｇ
　
）
を

　
解
体
し
、
生
き
た
新
た
な
連
関
へ
と
概
念
を
帰
納
す
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ

　
の
点
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
読
み
の
み
な
ら
ず
、
マ
ル
ク
ス
の
圧
巻
の
読
み
に
お
い
て

　
も
、
ヴ
″
ツ
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
成
功
し
て
い
る
と
は
私
に
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
は
十
九
世
紀
の
西
欧
資
本
主
義
体
制
が
ア
ン
グ
ロ
ー
サ
ク
ソ

　
ン
を
先
頭
に
し
て
帝
国
主
義
（
例
え
ば
、
一
八
四
〇
年
－
一
八
四
二
年
の
阿
片
戦
争
）

　
へ
と
拡
張
す
る
時
期
に
鋭
く
そ
の
社
会
体
制
の
矛
盾
を
衝
い
た
政
治
経
済
学
の
鬼
才

　
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
思
想
詩
の
成
立
背
景
は
「
農
業
の
世
紀
（
０
　
ｋ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
-

　
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｈ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｔ
）
Ｊ
（
〔
こ
口
参
照
〕
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
の
批
判
の
対
象

　
と
な
っ
た
流
動
す
る
都
市
経
済
は
未
だ
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
発
展
を
遂
げ
て
お
ら
ず
、

　
依
然
と
農
村
依
存
型
の
固
定
化
し
た
封
建
制
度
が
根
づ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。



こ
の
意
味
か
ら
も
、
資
本
主
義
体
制
の
経
済
分
析
を
思
想
詩
に
直
ち
に
あ
て
は
め
よ

う
と
し
て
も
困
難
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
解
釈
と
翻
釈
に
関
す
る
問
題
を
ま
と
め
て
み
た
。
再
び
本
筋
に
も
ど
ろ
う
。

時
は
光
の
世
紀
（
ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｃ
ｌ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｌ
ｕ
m
i
e
ｒ
ｅ
ｓ
）
と
言
わ
れ
る
啓
蒙
時
代
で
あ
る
。
当

時
の
バ
ロ
ッ
ク
（
Ｂ
ａ
ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
）
様
式
や
ロ
コ
コ
（
Ｒ
ｏ
ｋ
ｏ
ｋ
ｏ
）
様
式
で
華
麗
に
内
装

さ
れ
た
夜
間
の
社
交
広
間
（
Ｆ
）
～
）
の
装
飾
用
釣
燭
台
（
Ｋ
ｒ
ｏ
ｎ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
　
:

ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｒ
）
に
は
、
教
会
の
祭
壇
の
燭
光
（
Ｗ
ａ
ｃ
ｈ
ｓ
l
i
c
h
ｔ
:
　
　
ｂ
ｏ
ｕ
ｇ
ｉ
ｅ
）
に
劣
ら

ぬ
高
価
な
蝋
燭
（
Ｋ
ｅ
ｒ
ｚ
ｅ
:

ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
）
の
光
が
輝
い
て
い
た
。
今
日
で
も
仏
国
の

首
都
パ
リ
（
Ｐ
ａ
ｒ
ｉ
ｓ
）
近
郊
に
歴
史
的
遺
物
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
ヴ
ェ
ル
サ
イ

ユ
（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ａ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｓ
）
宮
殿
の
諸
々
の
広
間
を
見
学
す
れ
ば
、
当
時
の
様
子
を
想
像
す

る
の
に
難
く
は
な
い
。
当
時
こ
の
フ
ラ
ン
ス
宮
庭
文
化
の
影
響
下
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ

小
邦
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
宮
庭
の
詩
人
ゲ
ー
テ
は
「
西
東
詩
集
（
Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ
-
ｏ
ｓ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ

Ｉ
）
７
呂
）
」
・
（
一
八
一
九
年
）
の
中
の
「
パ
ル
’
ゼ
人
の
書
（
Ｐ
ａ
ｒ
ｓ
i
　
Ｎ
ａ
ｍ
ｅ
ｈ
）
」
に

お
い
て
、
高
価
（
ｐ
ｒ
ｅ
ｃ
ｉ
ｅ
ｕ
ｘ
）
な
装
飾
用
釣
燭
台
の
輝
く
下
で
肌
も
あ
ら
わ
な
女
主

人
（

ｐ
ｒ
ｅ
ｃ
ｉ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
）
の
広
間
（
サ
ロ
ン
）
に
お
け
る
社
交
趣
味
（
ｐ
ｒ
ｅ
ｃ
ｉ
ｏ
ｓ
i
ｔ
ｅ

）
の

雰
囲
気
を
的
確
に
と
ら
え
、
次
の
よ
う
に
歌
っ
て
い
る
。

　
乏
０
ｄ
ｉ
ｅ
　
F
l
a
m
m
e
　
ｂ
ｒ
ｅ
ｎ
ｎ
ｔ
.
　
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
ｎ
ｎ
ｅ
ｔ
　
ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
d
i
ｓ
｡

　
H
e
l
l
　
i
ｓ
ｔ
　
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
｡
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｇ
ｌ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｄ
　
Ｋ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｅ
ｉ
ｄ
ｉ
ｆ
ｆ
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ハ
ッ
ブ
ル
ク
版
、
第
二
巻
、
一
〇
六
頁
）

　
炎
が
燃
え
る
所
で
、
汝
ら
喜
ば
し
き
知
識
を
得
よ
、

　
夜
は
明
る
く
、
四
肢
は
し
な
や
か
で
あ
る
。

こ
の
脈
絡
で
の
燭
光
に
関
し
Ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
　
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
:
　
ハ
イ
ネ
（
一
七
九
七
年
－

一
八
五
六
年
）
は
名
著
「
ロ
マ
ン
派
（
Ｄ
ｉ
ｅ
　
ｒ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｕ
ｌ
ｅ
）
Ｊ
（
一
八
三
二

年
－
一
八
三
三
年
）
に
お
い
て
、
門
閥
（
ｇ
ｒ
ｏ
Ｊ
ｉ
ｅ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
ｅ
巳
に
言
及
し
つ
つ
、

　
。
市
民
の
獣
脂
蝋
燭
で
は
な
く
、
貴
族
の
蜜
蝋
蝋
燭
が
主
人
の
食
卓
に
置
か
れ
る
旨

　
　
（
ｄ
ａ
Ｂ

　
ｎ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
　
　
　
b
i
i
ｒ
ｇ
ｅ
ｒ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
　
Ｔ
ａ
ｌ
ｇ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
　
　
　
ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｔ
　
　
　
ａ
ｄ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｒ
　
　
　
Ｗ
ａ
ｃ
ｈ
ｓ
ｋ
ｅ
ｒ
ｚ
ｅ
ｎ

四

－

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

　
ａ
ｕ
ｆ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｔ
ａ
ｆ
ｅ
ｌ
　
ｅ
ｅ
ｓ
ｅ
ｔ
ｚ
ｔ
　
w
ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
:

　
D
l
ｕ
ｔ
Ｓ
ｔ
　
ａ
ｕ
ｅ
　
　
ｄ
ｅ

ｖ
o
i
ｒ
　
　
ｌ
ａ

　
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
　
ｂ
ｏ
ｕ
ｒ
ｇ
ｅ
ｏ
ｉ
ｓ
ｅ
　
ｒ
ｅ
ｍ
ｐ
ｌ
ａ
ｃ
ｅ
ｒ
　
l
a
　
ｂ
ｏ
ｕ
ｇ
ｉ
ｅ
　
ａ
ｒ
i
ｓ
ｔ
ｏ
ｃ
ｒ
ａ
ｔ
i
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｓ
ｕ
ｒ
　
l
a
　
ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ

　
ｄ
ｅ
　
l
e
ｕ
ｒ
ｓ
　
ｓ
ｅ
ｉ
ｇ
ｎ
ｅ
ｕ
ｒ
ｓ
.
）
ｏ

　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
ａ
ｋ
ｕ
l
a
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
｡
第
八
巻
、
二
二
頁
‥
第
十
六
巻
、
二
一
三
頁
）

を
述
べ
て
い
る
。
市
民
の
照
明
は
獣
脂
ろ
う
そ
く
（
Ｔ
ａ
ｌ
ｇ
ｋ
ｅ
ｒ
ｚ
ｅ
）
か
油
燈
で
あ
っ

た
が
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
一
七
九
六
年
十
月
十
三
日
に
弟
に
宛
て
た
第
二
一
六
書
簡

で
語
る
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
「
一
台
の
油
燈
と
油
（
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
　
　
Ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ｅ
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
　
０
１
　
）
」

　
（
後
出
）
が
読
。
書
に
は
有
効
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
油
燈
（
０
　
Ｆ
ｍ
ｐ
ｅ
）
が
一

般
市
民
の
照
明
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
油
（
９
　
）
と
言
っ
て
も
当
時
は

石
油
（
Ｅ
ｒ
ｄ
ｏ
ｌ
）
が
未
だ
採
掘
さ
れ
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
「
世
界
で
最
初
の
石

油
井
戸
が
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
で
ほ
ら
れ
た
の
は
一
八
五
九
年
で
あ
る
」

　
（
岩
波
書
店
版
　
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
　
ｎ
ｏ
　
　
Ｚ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
.
一
九
六
四
年
　
八
六
〇
頁
）

か
ら
で
、
当
時
の
燈
油
は
動
植
物
性
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
パ
ソ
と
ぶ

ど
う
酒
」
第
一
句
末
尾
に
歌
わ
れ
て
い
る
・
「
燈
火
の
点
っ
た
街
路
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
-

ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
）

Ｊ
を
照
明
し
て
い
た
の
も
こ
の
油
燈
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、

次
に
一
八
五
〇
年
代
で
の
発
言
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

　
今
や
ガ
ス
燈
（
（
ｊ
ａ
ｓ
ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
の
工
事
が
始
ま
っ
て
、
つ
い
に
あ
の
鎖
つ
き
の
不
愉

　
快
な
油
燈
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｆ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｅ
ｎ
　
Ｏ
ｌ
ｌ
ａ
ｍ
Ｄ
ｅ
ｎ
　
m
i
ｔ
　
ｉ
ｈ
ｒ
ｅ
ｎ
　
Ｋ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｎ
）
が
姿
を
消
す
と
思
う
と
、

　
言
い
尽
く
せ
ぬ
満
足
を
感
じ
る
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（
Ｊ
ｅ
ｓ
a
m
m
e
l
ｔ
ｅ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
第
一
巻
、
二
六
九
頁
）

か
つ
て
の
帝
国
ハ
ン
ザ
（
Ｈ
ａ
ｎ
ｓ
ａ
）
都
市
リ
ュ
ー
ベ
。
ク
（
Ｌ
ｕ
ｂ
ｅ
ｃ
ｋ
）
の
都
市
貴
族

で
あ
っ
た
穀
物
商
の
末
裔
で
文
筆
家
と
な
っ
た
Ｔ
ｈ
ｏ
ｍ
ａ
ｓ
　
　
　
]
く
[
Ａ
Ｎ
Ｎ
:
　
マ
ン

　
（
一
八
七
五
年
－
一
九
五
五
年
）
は
、
商
会
一
家
の
没
落
を
描
い
た
長
編
小
説
「
ブ

デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
々
（
Ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｅ
ｎ
ｂ
ｒ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
）
Ｊ
の
第
六
巻
、
第
七
章
で
、
｀
ハ
ッ
ザ

都
市
貴
族
の
一
八
五
〇
年
代
の
発
言
と
し
て
上
記
の
言
説
を
記
し
て
い
る
。
蜜
蝋
蝋

燭
の
装
飾
用
釣
燭
台
を
室
内
の
広
間
に
暉
か
せ
た
都
市
貴
族
の
目
に
は
不
愉
快

｛
ｒ
ｇ
｝
）
で
１
　
か
な
か
っ
た
油
燈
（
０
　
ｌ
ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ｅ
）
が
、
し
か
し
な
が
ら
市
民
階
級
の



　
四
二
　
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学
。

　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
兄
弟
に
と
っ
て
は
貴
重
な
燈
火
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
既
出
、
第
二
一

　
六
書
簡
）
。

　
　
た
と
え
、
一
台
の
油
燈
と
油
Ｃ
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ｅ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
0
1
　
）
を
買
う
だ
け
に
必
要
な
お
金

　
　
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
ま
た
真
夜
中
か
ら
鶏
の
嗚
く
頃
ま
で
し
か
時
間
が
無
く
と

　
　
も
、
お
ま
え
は
哲
学
（
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉ
ｅ
）
を
学
ば
な
く
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ど

　
　
ん
な
折
で
も
兄
さ
ん
が
繰
り
返
し
言
っ
て
い
る
こ
と
で
、
お
ま
え
の
考
え
で
も
あ
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
六
巻
、
二
Ｉ
八
頁
）

　
す
で
に
‘
（
〔
こ
閣
〕
指
摘
し
た
よ
う
に
、
。
十
八
世
紀
啓
蒙
（
Ａ
ｕ
ｆ
ｋ
ｌ
ａ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
）
期

’
は
農
業
の
世
紀
（
Ｏ
ｋ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｈ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｔ
）
で
あ
っ
た
。
七
か
し
、
こ
の

　
産
業
の
生
産
力
の
増
加
と
そ
れ
に
伴
な
う
富
の
蓄
積
が
す
べ
て
生
産
者
で
あ
る
農
民

、
層
に
還
元
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
・
既
出
（
〔
三
〕
剛
）
の
エ
ン
グ
ル
ス

　
　
　
ｗ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ご
の
分
析
に
明
確
に
示
さ
れ
’
て
い
る
よ
う
に
、
‐
こ
の
農
業
生
産
力
の
基
礎
の
上
に
特
権
‘
・

　
階
級
や
宮
庭
の
華
美
が
、
例
え
ば
唯
今
言
及
し
た
蜜
蝋
蝋
燭
の
装
飾
用
釣
燭
台
が
煌

　
煌
と
輝
き
、
夜
を
も
昼
と
せ
ん
ほ
ど
の
勢
い
で
燃
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ヘ

　
ル
ダ
ー
リ
ン
が
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
で
優
し
い
眼
差
を
落
と
す
の
は
、
そ

　
の
よ
う
な
栄
華
の
輝
き
で
は
な
い
。

　
　
Ｃ
Ｏ
　
　
　
　
Ｅ
ｒ
i
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ

　
今
ま
で
見
て
き
た
華
美
な
光
輝
と
は
対
照
的
な
、
さ
さ
や
か
な
燈
火
を
語
る
の
が

思
想
詩
の
第
｝
句
後
半
に
位
置
す
る
形
容
詞
Ｃ
ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
》
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
･
　
■
　
　
　
ｓ
ｔ
i
ｕ
　
w
i
ｒ
ａ
　
ａ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
ひ
っ
そ
り
と
街
路
に
燈
火
が
と
も
り
、

こ
の
形
容
詞
を
英
訳
は
情
緒
豊
か
に
Ｃ
ｉ
ｎ
　
ｐ
ａ
ｌ
ｅ
　
ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

＞
（
二
四
三
頁
）
と

当
時
の
情
景
を
偲
ば
せ
る
意
訳
で
示
し
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
油
燈
（
Ｏ
ｌ
ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ｅ
）

が
光
源
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
日
我
々
が
見
慣
れ
て
い
る
照
明
と
は
随
分
違
う
も

の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
、
引
用
し
た
マ
ン
の
小
説
（
〔
三
〕
剛
）
に
登
場
す
る
華

美
に
慣
れ
た
豪
商
が
「
不
愉
快
な
油
燈
「
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｆ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｅ
ｎ
　
０
１
　
ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ｅ
已
」
と
唾
棄

し
て
い
る
の
も
不
思
議
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
長
編
小
説
「
ブ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の

人
々
」
か
ら
の
引
用
に
再
び
注
目
し
て
み
よ
う
。
豪
商
は
、
こ
の
油
燈
に
対
し
て
、

近
代
的
な
「
ガ
ス
燈
の
照
明
（
（
ｊ
ａ
ｓ
ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
を
対
置
さ
せ
て
い
る
。
ま
ず

問
題
と
し
た
い
の
は
Ｃ
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
と
Ａ
^
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＞
の
違
い
で
あ
る
。

思
想
詩
の
第
Ｔ
句
は
Ｃ
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
》
と
は
語
ら
な
い
で
、
《
ｄ
ｉ
ｅ

ｅ
ｒ
Ｊ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
　
Ｏ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
》
と
歌
っ
て
い
る
。
の
で
あ
る
。
所
謂
、
電
飾
（
　
I
l
l
ｕ
m
i
-

ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の
輝
か
し
さ
（
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
を
こ
こ
’
に
『
読
み
七
る
こ
と

‘は
困
難
で
あ

る
。
。
さ
り
げ
な
く
街
角
に
点
る
さ
さ
。
や
か
な
光
と
し
て
、
こ
こ
で
は
Ｃ
　
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
-

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ｉ
Ｉ

ｇ
ａ
》
が
考
え
ら
れ
る
。
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
‘
　
　
　
　
　
　
。
＼
『

　
立
ち
入
っ
て
考
え
て
み
る
に
、
こ
の
燈
火
は
一
体
ど
こ
に
点
さ
れ
て
『
い
る
の
で
あ
’

ろ
う
か
。
先
の
長
編
小
説
よ
り
の
引
用
を
思
い
返
し
て
み
る
と
、
「
油
燈
は
鎖
で
繋

が
れ
て
い
る
（
０
　
ｌ
ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ｅ
ｎ
ヨ
i
ｔ
　
i
h
ｒ
ｅ
ｎ
　
Ｋ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｎ
）
」
と
あ
る
。
街
路
の
両
脇
の
家

屋
か
ら
鎖
で
油
燈
を
吊
し
て
い
た
と
想
像
で
き
る
。
こ
の
様
は
、
今
日
で
も
ド
イ
ツ

の
浪
漫
的
街
道
（
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
ｒ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
Ｂ
ｅ
　
）
を
ゆ
く
と
、
ロ
マ
ン
主
義
時

代
の
照
明
様
式
を
歴
史
的
遺
産
と
し
て
保
存
し
て
い
る
タ
ウ
バ
ー
川
沿
い
の
田
舎
町

ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
（
　
Ｒ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
　
ｏ
ｂ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｔ
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
こ
に
お
い
て
、
街
路
の
両

脇
の
家
屋
か
ら
吊
ら
れ
た
角
燈
（
Ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
）
に
、
過
ぎ
し
日
を
偲
ば
せ
る
燈
火
が

点
っ
て
い
る
。
こ
０
　
燈
火
が
当
時
の
ド
イ
ツ
で
は
相
当
つ
つ
ま
し
や
か
で
あ
っ
た
よ

う
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ブ
リ
ュ
フ
ォ
ー
ド
が
、
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
著
作
家

Ｗ
.
　
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
:
ハ
ウ
イ
。
ト
｛
一
七
九
二
年
－
｝
八
七
九
年
）
の
著
書
「
ド

イ
ツ
の
農
村
と
家
庭
で
の
生
活
（
Ｔ
ｈ
ｅ
　
ｒ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｏ
ｍ
ｅ
ｓ
ｔ
i
c
　
l
i
f
e
　
ｏ
ｆ
　
Ｇ
ｅ
ｒ
m
a
-

ｎ
ｙ
）
」
（
一
八
四
二
年
）
か
ら
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
引
用
を
示
し
て
い
る
。

　
市
街
は
、
月
の
な
い
闇
夜
に
限
ら
れ
る
が
、
燈
火
に
よ
っ
て
ど
う
に
か
こ
う
に
か
　
照
ら
さ

　
れ
て
い
る
。
そ
の
角
燈
は
フ
ラ
ン
ス
で
の
よ
う
に
、
街
路
に
さ
し
渡
し
た
綱
か
ら
吊
り
下
が

　
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
ち
ら
り
と
瞬
く
と
思
う
と
、
遠
く
離
れ
た
所
で
ま
た
ぽ
つ
り
と
別
の
油



　
燈
が
か
す
か
に
点
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
こ
一
頁
）

　
「
街
路
に
さ
し
わ
た
し
た
綱
（
ａ
　
ｒ
ｏ
ｐ
ｅ
　
ａ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
　
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
　
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
）
」
と
言
う
表
現

を
文
字
通
り
取
れ
ば
、
マ
ン
の
語
る
「
鎖
（
Ｋ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
）
Ｊ
よ
り
も
、
一
層
と
古
め
か

し
い
和
や
か
な
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
来
る
。
果
た
し
て
、
思
想
詩
・
第
一
句
の

＜
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＞
は
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
街
路
の
角
燈
だ
け
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
以
外
に
燈
火
の
点
る
場
所
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ

い
て
興
味
深
い
発
言
は
’
、
フ
ラ
ン
ス
の
歴
’
史
家
Ｊ
ｕ
ｌ
ｅ
ｓ
　
　
　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
:

ミ
シ
ュ
レ
ー
（
一
七
九
八
年
－
一
八
七
四
年
）
が
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
（
H
i
ｓ
ｔ
o
i
ｒ
ｅ

ｄ
ｅ
　
ｌ
ａ
　
Ｒ
ｅ
ｖ
o
l
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ａ
ｉ
ｓ
ｅ
）
」
（
一
八
四
七
年
－
一
八
五
三
年
）
に
お
い
て
、

国
会
が
王
の
死
刑
の
旨
を
宣
告
し
た
一
七
九
三
年
一
月
一
七
日
の
夜
に
つ
い
て
記
し

て
い
る
言
葉
で
あ
る
（
第
九
巻
、
第
十
二
章
）
。

　
長
い
審
議
は
夜
十
一
時
に
終
っ
た
。
作
い
並
ハ
の
安
全
の
た
め
に
、
市
街
全
域
の
照
明
E
l
ｕ
m
i
n
a
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

　
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｌ
ｅ
）
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
ほ
ど
不
気
味
な
も
の
は
無
い
。
至
る
所
、
窓
辺
の
光

　
（
l
ｕ
m
i
e
ｒ
ｅ
ｓ
　
ａ
ｕ
ｘ
　
ｆ
ｅ
ｎ
ｅ
ｔ
ｒ
ｅ
ｓ
）
が
、
ひ
と
気
の
な
い
街
路
を
照
ら
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
i
b
l
i
o
ｔ
ｈ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
l
a
　
Ｐ
ｌ
ｅ
ｉ
ａ
ｄ
ｅ
.
　
第
二
巻
、
一
七
六
頁
）

ミ
シ
ュ
レ
ー
が
、
街
路
の
角
燈
に
つ
い
て
語
る
か
わ
り
に
、
窓
辺
の
光
（
ｌ
ｕ
m
i
e
ｒ
ｅ
ｓ

ａ
ｕ
ｘ
　
ｆ
ｅ
ｎ
Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｓ
）
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
の
が
注
目
に
値
す
る
。
翻
っ
て
、
思
想
詩
・

第
一
句
後
半
の
Ｃ
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
を
「
窓
辺
の
光
」
と
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。

　
再
び
、
ハ
ウ
イ
。
ト
の
「
ド
イ
ツ
の
農
村
と
家
庭
で
の
生
活
」
の
叙
述
に
注
意
し

て
み
よ
う
。
そ
こ
で
は
、
「
市
街
は
、
月
の
な
い
闇
夜
に
限
ら
れ
る
が
、
燈
火
に
よ
っ

て
ど
う
に
か
こ
う
に
か
照
ら
さ
れ
て
い
る
（
Ｔ
ｈ
ｅ
　
ｔ
ｏ
w
ｎ
ｓ
｡
　
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｔ
ｈ
ａ
ｔ
　
　
ｏ
ｎ
ｌ
ｙ
　
ｏ
ｎ

ｄ
ａ
ｒ
ｋ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｍ
ｏ
ｏ
ｎ
ｌ
ｅ
ｓ
ｓ
　
ｎ
ｉ
ｅ
ｈ
ｔ
ｓ
｡
　
ａ
ｒ
ｅ
　
ｂ
ａ
ｄ
ｌ
ｖ
　
l
i
ｔ
　
ｂ
ｖ
　
ｌ
ａ
ｍ
Ｄ
ｓ
）
『
。
』
と
あ
る
。
つ
ま

り
、
街
路
の
照
明
と
月
夜
と
は
共
存
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

を
念
頭
に
置
い
て
、
思
想
詩
・
第
一
節
を
読
み
す
す
ん
で
み
よ
う
。

四
三

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

　
十
四
、
’
Ｓ
ｉ
ｅ
ｈ
!
　
　
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
'
　
　
ｄ
ａ
ｓ

　
Ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｔ
ｔ
ｅ
ｎ
ｂ
ｉ
ｌ
ｄ

　
　
　
ｕ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｅ
ｒ

　
　
　
Ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
.
　
　
　
　
ｄ
ｅ
ｒ

　
　
　
Ｍ
ｏ
ｎ
ｄ

　
十
五
Ｋ
ｏ
ｍ
ｍ
ｅ
ｔ
　
ｇ
ｆ
ｅ
ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
　
　
ｎ
ｕ
ｎ
　
ａ
ｕ
ｃ
ｈ
;
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
w
ａ
ｒ
m
e
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
｡
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
t

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
k
o
m
m
ｔ
.

　
土
ハ
、
　
V
o
l
l
　
ｒ
A
i
ｔ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｎ
　
.
：

　
　
　
　
　
見
よ
、
わ
れ
ら
の
大
地
の
影
像
　
月
も
い
ま
。

　
　
　
　
　
ひ
そ
や
か
に
立
ち
昇
る
。
思
念
に
酔
う
夜
が

　
　
　
　
　
満
天
の
星
を
ぢ
り
ば
め
て
や
っ
て
き
た
の
だ
。

月
（
Ｋ
ｏ
乱
）
の
み
な
ら
ず
、
。
満
天
の
星
を
ち
り
は
め
た
夜
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
…
＼

V
o
l
l
　
m
i
ｔ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｎ
）
の
大
自
然
の
明
る
さ
は
、
街
路
の
照
明
な
ど
必
要
と
す
る

で
あ
ろ
う
が
・
勿
論
こ
れ
は
、
虚
構
（
。
９
・
ぼ
自
巴
の
世
界
の
出
来
事
で
あ
る
か

ら
、
読
者
は
当
時
の
歴
史
的
現
実
に
足
を
ひ
っ
ぱ
ら
れ
、
可
想
界
へ
の
自
由
な
飛
翔

を
妨
げ
ら
れ
る
謂
を
持
た
な
い
。
だ
が
、
思
想
詩
・
第
」
句
後
半
の
Ｃ
　
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
-

ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＞
を
「
窓
辺
の
光
」
と
解
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
光
明
は
、
人
の
住
居
に
よ
り
近

く
、
心
の
内
を
点
す
燈
火
と
し
て
映
え
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
別
の
角
度
か
ら
＜
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＞
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
ル
ー
の
仏
訳

C
i
l
l
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
＾
"
（
八
〇
八
頁
）
、
ヴ
ィ
ゴ
ー
ロ
の
伊
訳
C
i
l
l
ｕ
m
i
n
a
ｔ
ａ
＾
（
一
〇
一

頁
）
『
と
も
に
C
l
l
l
ｕ
m
i
n
a
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
＾
を
語
っ
て
い
る
。
先
程
、
《
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＾

と
の
関
連
で
、
こ
れ
を
後
世
の
「
電
飾
」
に
関
連
づ
け
た
が
、
少
く
と
も
独
語
に

入
っ
た
C
l
l
l
ｕ
m
i
n
a
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
》
に
関
し
て
は
、
そ
れ
に
相
応
す
る
華
美
が
十
分
に

感
じ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
Ｊ
ａ
ｋ
ｏ
ｂ
こ
七
八
五
年
－
一
八
六
三
年
）
／
Ｗ
ｉ
ｌ
ｈ
ｅ
ｌ
ｍ

｛
｝
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
:
グ
リ
ム
（
一
七
八
六
年
－
Ｔ
八
五
九
年
）
兄
弟
の
創
始
に
な
る

　
「
ド
イ
ツ
語
辞
典
（
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
　
　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
）
　
Ｊ
（
Ｌ
ｅ
ｉ
ｐ
ｚ
i
g
｛
H
i
ｒ
ｚ
e
l
｝

一
八
五
四
年
―
一
九
七
一
年
）
に
お
け
る
<
Ｃ

ｉ
ｌ
ｌ
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
＾
の
頃
に
ヽ
は
、
こ
の
関

連
で
の
次
の
説
明
が
見
い
出
せ
る
。

　
l
l
l
ｕ
m
i
ｒ
ｎ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
｡
’
ｇ
ｅ
ｂ
ａ
ｕ
ｄ
ｅ

　

　
　
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ

　

　
ｂ
ａ
ｕ
ｍ
ｇ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
　
　
　
　
　
ｚ
ｕ
ｒ
　
　
　
　
ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
ｚ
e
i
ｔ
　
　
　
　
m
i
ｔ

．
ｂ
ｒ
ｅ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ｅ
ｎ
　
ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
l
i
c
h
　
ａ
ｕ
ｓ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｉ
ｉ
ｃ
ｋ
ｅ
ｎ
.

　
　
ｄ
ａ
ｚ
ｕ
　
ｄ
ａ
ｓ
　
ｆ
ｅ
r
ｎ
｡

　
i
l
l
ｕ
m
i
-

ｊ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
.
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
七
七
年
刊
、
第
四
巻
、
第
二
分
冊
、
二
〇
六
〇
段
）



四
四

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学

こ
こ

゛で
は
女
性
名
詞
の
C
l
l
l
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
》
を
も
含
め
て
、
『
「
建
物
と
か
並
木
道

を
夜
間
、
燃
え
る
油
燈
で
華
麗
に
飾
り
立
て
る
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
一
八
〇

七
年
に
刊
行
さ
れ
た
Ｊ
ｏ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｍ
　
　
　
Ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
　
　
　
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｅ
:
カ
ム
ペ
　
（
一
七
四

六
年
－
一
八
一
八
年
）
の
「
ド
イ
ツ
語
辞
典
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
　
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

Ｓ
ｐ
ｒ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
）
Ｊ
｛
一
八
〇
七
年
－
一
八
｝
八
年
）
の
第
一
巻
で
は
、
こ
の
A

V
　
i
l
l
ｕ
m
i
-

ｎ
ｉ
ｅ
ｒ
ｎ
＞
の
意
味
を
、
狭
義
（
Ｉ
ｎ
　
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
ｅ
ｒ
　
　
Ｂ
ｅ
ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
の
<
Ｃ

ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
》

の
意
味
と
し
て
、
「
多
く
の
明
か
り
や
油
燈
で
明
る
く
す
る

・
（
イ
ル
ミ
ニ
’
－
レ
ン
）
。

家
。
や
庭
な
ど
を
照
明
す
る
。
町
中
は
彼
の
栄
誉
ゆ
え
に
照
明
さ
れ
た
（
Ｕ
ｉ
ｅ
　
ｇ
ａ
ｎ
ｚ
ｅ

Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
　
w
ｕ
ｒ
ｄ
ｅ
　
ｉ
ｈ
ｍ
　
ｚ
ｕ
　
Ｅ
ｈ
ｒ
ｅ
ｎ
　
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
）
°
Ｊ
（
九
八
九
頁
）
と
説
明
し
、
・
祝

祭
の
よ
う
な
特
殊
な
場
合
に
語
義
を
限
定
し
て
い
る
。
と
に
か
く
独
語
の
＜
I
1
-

ｌ
ｕ
m
i
n
a
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
》
は
華
美
な
照
明
と
し
て
。
理
解
さ
れ
る
の
・
で
あ
る
○
　
、
”

　
と
こ
ろ
が
、
伊
語
。
仏
語
の
八
Ｅ
ｕ
m
i
n
a
ｔ
i
o
:
　
　
　
i
l
l
ｕ
m
i
n
a
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
》
は
そ
う
と

は
限
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
成
立
し
た
仏
大
革

命
期
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
ｄ
ｌ
ｌ
ｕ
m
i
n
a
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
＞
は
別
様
に
解
し
得
る
。
革
命
の

只
中
、
一
七
九
九
年
に
出
版
さ
れ
た
「
仏
学
士
院
の
辞
書
・
（
Ｄ
ｉ
ｃ
ｔ
ｉ
０
ｎ
ｎ
ａ
ｉ
ｒ
ｅ
　
　
ｄ
ｅ

１
　
Ａ
ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｅ
　
ｉ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ａ
ｉ
ｓ
ｅ
）
」
第
五
版
（
一
七
九
八
年
－
一
七
九
九
年
）
の
上
巻

（
Ｐ
ａ
ｒ
i
ｓ
.
　
Ｊ
.
　
Ｊ
.
　
Ｓ
ｍ
ｉ
ｔ
ｚ
　
ｅ
ｔ
　
Ｃ
＾
書
店
刊
）
七
〇
七
頁
に
は
、

　
Ｔ
ｏ
ｕ
ｔ
ｅ
　
l
a
　
ｖ
i
l
l
e
　
ｅ
ｔ
０
ｉ
ｔ
　
i
l
l
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
　
ｐ
ａ
ｒ
　
l
e
ｓ
　
ｆ
ｅ
ｕ
ｘ
　
ｄ
ｅ
　
ｊ
ｏ
ｉ
ｅ
　
ｑ
ｕ
'
ｏ
ｎ
　
ａ
ｖ
ｏ
ｉ
ｔ
　
ａ
ｌ
ｌ
ｕ
m
e
ｓ

　
ｄ
ａ
ｎ
ｓ
　
l
e
ｓ
　
ｒ
ｕ
ｅ
ｓ
.

　
市
街
全
域
は
街
路
に
と
も
さ
れ
た
喜
び
の
炎
に
よ
り
照
明
さ
れ
て
い
た
。

と
云
ラ
街
路
照
明
の
み
な
ら
ず
、

　
（
＾
ｅ
　
Ｐ
ａ
ｙ
ｓ
　
l
a
　
ｎ
　
ａ
ｖ
o
i
ｔ
　
ｐ
ａ
ｓ
　
ｅ
ｎ
ｃ
ｏ
ｒ
ｅ
　
ｅ
ｔ
ｅ
　
i
l
l
ｕ
m
i
n
e
　
ｐ
ａ
ｒ
　
1
　
Ｅ
ｖ
ａ
ｎ
ｅ
ｉ
ｌ
ｅ
.

　
そ
の
国
は
福
音
の
（
啓
示
の
）
先
に
よ
っ
て
未
だ
照
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

と
言
っ
た
霊
魂
に
お
け
る
C
i
i
-
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
例
え

　
ば
、
こ
の
聖
な
る
光
を
人
間
に
求
め
た
所
謂
「
啓
蒙
主
義
」
を
伊
語
で
は
C
i
l
l
ｕ
m
i
-

　
ｎ
ｉ
ｓ
m
o
》
と
表
現
す
る
（
U
i
ｚ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
　
　
ｄ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
　
　
　
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
ｕ
ｅ
よ
ｔ
ａ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
　
　
ｅ
　
　
　
ｔ
ｅ
ｄ
ｅ
ｓ
ｃ
ａ
.

　
Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
　
　
　
Ｌ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｃ
０
ｇ
ｒ
ａ
ｆ
ｉ
ｃ
０
Ｓ
ａ
ｎ
ｓ
ｏ
ｎ
ｉ
編
、
Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ
ｎ
ｚ
ｅ
／
吻
ｏ
日
Ｑ
／
Ｗ
ｉ
ｅ
ｓ
ｂ
ａ
-

　
ｄ
ｅ
ｎ
　
Ｃ
Ｓ
ａ
ｎ
ｓ
ｏ
ｎ
ｉ
／
Ｂ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
ｔ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｊ
　
一
九
七
〇
年
、
第
一
部
、
六
五
五
頁
）
。

　
　
こ
の
関
連
を
考
え
て
み
る
に
、
･
Ｃ
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
:
　
　
　
i
l
l
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
:
　
　
　
i
l
l
ｕ
m
i
-

　
ｎ
ａ
ｔ
i
o
》
が
、
ひ
と
え
に
燈
火
の
光
を
英
訳

‘
（
i
n
　
ｐ
ａ
ｌ
ｅ
　
ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
）
の
よ
う
に

　
具
体
的
に
想
像
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
更
に
よ
り
広
い
連
関
へ
と
か
・
か
わ
る
こ
と
が
解

　
る
。
ち
な
み
に
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
五
歳
年
下
の
学
友
Ｆ
ｎ
ｅ
ｄ
ｎ
ｃ
ｈ
　
Ｗ
ｉ
ｌ
ｈ
ｅ
ｌ
ｍ

　
｀
　
　
’
Ｉ
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

　
Ｊ
ｏ
ｓ
ｅ
ｐ
ｈ
　
　
　
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
:
シ
ュ
リ
ン
ク
（
Ｔ
七
七
五
年
－
一
八
五
四
年
）
ぐ

・
が
親
友
ヘ
ー
ゲ
ル
に
宛
て
た
手
紙
こ
七
九
六
年
一

’
月
ｙ
に
’
は
、
　
　
　
　
’

　
　
ぼ
く
が
民
主
主
義
者
（
９
１
０
町
町
）
だ
と
か
、
啓
蒙
主
義
者
（
Ａ
ｕ
ｆ
ｋ
ｉ
ａ
ｒ
ｅ
ｒ
）
だ
と
か
、

　
　
啓
明
主
義
者
（
I
l
l
ｕ
m
i
n
a
ｔ
）
だ
と
か
、
ぽ
く
の
こ
と
で
そ
こ
こ
こ
の
人
々
が
か
も
し
だ
し
。

　
　
て
い
る
嫌
疑
（
Ｆ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
）
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヘ
ー
ゲ
ル
:
　
Ｂ
ｒ
ｉ
ｅ
ｆ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ａ
ｎ
　
Ｈ
ｅ
ｇ
ｅ
ｌ
.
第
一
巻
、
三
五
頁
）

　
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
啓
蒙
主
義
（
Ａ
ｕ
ｆ
ｋ
ｌ
ａ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
　
）
と
並
ん
で
、
啓
明
主
義

　
(
　
I
l
l
ｕ
m
i
n
i
ｓ
m
ｕ
ｓ
:
　
　
　
i
l
l
ｕ
m
i
n
i
ｓ
m
o
　
:
　
　
　
i
l
l
ｕ
m
i
n
i
ｓ
m
e
）
が
当
時
の
進
歩
（
保
守

　
か
ら
み
れ
ば
危
険
）
思
想
の
脈
絡
に
並
置
さ
れ
て
い
る
。
啓
明
主
義
者
（
I
l
l
ｕ
m
i
n
a
ｔ
）

　
を
独
語
ら
し
く
表
現
す
れ
ば
当
然
Ｃ
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
》
と
な
り
一
層
現
実
味
が
増

　
す
。
こ
の
よ
う
に
Ｃ
Ｊ
ｉ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
:
　
ｉ
ｌ
ｌ
ｕ
m
i
n
a
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
》
が
当
時
で
は
政
治
的
脈
絡

　
に
ま
で
関
連
し
、
「
淡
い
燈
火
の
光
」
（
既
出
英
訳
）
の
甘
美
な
夢
想
に
留
ま
っ
て

　
お
れ
な
い
の
で
あ
る
。
唯
今
引
用
し
た
言
葉
は
更
に
、
シ
ェ
リ
ン
グ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
に

　
宛
て
た
別
の
手
紙
（
一
七
九
五
年
七
月
二
十
一
日
）
に
見
い
出
せ
る
一
連
の
表
現
と

　
対
比
し
て
み
る
と
き
明
白
な
意
味
を
見
い
出
せ
る
と
思
わ
れ
る
。

ぼ
く
た
ち
の
哲
学
的
去
勢
者
の
暴
政
（
Ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
i
ｓ
m

ｕ
ｓ
　
ｕ
ｎ
ｓ
ｒ
ｅ
ｒ
　
ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉ
-

ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｈ
ａ
ｌ
ｂ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
）
　
･
　
･
　
･
道
徳
的
暴
政
（
m
o
ｒ
a
l
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
i
ｓ
m
ｕ
ｓ
）
・
：
政

治
的
暴
政
　
（
p
o
l
i
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
i
ｓ
m
ｕ
ｓ
）
…
無
知
蒙
昧
（
Ｉ
ｇ
ｎ
ｏ
ｒ
ａ
ｎ
ｚ
　
）
'
迷
信



　
（
Ａ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
ｌ
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
）
、
そ
し
て
狂
信
（
Ｓ
ｃ
ｈ
w
ａ
ｒ
m
e
ｒ
e
i
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
巻
、
二
七
頁
）

既
存
の
封
建
制
度
と
癒
着
し
た
体
制
既
成
宗
教
、
例
え
ば
イ
エ
ズ
ス
会
（
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ａ
ｓ

Ｊ
ｅ
ｓ
ｕ
　
　
:
　
　
Ｊ
ｅ
ｓ
ｕ
ｉ
ｔ
ｅ
ｎ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
）
の
反
対
勢
力
と
し
て
啓
明
結
社
（
Ｉ
Ｕ
ｕ
m
i
n
a

ｔ
ｅ
ｎ
ｏ
ｒ
-

ｄ
ｅ
ｎ
）
は
、
ア
ン
グ
ロ
ー
サ
ク
ソ
ン
系
の
自
由
石
工
結
社
（
Ｓ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
　
　
　
m
a
ｓ
ｓ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
　
:

Ｆ
ｒ
e
i
m
a
ｕ
ｒ
ｅ
ｒ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
）
と
と
も
に
、
代
表
的
な
十
八
世
紀
０
　
秘
密
結
社
で
あ
っ
た
。

こ
の
啓
明
結
社
は
、
カ
ド
リ
。
ク
信
仰
の
国
で
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
勢
力
の
強
か
っ
た

バ
イ
エ
ル
ン
に
お
い
て
、
「
イ
エ
ズ
ス
会
の
最
も
尖
鋭
な
論
敵
」
（
上
智
大
学
編

　
「
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
」
第
二
巻
、
・
一
四
九
頁
、
八
U
l
ｕ
m
i
n
a
ｔ
ｅ
ｎ
》
の
項
）
と
言

わ
れ
る
Ａ
ｄ
ａ
ｍ
　
･
　
Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｕ
Ｐ
Ｔ
　
:
ヴ
ァ
イ
ス
ハ
ウ
プ
ト
（
一
七
四
八
年
－

一
八
三
〇
年
）
に
よ
り
一
七
七
八
年
に
設
立
さ
れ
た
。
’
フ
ラ
ー
ン
ス
の
独
文
学
者

Ｐ
ｉ
ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
　
　
　
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｕ
Ｘ
（
ベ
ル
ト
ー
）
の
論
文
「
ヘ
ル
ダ
リ
ー
ン
と
仏
革
命

（
Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
i
n
　
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｚ
ｏ
ｓ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
　
Ｒ
ｅ
ｖ
o
l
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）

Ｊ
（
一
九
六
九
年
）

に
お
い
て
、
宗
教
や
精
神
史
と
の
み
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
を
か
か
わ
ら
せ
る
こ
と
に
対
す

る
難
点
が
指
摘
さ
れ
て
以
来
、
研
究
史
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
を
こ
の
啓
明
主
義
運
動
に

ま
で
関
連
さ
せ
る
に
至
っ
て
い
る
（
Ｈ
ａ
ｎ
ｓ
　
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｌ
:
グ
ラ
ス
ル
「
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
と
啓
明
主
義
者
た
ち
（
Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
i
n
'
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｉ
ｌ
ｌ
ｕ
m
i
n
a
ｔ
ｅ
ｎ
　
）
Ｊ
　
一
丸
七
一

年
）
。
フ
ラ
ン
ス
の
別
の
ド
イ
ツ
研
究
で
は
哲
学
者
Ｊ
ａ
ｃ
ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
　
　
　
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
）
Ｈ

　
（
オ
ン
ト
）
が
、
ベ
ル
ト
ー
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
論
文
に
一
年
先
立
つ
ヘ
ー
ゲ
ル
論
文

　
「
知
ら
れ
ざ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
（
Ｈ
ｅ
ｇ
ｅ
ｌ
　
ｓ
ｅ
ｃ
ｒ
ｅ
ｔ

）
Ｊ
（
一
九
六
八
年
）
に
お
い
て
、
啓

明
主
義
運
動
と
仏
大
革
命
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
明
瞭
に
ま
と
め
て
い
る
（
八
〇
頁
１

八
一
頁
）
。

　
啓
明
主
義
運
動
は
バ
イ
エ
ル
ン
で
は
押
し
潰
さ
れ
、
一
七
八
五
年
頃
組
織
と
し
て
は
壊
滅
し

　
た
が
、
外
国
た
と
え
ば
ザ
ク
セ
ン
ー
『
そ
こ
で
は
ボ
ー
デ
が
残
力
少
な
い
生
涯
を
こ
の
運
動

　
に
棒
げ
た
Ｉ
あ
る
い
は
ま
だ
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
、
そ
し
て
恐
ら
く
フ
’
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
い

　
て
散
発
的
に
存
続
し
た
。
し
か
し
、
組
織
自
体
の
解
体
後
も
、
啓
明
主
義
の
精
神
は
最
も
啓

　
発
さ
れ
た
ド
イ
ツ
人
、
こ
の
’
？
え
な
く
大
胆
な
改
良
主
義
的
ド
イ
ツ
人
を
鼓
舞
し
続
け
た
と

四
五

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
啓
明
結
社
員
達
が
そ
の
犠
牲
と
な
っ
た
盲
目
的
な
過
度
の
抑
圧
の
た
め
に
、
彼
ら
は
蒙
昧

主
義
と
専
制
に
対
す
る
闘
争
の
一
種
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
勃

発
に
よ
っ
て
、
世
論
が
彼
ら
の
企
て
に
対
し
て
懐
旧
の
想
い
を
込
め
て
与
え
て
い
た
意
味
の

再
解
釈
と
急
進
化
か
も
た
ら
さ
れ
た
。

　
当
初
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
社
会
層
及
び
そ
の
固
有
の
傾
向
に
応
じ
て
、

共
感
あ
る
い
は
茫
然
自
失
の
表
情
で
迎
え
ら
れ
た
が
、
次
第
に
警
戒
の
念
と
、
革
命
に
よ
っ

て
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
人
々
の
増
大
す
る
敵
意
を
引
き
起
こ
す
よ
う
に
な
る
。
君
主

や
宮
庭
か
ら
出
発
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
対
す
る
抵
抗
運
動
は
、
少
し
ず
つ
貴
族
階
級
全
体
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、
そ
し
て
最
初
は
自
由
、
平
等
、
博
愛
の
標
語
を
熱
狂
的
に
受
け
入
れ
た

知
識
人
達
に
さ
え
広
が
っ
て
ゆ
く
様
相
を
見
せ
る
。
そ
の
時
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
対
す
る
告

発
と
激
し
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
開
始
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
異
を
唱
え
る
の
は
、
大
衆

か
ら
離
れ
た
何
人
か
の
自
由
な
精
神
の
持
主
だ
け
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
こ
の
反
革
命
的
、

反
フ
ラ
ン
ス
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
反
啓
明
主
義
運
動
に
接
木
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
啓
明
主

義
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
、
フ
ラ
ン
ス
び
い
き
は
一
緒
く
た
に
さ
れ
て
、
同
じ
弾
刻
に
さ
ら
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
反
対
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
友
、
革
命
的
理
想
の
最
後
の
擁
護
者
達
は
、

と
り
わ
け
昔
の
啓
明
結
社
員
や
そ
の
精
神
的
継
承
者
の
中
か
ら
募
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
塚
勝
久
訳
）

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
、
オ
ン
ト
の
語
る
「
フ
ラ
ン
ス
の
友
、
革
命
的
理
想
の
最
後
の
擁

護
者
」
で
あ
っ
た
点
は
、
ベ
ル
ト
ー
の
前
掲
論
文
の
力
説
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
「
君
主
や
宮
庭
か
ら
出
発
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
対
す
る
抵
抗
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
文
学
史
上
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
「
疾
風
怒
濤
か
ら
初
期
ロ
マ
ン

派
の
若
き
旗
手
へ
と
受
け
継
が
れ
た
彼
の
進
歩
的
で
革
命
的
な
醗
酵
素
を
何
も
か
も

排
斥
す
る
傾
向
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
Ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
ｚ
｡
　
　
a
l
l
e
　
　
ｊ
ｅ
ｎ
ｅ
　
　
ｆ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
i
ｔ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
-

l
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｒ
ｅ
ｎ
　
　
　
Ｆ
ｅ
ｒ
ｒ
t
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
　
　
　
ｚ
ｕ
　
　
　
ｂ
ｅ
ｓ
e
i
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
｡
　
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
　
　
ｉ
ｈ
ｒ
e
m
　
　
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｒ
m
　
　
　
ｕ
ｎ
ｄ

Ｉ
）
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
　
　
　
ａ
ｕ
ｓ
　
　
　
　
ａ
ｎ
　
　
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
　
i
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
　
　
　
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｔ
ｒ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
　
　
　
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
　
　
Ｆ
ｒ
ｉ
ｉ
ｈ
ｒ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

Ｓ
ｃ
ｈ
ｕ
ｌ
ｅ
　
　
　
w
e
i
ｔ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｇ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
　
　
　
w
ｕ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
　
）
」
（
Ｇ
ｉ
ｕ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ
ｏ
　
　
　
Ｂ
Ａ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
、
‥
　
バ
イ
オ
ー

ニ
「
古
典
主
義
と
革
命
　
ゲ
ー
テ
と
仏
革
命
（
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｃ
ｉ
ｓ
m
o
　
　
　
ｅ
　
　
　
Ｒ
ｉ
ｖ
o
l
ｕ
-

ｚ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
.
　
　
　
　
　
Ｇ
ｏ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
　
　
ｅ
　
　
　
ｌ
ａ
　
　
　
R
i
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｚ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
　
　
　
ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｓ
ｅ
）
」
第
五
章
よ
り
の
抜
粋

独
訳
。
八
三
頁
）
と
し
て
理
解
さ
れ
る
宮
庭
詩
人
ゲ
ー
テ
の
所
謂
「
ヴ
″
イ

’ マ
ー
ル



四
六
　
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学

古
典
主
義
に
よ
り
実
現
し
た
美
学
的
反
動
（
ｖ
ｏ
ｎ
　
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
Ｗ
ｅ
ｉ
ｉ

ｂ
ｅ
w
i
ｒ
ｋ
ｔ
ｅ
　
　
ａ
ｓ
ｔ
ｈ
ｅ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｕ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
　
I
（
同
頁
）
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
劇

作
家
Ｐ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
　
　
　
Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（
ヴ
。
イ
ス
）
の
戯
曲
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
Ｈ
ｏ
ｉ
-

ｄ
ｅ
ｒ
l
i
已
」
（
一
九
七
一
年
）
は
、
ベ
ル
ト
ー
の
力
説
し
た
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
革
命
精

神
と
、
バ
イ
オ
ー
ニ
が
論
究
し
た
ヴ
″
イ
マ
ー
ル
古
典
主
義
の
保
守
反
動
的
性
格
を

衝
き
あ
わ
せ
て
、
両
者
の
対
立
点
を
、
固
随
な
学
術
研
究
（
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
）
と
は

違
っ
た
、
大
胆
で
素
朴
な
形
で
明
示
し
て
い
る
逸
品
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
結
局
既
｀

存
の
封
建
的
国
家
体
制
を
擁
護
し
た
シ
ェ
リ
ン
グ
や
ヘ
ー
ゲ
ル
を
鋭
く
批
判
し
た
若

。
き
マ
ル
ク
ス
が
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
。
Ｉ
リ
ン
に
驚
嘆
し
、
崇
敬
｀
の
念
を
抱
い
て
会
い
に
来

る
と
言
っ
た
架
空
の
遅
遁
を
も
巧
み
に
活
用
し
て
、
こ
０
　
詩
人
の
内
に
秘
め
ら
れ
た

革
命
精
神
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
１
　
　
　
～
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
・
≒

　
再
び
思
想
詩
丿
第
一
句
に
戻
ろ
う
。
第
二
句
の
「
松
明
に
飾
ら
れ
疾
駆
す
る
。
馬
車
。

（
．
m
i
ｔ
　
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｎ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｉ
ｉ
ｋ
ｔ
｡
　
　
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
）
」
に
伺
え
る
外
面
的
に
。

華
美
な
光
輝
と
の
対
比
で
、
第
一
句
の
Ｃ
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
が
親
密
さ
（
Ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
-

ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
）
と
と
も
に
内
面
性
（
Ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
）
を
心
に
も
た
ら
す
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
。
こ
う
言
っ
た
言
葉
の
内
向
性
（
く
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｕ
ｎ
ｇ
）
は
文
献
の
上
で
も
確

か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
グ
リ
ム
の
「
ド
イ
ッ
語
辞
典
」
に
お
け
る
、

Ｃ
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
／

Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
（
一
八
六
二
年
刊
第
三
巻
、
九
〇
三
段
－
九
〇
四

段
）
と
Ｃ
ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
／
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
（
一
八
五
四
年
刊
第
一
巻
、
一
四
四
六

段
）
の
項
を
調
べ
て
み
る
と
、
用
例
と
し
て
次
の
対
比
が
目
に
つ
く
。

　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ｅ
　
ｋ
ｏ
ｎ
ｎ
ｔ
ｅ
　
ｄ
ａ
ｓ
　
ｚ
i
m
m
e
ｒ
　
ｎ
ｕ
ｒ
　
ｓ
ｐ
ａ
ｒ
l
i
c
h
　
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
.
（
九
〇
四
段
）

　
油
燈
が
部
屋
を
か
ろ
う
じ
て
よ
う
や
く
＜
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
＞
で
き
た
。

d
i
e
　
ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
　
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｈ
ｌ
ｔ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｅ
ｎ
.
　
（
　
1
四
四
六
段
）

市
街
は
、
様
々
な
Ｃ
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
》
に
よ
り
煌
煌
と
輝
い
て
い
た
。

こ
の
用
例
で
は
、
Ａ
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
》
の
つ
つ
ま
し
や
か
な
燈
火
の
先
に
比
べ
て
、

《
ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
＞
の
光
輝
が
目
立
っ
て
い
る
。

　
更
に
、
「
独
語
辞
典
」
の
引
用
文
献
に
注
目
す
る
と
、
《
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
》
に
関

し
て
は
キ
リ
ス
ト
教
の
「
聖
書
」
か
ら
数
多
く
の
用
例
が
あ
る
の
に
対
し
て
、

《
ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
》
に
関
し
て
は
、
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
　
　
:
シ
ラ
ー

　
（
十
七
五
九
年
－
一
八
〇
五
年
）
や
ゲ
ー
テ
、
更
に
ら
図
ｙ
Ｚ
　
ｔ
ｙ
ご
ｒ
‥
ジ
ャ

ン
ー
パ
ウ
ル
｀
（
一
七
六
三
年
－
Ｔ
八
二
五
年
）
か
ら
の
引
用
が
僅
か
に
見
い
出
せ
る

に
留
ま
る
　
０
例
え
ば
、
「
新
約
聖
書
」
の
Ｉ
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
に
記
さ
れ
た
次
の

‘ 有
名
な

件
を
グ
リ
。
ム
は
引
用
し
て
い
る
（
九
〇
四
段
）
。
。
　
　
　
　
　
　
　
　
√
　
。

　
ｄ
ａ
ｓ
　
w
ａ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
w
ａ
ｒ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
ｌ
ｉ
ｅ
ｃ
ｈ
ｔ
｡
　
w
ｅ
ｌ
ｃ
ｈ
ｓ
　
a
l
l
e
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
.
　
Ｊ
ｏ
ｈ
.

　
1
｡
　
９
:
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‥

’
　
　
　
　
　
　
。
゛
’
　
。

　
　
　
　
ｗ
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
ｒ
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
″
　
”
’
ｓ
　
　
　
ｔ

こ
の
部
分
は
、
Ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
ｂ
ｉ
ｕ
ｓ
　
　
　
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
:
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
　
（
三
四
〇

年
頃
－
四
二
〇
年
頃
）
の
格
調
の
高
い
羅
典
語
訳
に
依
る
西
欧
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
公

認
の
標
準
聖
書
（
Ｂ
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ａ
　
ｖ
ｕ
ｌ
ｇ
ａ
ｔ
ａ
）
で
は
、
典
礼
（
M
i
ｓ
ｓ
ａ

）
な
ど
で
歌
い
唱

え
る
た
め
に
次
の
よ
う
に
韻
文
調
で
訳
さ
れ
て
い
る
。

E
ｒ
ａ
ｔ
　
l
ｕ
ｘ
　
ｖ
ｅ
ｒ
ａ
.

ｑ
ｕ
ａ
ｅ
　
i
l
l
ｕ
ｎ
ｉ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
　
ｏ
ｍ
ｎ
ｅ
ｍ
　
ｈ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
ｍ

ｖ
ｅ
ｎ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
e
m
　
i
n
　
ｈ
ｕ
ｎ
ｃ
　
m
ｕ
ｎ
ｄ
ｕ
m
.

　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
i
b
l
i
a
　
ｓ
ａ
ｃ
ｒ
ａ
　
j
ｕ
ｘ
ｔ
ａ
　
ｖ
ｕ
ｌ
ｅ
ａ
ｔ
a
m
　
Ｃ
ｌ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ａ
ｍ
.
〔
九
八
〕
頁
）

和
訳
「
福
音
書
１
　
　
（
二
七
五
頁
）
で
は
、
こ
の
部
分
を
希
語
原
典
か
ら
、

　
こ
の
方
（
言
葉
）
は
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
る
す
べ
て
の
人
を
照
ら
す
べ
き
ま
こ
と
の
光

　
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
塚
本
虎
二
訳
）

と
訳
し
て
い
る
。
「
新
約
聖
書
」
に
お
い
て
こ
の
Ｃ

i
l
l
ｕ
m
i
n
a
ｔ
i
o
:
　
　
　
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
-

ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
》
を
神
と
の
関
連
で
一
層
雄
弁
に
物
語
っ
た
の
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
「
わ
が
魂

の
人
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｎ
　
ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｅ
）
Ｊ
（
第
一
〇
六
書
簡
、
第
六
巻
、
一
八
五
頁
）



と
解
し
た
使
徒
パ
ウ
ロ
（
紀
元
十
年
頃
－
六
五
年
頃
）
で
あ
ろ
う
。
グ
リ
ム
「
独
語

辞
典
」
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
の
礎
を
築
い
た

こ
の
天
才
的
宗
教
家
パ
ウ
ロ
。
の
「
新
約
聖
書
」
に
集
成
さ
れ
た
数
あ
る
手
紙
の
中
か

ら
、
「
コ
リ
ン
ト
ヘ
人
へ
の
第
二
書
簡
」
を
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
訳
で
見
て
み
よ
う
（
第

四
章
　
第
六
節
）
。

　
ｑ
ｕ
ｏ
ｎ
ｉ
ａ
ｍ
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｓ
｡
　
ｑ
ｕ
i
　
d
i
ｘ
i
ｔ
　
ｄ
ｅ
　
ｔ
ｅ
ｎ
ｅ
ｂ
ｒ
i
ｓ
　
l
ｕ
ｃ
ｅ
ｍ
　
ｓ
ｐ
ｌ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｓ
ｃ
ｅ
ｒ
ｅ
｡
　
i
p
ｓ
ｅ
　
ｉ
ｌ
ｌ
ｕ
ｘ
i
ｔ

　
ｉ
ｎ
　
ｃ
ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｂ
ｕ
ｓ

ｎ
ｏ
ｓ
ｔ
ｒ
i
ｓ
.

ａ
ｄ
　
　
i
l
l
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｍ
　
ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ａ
ｅ
　
ｃ
ｌ
ａ
ｒ
i
ｔ
ａ
ｔ
i
ｓ
　
Ｄ
ｅ
ｉ
.
　
　
ｉ
ｎ

　
ｆ
ａ
ｃ
ｉ
ｅ
　
Ｃ
ｈ
ｒ
i
ｓ
ｔ
i
　
Ｊ
ｅ
ｓ
ｕ
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
掲
B
i
b
l
i
a
　
j
ｕ
ｘ
ｔ
ａ
　
ｖ
ｕ
ｌ
ｇ
ａ
ｔ
a
m
.
〔
一
九
二
〕
頁
）

宗
教
改
革
（
｛
五
｝
七
年
）
の
雄
Ｍ
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｎ
　
　
Ｌ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
:
ル
タ
ー
（
一
四
八
三

年
－
一
五
四
六
年
）
の
名
訳
に
拠
る
独
語
版
「
聖
書
」
で
は
、
こ
の
箇
所
が
ヒ
エ
ロ

ニ
ム
ス
訳
に
劣
ら
ぬ
雄
渾
な
文
体
で
流
れ
る
。

Ｍ
）
ｅ
ｎ
ｎ
　
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
.

　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
Ｓ
Ｄ
ｒ
ａ
ｃ
ｈ
:

　
　
Ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
　
　
ｓ
ｏ
ｉ
ｌ
　
ａ
ｕ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｆ
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
n
i
ｓ
　
ｈ
ｅ
ｒ
ｖ
ｏ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
-

ｔ
ｅ
ｎ
｡
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
l
ｓ
ｔ
　
a
l
ｓ
　
ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
　
　
i
n
　
ｕ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｎ
　
Ｈ
ｅ
ｒ
ｚ
ｅ
ｎ
　
ａ
ｕ
ｆ
ｇ
ｅ
ｇ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
｡
　
d
a
m
i
ｔ

w
i
ｒ
　
ｅ
ｒ
i
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
　
　
w
ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ

　
ｚ
ｕ
ｒ
　
　
Ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
ｎ
ｎ
ｔ
ｎ
ｉ
ｓ
　
　
ｄ
ｅ
ｒ

　
ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
　
　
Ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ

ａ
ｕ
ｆ
　
ｄ
ｅ
ｍ
　
Ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｓ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
　
Ｊ
ｅ
ｓ
ｕ
　
Ｃ
ｈ
ｒ
i
ｓ
ｔ
i
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｂ
ｉ
ｂ
ｅ
ｌ
〔
一
分
代
‥
〕
〕
頁
）

即
ち
、
光
が
闇
か
ら
輝
き
出
る
よ
う
に
と
語
ら
れ
た
神
が
、
明
る
き
輝
き
と
し
て
私
達
の
心

に
立
ち
現
れ
、
私
達
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
直
視
し
て
、
神
の
栄
光
の
認
識
の
た
め
に

照
明
（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

使
徒
パ
ウ
ロ
に
よ
り
こ
の
よ
う
に
雄
弁
に
物
語
ら
れ
た
C
i
l
l
ｕ
m
i
n
a
ｔ
i
o
:
　
　
　
Ｅ
ｒ
-

l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＾
'
に
関
し
て
、
一
層
錬
磨
さ
れ
た
思
想
探
求
を
し
た
教
父
Ａ
ｕ
ｒ
e
l
i
ｕ
ｓ

Ａ
Ｕ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｕ
Ｓ
:
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
（
三
五
四
年
－
四
三
〇
年
）
の
所

謂
「
照
明
説
（
Ｉ
Ｕ
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｈ
ｅ
ｏ
ｒ
i
e
）
Ｊ
を
も
こ
こ
で
は
看
過
さ
な
い
で
お

こ
う
。
特
に
こ
こ
で
は
「
私
た
ち
の
照
明
（
Ｉ
ｎ
ｌ
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
i
o
　
　
ｎ
ｏ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
　
:
　
　
　
Ｕ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｅ

Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
へ
の
論
究
を
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
著
作
中
で
も
殊
に
難
解

四
七

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

な
思
索
の
書
「
三
位
一
体
論
（
Ｄ
ｅ
　
ｔ
ｒ
i
n
i
ｔ
ａ
ｔ
ｅ
）
Ｊ
か
ら
引
用
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
（
第
四
巻
｀
。
第
二
章
）
。
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n
l
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ｔ
i
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ｑ
ｕ
ｉ
ｐ
ｐ
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ｎ
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ｐ
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ｉ
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ｉ
ｐ
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ｔ
i
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ｕ
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ｒ
b
i
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ｓ
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i
l
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ｓ
　
　
　
ｓ
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ｕ
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ｔ
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ｑ
ｕ
ａ
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l
ｕ
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ｅ
ｓ
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ｈ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｕ
m
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Ｈ
ｕ
i
c
　
　
ａ
ｕ
ｔ
e
m

　
　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｉ
ｐ
ａ
ｔ
i
o
n
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ｐ
ｒ
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ｓ
ｕ
ｓ

ｉ
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i
a
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ｕ
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m
ｕ
ｎ
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ａ
ｎ
ｄ
ｉ
　
ｅ
ｒ
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ｅ
ｒ
a
m
ｕ
ｓ
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n
i
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e
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Ｄ
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ｕ
ｓ
　
e
n
i
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ｓ
ｕ
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ｏ
ｎ
　
　
ｓ
ｕ
m
ｕ
ｓ
.
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ｐ
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ｔ
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ｎ
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ｐ
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）
ｒ
ｐ
ｕ
ｓ
　
Ｃ
ｈ
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ｓ
ｔ
ｉ
ａ
ｎ
ｏ
ｒ
ｕ
m
.

　
　
　
Ｓ
ｅ
ｒ
i
e
ｓ
　
Ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ａ
.
　
第
五
〇
巻
二
六
三
頁
－
一
六
四
頁
）
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ｇ
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ｎ
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ｎ
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ｈ
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ｈ
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ｎ
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ｉ
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ｎ
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ｇ
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ｓ
ｉ
ｎ
ｄ
.

　
　
　
Ｌ
r
ｏ
ｔ
ｔ
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｄ
　
w
i
ｒ
　
ｎ
ａ
ｔ
ｔ
i
l
i
c
h
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
　
ｎ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
｡
　
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

ｓ
ｉ
ｎ
ｄ
　
　
w
i
ｒ

ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
｡
　
　
Ｇ
ｅ
ｒ
ｅ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｄ
　
　
w
ｉ
ｒ
　
w
ｅ
ｅ
r
ｅ
ｎ

ｕ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｉ
ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
　
　
ｎ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
.

　

　
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ

w
ｕ
ｒ
ｄ
ｅ
　
a
l
ｓ
ｏ
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｅ
ｅ
ｒ
ｅ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｓ
ｅ
ｔ
ｚ
ｔ
ｅ
　
ｓ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｂ
ｅ
ｉ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
　
f
l
i
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｎ

ｓ
ｉ
ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｅ
ｉ
ｎ
.
　
　
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
m
m
ｕ
ｎ
ｇ

ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
ｈ
ｔ
　
ｎ
'
a
m
l
i
c
h
　
i
m
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
-

ｓ
ｅ
ｉ
ｎ

　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
｡
　
　
　
ｎ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
　
　
　
ａ
ｂ
ｅ
ｒ
　
　
　
i
m
　
　
　
Ｇ
ｅ
ｒ
ｅ
ｃ
ｈ
ｔ
-

　

　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
　
Ｓ
ｕ
ｎ
ｄ
ｉ
ｇ
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
.

Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｍ
　
a
l
ｓ
ｏ
　
Ｃ
ｈ
ｒ
i
ｓ
ｔ
ｕ
ｓ
　
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｕ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
　
ａ
ｈ
ｎ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ

m
i
ｔ
　
ｕ
ｎ
ｓ
　
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
ａ
ｎ
ｄ
｡

　
　
ｈ
ｃ
ｂ
　
　
ｅ
ｒ
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
i
n

ｕ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｅ
ｒ

T
に
Ｊ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
ｅ
ｃ
ｈ
ｔ
ｉ
ｇ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
　
　
l
i
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ



四

八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学

U
ｎ
ａ
ｈ
ｎ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
　
ａ
ｕ
ｆ
.
　
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｍ
　
ｅ
ｒ
　
ｕ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｂ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
　
ｔ
ｅ
ｉ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
i
g
　
w
ｕ
ｒ
ｄ
ｅ
｡

ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
　
ｅ
ｒ
　
ｕ
ｎ
ｓ
　
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
　
ｔ
ｅ
ｉ
ｌ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
i
e
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ａ
ｅ
ｌ
　
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｍ
Ａ
Ｕ
Ｓ
訳
、
第
十
三
巻
、
一
四
三
頁
）

私
た
ち
の
照
明
と
は
御
言
に
、
言
い
換
え
る
と
、
人
間
の
光
な
る
あ
四
生
命
に
関
与
す
る
こ

と
で
あ
る
・
し
か
し
私
た
ち
は
罪
の
不
純
の
た
め
に
全
く
こ
れ
に
励
び
資
格
も
な
く
、
そ
れ

に
相
応
し
く
な
い
。
だ
か
ら
こ
。
そ
、
私
た
ち
は
清
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
不
義
な
も
。
の
、
高
ぶ
る
も
の
を
清
め
る
に
は
唯
「
つ
、
正
し
い
お
方
の
血
と
神
の
謙
虚

が
必
要
で
あ
る
。
私
た
ち
が
、
自
分
た
ち
と
本
性
を
異
に
す
る
神
を
観
想
す
る
た
め
瓦
は
、

本
性
的
に
私
だ
ち
と
同
じ
に
造
ら
れ
だ
が
ヽ
。
罪
の
点
て
私
た
ち
と
異
な
る
御
言
に
よ
？
て
清

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
。
私
た
ち
は
本
性
的
に
は
神
で
は
な
く
、
、
本
性
的
に
は
人
間
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｋ
　
　
　
　
　
φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
“
　
Ｉ

あ
り
、
罪
に
よ
っ
て
正
し
い
者
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
神
は
正
し
い
人
間
と

成
ら
れ
、
罪
人
な
る
人
間
の
た
め
に
神
に
執
成
し
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
罪
人

ぽ
正
１
　
い
お
方
に
相
６
　
せ
ず
、
人
間
が
人
間
に
祖
応
す
’
一
（
’
か
ら
で
あ
る
。
・
だ
か
ら
、
’
ギ
カ
ス

　
　
　
『
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
ヤ

ト
は
御
自
分
の
人
間
性
の
類
似
を
私
た
ち
に
結
び
合
わ
せ
つ
つ
、
私
た
ち
の
不
義
の
不
類
似

を
取
り
去
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
Ｉ
私
た
ち
の
可
死
性
を
分
有
さ
れ
る
こ
と
に
よ
‥
つ
て
、

私
た
ち
を
御
自
分
の
神
性
に
与
ら
せ
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
沢
宣
夫
訳
、
こ
一
五
頁
－
こ
一
六
頁
）

こ
の
件
が
注
目
に
値
す
る
の
は
、
単
に
「
照
明
説
」
の
例
示
ゆ
え
に
留
ま
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
以
上
に
、
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
恐
ら
く
、
い
さ
か
も
説
教
臭
く
な

く
、
押
し
っ
け
が
ま
し
く
な
い
、
キ
リ
ス
ト
者
の
慎
ま
し
い
探
求
の
姿
で
あ
り
、
ひ

た
む
き
に
問
い
っ
づ
け
る
哲
人
の
強
靭
な
思
索
の
言
葉
（
ロ
ゴ
ス
）
の
力
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
限
ら
ず
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
後
期
の
大
作
に

一
脈
通
ず
る
精
神
の
こ
の
脈
動
、
つ
ま
り
、
次
第
に
生
育
す
る
自
然
の
息
吹
き
に
も

似
た
魂
の
こ
の
動
静
が
、
数
千
年
を
経
た
歴
史
的
過
去
の
キ
リ
ス
ト
教
父
の
筆
力
に

も
宿
り
、
思
想
詩
冒
頭
の
慎
ま
し
く
、
さ
さ
や
か
な
「
照
明
（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ

と
美
し
く
協
和
し
な
が
ら
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
よ
り
本
質
的
な
問
題

で
あ
る
「
キ
リ
ス
ト
論
（
ｄ
ｏ
ｃ
ｔ
ｒ
ｉ
ｎ
ａ
　
Ｃ
ｈ
ｒ
i
ｓ
ｔ
ｉ
ａ
ｎ
ａ
）
'
Ｊ
へ
と
一
条
の
光
明
を
投
げ

か
け
て
い
る
の
が
、
こ
こ
で
は
印
象
深
い
の
で
あ
る
。

e
ｓ
　
w
ａ
ｃ
ｈ
ｓ
ｔ
　
ｓ
ｃ
ｈ
ｌ
ａ
ｆ
ｅ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ｅ
w
ａ
ｌ
ｔ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
巻
。
九
二
頁
）

…
睡
り
つ
つ
言
葉
（
ロ
ゴ
ス
）
の
力
は
生
育
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
六
八
句
）

こ
う
し
て
C
i
l
l
ｕ
m
i
n
a
ｔ
i
o
:
　
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
は
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」

の
難
問
。
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
論
に
辿
り
着
い
た
。
但
し
こ
こ
で
は
、
こ
の
「
照
明
と
啓

示
（
i
l
l
ｕ
m
i
n
a
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
　
　
　
ｅ
ｔ
　
　
　
ｒ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
）
　
Ｊ
　
　
　
　
（
Ｔ
ｈ
ｏ
ｍ
ａ
ｓ
　
　
　
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ
:
　
ア

ク
イ
ナ
ス
〔
一
二
二
五
年
～
こ
〕
七
四
年
〕
著
「
神
学
大
全
（
Ｓ
ｕ
m
m
a
　
ｔ
ｈ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
-

ｇ
ｉ
ａ
ｅ
）
」
二
仁
六
五
年
－
こ
一
七
四
年
〕
第
二
部
‥
第
二
巻
・
第
’
】
七
二
問
・
第
二

項
、
、
Ｃ
ａ
ｒ
ａ
ｍ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
｡
　
　
　
Ｐ
ｅ
ｔ
ｒ
i
'
編
、
’
Ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
ｏ
〔
Ｍ
ａ
ｒ
i
e
ｔ
ｔ
i
　
Ｊ
｡
「
九
五
六
年
刊
、

七
四
五
頁
」
。
に
。
つ
い
て
深
入
り
は
避
け
パ
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ｙ
の
思
想
詩
、
・
第
」
句
の

<
Ｃ
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
e
l
＾
に
再
び
思
念
を
戻
そ
う
。
　
　
　
　
　

…
…
…

s
ｔ
i
l
l
　
w
i
ｒ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
.

　
・
：
ひ
っ
そ
り
と
街
路
に
燈
火
が
と
も
り
、

こ
こ
で
は
あ
た
か
も
、
パ
リ
の
ル
ー
ブ
ル
（
Ｌ
ｏ
ｕ
ｖ
ｒ
ｅ
）
美
術
館
（
南
翼
・
二
階
・

南
壁
）
所
蔵
の
Ｇ
ｅ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
　
　
　
Ｌ
Ａ
　
　
　
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
:
ラ
ー
ト
ゥ
ー
ル
（
一
五
九
三
年
－

一
六
五
二
年
）
の
燈
火
を
点
し
た
名
画
「
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
と
油
燈
（
Ｌ
ａ

Ｍ
ａ
ｄ
ｅ
ｌ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ａ
　
l
a
　
ｖ
e
i
l
l
e
ｕ
ｓ
ｅ
）
Ｊ
（
一
六
三
五
年
－
一
六
四
〇
年
）
に
見
い
出
せ

る
よ
う
な
、
慎
ま
し
さ
と
優
し
さ
が
光
明
を
投
げ
か
け
、
華
美
か
ら
は
遠
い
彼
方
を

射
抜
き
、
内
面
の
祈
り
と
沈
思
へ
の
道
標
と
な
っ
て
い
る
。
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア

　
（
Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ｒ
ｉ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
　
）

Ｊ
（
第
五
五
句
、
後
出
〔
三
〕
ぼ
）
　
へ
の
道
程
は

も
は
や
さ
ほ
ど
遠
く
は
な
い
。
蓋
し
、
燈
火
が
射
抜
く
彼
方
は
、
遠
方
に
広
が
る
大

地
の
彼
方
の
旅
先
ギ
リ
シ
ア
で
は
な
い
。
こ
の
光
明
は
そ
の
よ
う
な
外
へ
で
は
な
く
、

内
界
へ
と
収
斂
し
、
西
欧
文
化
の
内
な
る
古
典
ギ
リ
シ
ア
精
神
世
界
へ
と
超
出
せ
ん



と
す
る
。

　
’
Ｎ
ｏ
ｌ
ｉ
　
ｆ
ｏ
ｒ
ａ
ｓ
　
i
ｒ
ｅ
｡
　
i
n
　
ｔ
ｅ
　
i
p
ｓ
ｕ
m
　
ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
.
　
I
n
　
i
n
ｔ
ｅ
ｒ
i
o
ｒ
ｅ
　
ｈ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｈ
ａ
ｂ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
　
ｕ
ｅ
ｒ
i
ｔ
ａ
ｓ
.

　
Ｅ
ｔ
　
S
I
　
ｔ
ｕ
a
m
　
ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
a
m
　
m
ｕ
ｔ
a
b
i
l
e
m
　
l
n
ｕ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
i
ｓ
｡
　
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｃ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
　
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
　
i
p
ｓ
ｕ
m
.

　
　
　
（
Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｕ
ｓ
　
Ｃ
ｈ
ｒ
i
ｓ
ｔ
ｉ
ａ
ｎ
０
ｒ
ｕ
m
.
　
Ｓ
ｅ
ｒ
i
e
ｓ
　
Ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ａ
.
第
三
二
巻
。
二
三
四
頁
）

　
　
外
へ
往
く
な
。
汝
自
身
の
内
へ
と
帰
れ
。
現
存
の
深
奥
に
真
理
は
往
ま
う
。
そ
し
て
、
も
し

　
　
汝
の
本
性
が
移
ろ
い
往
く
の
を
見
出
し
た
ら
、
汝
自
身
を
も
越
え
た
現
存
の
彼
方
へ
と
向
か

　
　
え
。

　
　
　
　
　
　
（
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
「
真
の
宗
教
に
つ
い
て
（
Ｄ
ｅ
　
ｖ
ｅ
ｒ
ａ
　
ｒ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
）
」

　
　
　
　
　
　
第
三
九
章
、
第
七
二
節
）

　
歴
代
の
キ
リ
ス
ト
教
父
の
雄
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
「
真
の
宗
教
」
に
つ
い
て
述
べ

　
た
こ
の
言
葉
は
同
時
に
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
道
標
を
な
す
至
言
と
し

　
て
こ
こ
に
引
用
さ
れ
る
の
に
相
応
し
い
名
言
と
看
倣
し
え
よ
う
。

　
　
こ
の
よ
う
な
内
面
へ
の
道
を
射
抜
く
《
J
i
j
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
に
つ
い
て
、
当
時
十
八

　
世
紀
の
精
神
史
を
顧
慮
す
る
と
、
ド
イ
ツ
新
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
お
け
る
、
十
七

　
世
紀
以
来
の
「
敬
虔
主
義
（
Ｐ
ｉ
ｅ
ｔ
i
ｓ
m
ｕ
ｓ
）
」
の
流
れ
を
考
量
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

既
に
引
用
（
〔
三
〕
。
田
）
し
た
謹
厳
な
哲
人
カ
ン
ト
の
市
民
的
道
徳
意
識
の
底
流
に

　
も
、
ま
た
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
師
と
仰
い
で
敬
愛
し
た
同
郷
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
風
雲

　
児
シ
ラ
ー
の
劇
的
な
詩
作
品
、
更
に
は
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
１
　
　
の
基
底
に
も
、
こ
の

　
敬
虔
主
義
の
潮
流
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
当
時
の
シ
ュ
ヴ
″
Ｉ
ベ
。
ン
の

　
敬
虔
主
義
が
、
そ
れ
自
体
研
究
に
値
す
る
意
義
深
い
思
潮
で
あ
り
、
そ
の
地
で
生
い

　
育
っ
た
シ
ラ
ー
や
ヘ
ル
ダ
Ｌ
リ
ン
の
精
神
形
成
に
、
こ
れ
が
大
い
に
与
か
っ
て
い
る

　
点
も
見
落
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
本
論
の
扱
う
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル

　
ク
の
シ
ュ
ト
ウ
。
ト
ガ
ル
ト
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
王
国
フ
ラ
ン
ス
宮
庭
文
化
を
範
と

　
し
た
特
権
階
級
の
「
オ
ペ
ラ
文
化
」
（
次
章
〔
三
〕
ぼ
）
が
、
慎
ま
し
く
さ
さ
や
か

　
　
　
　
　
ｓ
χ
　
　
″
　
　
　
　
　
と
も
し
ぴ

　
で
厳
粛
な
敬
虔
（
ｐ
ｉ
ｅ
ｔ
ａ
ｓ
）
の
燈
火
（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
と
興
味
深
い
好
対
照
を
な

　
す
。
す
る
と
、
既
に
（
〔
三
〕
山
）
指
摘
し
た
思
想
詩
冒
頭
（
第
一
句
と
第
二
句
）

　
四
九
　
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

に
お
け
る
謹
厳
と
華
美
と
の
対
比
が
、
更
に
一
つ
新
た
な
基
礎
づ
け
を
得
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

　
ｃ
ｅ
ｃ
ｃ
ｅ
　
ｐ
ｉ
ｅ
ｔ
ａ
ｓ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
　
ｓ
ａ
ｐ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
i
a
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｡
Ｃ
ｏ
ｎ
ｆ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
”
第
二
〇
〇
頁
）

　
見
よ
、
敬
虔
が
知
恵
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
「
告
白
」
第
五
巻
、
第
五
章
）

　
　
閣
　
祝
祭
と
オ
ペ
ラ
文
化

　
論
点
を
再
び
既
成
封
建
社
会
の
問
題
に
戻
そ
う
。
農
民
解
放
（
Ｂ
ａ
ｕ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ
l
a
ｓ
-

ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
゜
が
ド
イ
ツ
で
は
、
隣
国
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
（
一
七
八
九
年
大
革
命
、
一
七
三
〇

年
七
月
革
命
、
一
七
四
八
年
二
月
革
命
）
の
側
圧
の
下
に
、
十
九
世
紀
に
お
い
。
て
、
・

し
か
も
国
家
の
介
入
に
よ
り
よ
う
や
く
進
行
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
論
の
扱
う
一

八
〇
〇
年
頃
に
は
未
だ
話
題
と
な
ら
な
い
。
一
七
八
九
年
の
人
権
宣
言
（
｛
｝
ｅ
ｃ
ｌ
ａ
ｒ
ａ
-

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｔ
ｓ
　
ｄ
ｅ
　
1
　
ｈ
ｏ
ｍ
ｍ
ｅ
　
ｅ
ｔ
　
ｄ
ｕ
　
ｃ
ｉ
ｔ
０
ｙ
ｅ
ｎ
）
が
、
ギ
ル
ト
（
ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ
-

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
:
　
　
Ｚ
ｕ
ｎ
ｆ
ｔ
）
の
解
体
と
農
民
解
放
の
要
因
と
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
点
に
お
い

て
も
ド
イ
ツ
は
フ
ラ
ン
ス
に
相
当
た
ち
お
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、

後
世
に
廃
止
さ
れ
る
べ
き
政
治
・
経
済
上
に
お
け
る
農
民
の
負
荷
を
考
え
る
ど
と
に

よ
り
、
貴
族
の
特
権
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
農
民
の
貴
族
へ
の
従
属
関
係

は
主
に
、
土
地
領
主
制
（
Ｇ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄ
ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ

ｆ
ｔ
）
と
人
身
支
配
制
（
Ｌ
ｅ
ｉ
ｂ
ｅ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
-

ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
）
と
裁
判
支
配
権
（
（
■
r
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｓ
ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ

ｔ
）
に
根
ざ
し
て
い
た
。
領
邦

ヴ
。
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
句
場
合
は
、
裁
判
支
配
権
を
領
邦
領
主
が
一
手
に
掌
握
し
て
お
り
、

こ
の
裁
判
領
主
（
Ｇ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｓ
ｈ
ｅ
ｒ
ｒ

）
は
裁
判
隷
民
’
（
｛
｝
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｓ
ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
ａ
ｎ
ｅ
）
で

あ
る
農
民
に
対
し
、
例
え
ば
無
賃
の
賦
役
を
課
す
る
形
態
で
富
を
合
法
的
に
搾
取
し

得
た
。
基
本
的
人
権
と
い
う
考
え
に
根
ざ
し
て
い
な
い
封
建
制
下
で
は
、
農
民
の
人

身
も
土
地
も
貴
族
の
所
有
物
な
の
で
あ
る
か
ら
、
人
身
領
主
（
Ｌ
ｅ
ｉ
ｂ
ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
）
で
あ

る
貴
族
に
、
隷
属
民
（
Ｅ
ｂ
ｅ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
）
で
あ
る
農
民
が
、
死
亡
税
、
譲
与
税
、
借



五
〇

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学

地
料
を
貢
納
す
る
の
は
社
会
的
義
務
と
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
大
十
分
の
一
税

（
Ｇ
ｒ
ｏ
ｊ
ｉ
ｅ
　
Ｚ
ｅ
ｈ
ｎ
ｔ
ｅ
　
）
と
し
て
農
民
は
領
主
に
穀
物
を
貢
納
し
、
小
十
分
の
一
税

（
Ｋ
ｌ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｚ
ｅ
ｈ
ｎ
ｔ
ｅ
　
）
と
し
て
野
菜
な
ど
を
教
会
に
貢
納
し
た
。
他
方
、
都
市
か

ら
も
市
場
税
な
ど
の
関
税
（
Z
o
l
l
）
を
は
じ
め
と
し
、
様
々
な
封
建
的
貢
租
を
領

主
は
取
り
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
宮
庭
の
華
麗
さ
は
こ
の
よ
う
な
基
礎
の
上
に
成
り
立
つ
‘
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
も
プ
ロ
イ

‘セ
ン
の
土
地
貴
族
（
Ｊ
ｕ
ｎ
ｋ
ｅ
乙
の
よ
う
に
隷
属
農
民
を

従
え
て
封
建
的
大
農
場
『
グ
ー

』
ツ
）
経
営
（
・
（
ｊ
ｕ
ｔ
ｓ
ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
）
を
行
な
う
貴
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
　
　
　
か
　
一
　
　
　
　
　
』

は
、
ヴ

‘ユ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
よ
う
な
。
フ
ー
フ
ン
ス
寄
り
の
南
西
ド
イ
ツ
に
は
見
い
出
’
せ

ず
ぃ
富
裕
な
貴
族
は
宮
庭
に
集
っ
て
領
主
を
と
り
ま
き
、
上
流
貴
顕
は
フ
ラ
ン
ス
王

宮
の
社
交
会
を
模
範
と
し
て
ン
夜
会
や
催
物
に
熱
中
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
’

例
え
ば
こ
の
様
子
は
、
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ
ｇ
ａ
ｎ
ｇ
　
　
Ａ
ｍ
ａ
ｄ
ｅ
ｕ
ｓ
　
　
　
Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｔ
:
モ
ー
ツ
ア
ル

ド
（
一
七
五
六
年
－
一
七
九
一
年
）
の
歌
劇
「
ド
ン
ー
ジ
ｙ
ヴ
ァ
ン
ニ
こ
‥
」
ｏ
ｎ

９
０
ｖ
ａ
ｎ
ｎ
ｉ
）
Ｊ
（
一
七
八
七
年
初
演
）
に
お
け
る
仮
面
舞
踏
会
｛
ｂ
ａ
ｌ
ｌ
ｏ
　
ｉ
ｎ
　
m
a
ｓ
-

ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
ａ
｝
　
（
第
一
幕
、
第
二
十
場
、
Ｊ
ｉ
ｕ
ｌ
ｅ
ｎ
ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
版
、
二
六
九
頁
以
下
）
と
か
、

ゲ
ー
テ
の
「
フ
″
ウ
ス
ト
」
第
二
部
・
第
一
幕
に
お
け
る
皇
帝
の
宮
城
（
Ｐ
ｆ
ａ
ｌ
ｚ
）

の
広
間
に
お
け
る
仮
装
舞
踏
会
（
Ｍ
ｕ
m
m
e
n
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｚ
）
　
（
第
五
〇
六
五
句
以
下
）
な
ど

に
余
韻
を
残
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
封
建
貴
族
と
並
ん
で
、
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
場
合
に
は
都

市
貴
族
に
言
及
し
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
も
っ
と
も
、
都
市
貴
族
と
言
っ
て
も
、

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
は
帝
国
都
市
で
は
な
く
、
領
邦
領
主
の
宮
庭
の
あ
る
領
邦
都

市
で
あ
る
か
ら
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
や
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
（
（
ｉ
ｅ
ｎ
ｅ
ｖ
ｅ
）
に
お
け
る
よ
う
な
本

格
的
な
都
市
貴
族
（
Ｐ
ａ
ｔ
ｒ
ｉ
ｚ
i
e
ｒ
:
　
　
　
ｐ
ａ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
）
で
は
な
い
。
し
か
し
、
経
済
・

政
治
面
で
影
響
力
の
あ
る
都
市
の
門
閥
と
い
う
点
で
こ
の
両
者
は
大
同
小
異
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
は
政
体
に
お
い
て
一
五
一
四
年
来
、

　
一
応
立
憲
君
主
国
（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｆ
ａ
ｓ
ｓ
ｕ
ｎ
ｇ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
）
と
な
っ
て
い
っ
た
。
立
憲
君
主
制

と
言
え
ば
、
王
権
に
封
建
貴
族
が
制
限
を
加
え
た
一
二
Ｉ
五
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
大
憲

　
章
（
ぼ
高
１
６
ｇ
診
）
が
有
名
で
あ
る
が
、
ヴ
ュ
ル
テ
ム
．
ベ
ル
ク
の
歴
史
で
は
、

　
｝
五
一
四
年
の
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
契
約
（
Ｈ
呂
Ｆ
９
『
が
『
喋
兵
）
が
、
こ
の
領
邦

　
国
家
の
大
憲
章
に
相
当
し
、
立
憲
君
主
制
の
基
礎
を
な
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
こ

　
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
マ
グ
ナ
ー
カ
ル
タ
の
よ
う
に
支
配
者
と
封
建
貴
族
と
の
間
の
憲
章

　
で
は
な
く
、
領
主
と
頷
邦
民
会
（
ｒ
乱
ｇ
ｉ
ｐ
）
と
の
間
の
契
約
で
あ
っ
た
点
が

　
注
目
に
値
す
る
。
頷
邦
民
会
と
は
、
ほ
と
ん
ど
都
市
の
市
民
（
回
『
９
『
‥
ａ
｛
ｏ
１
ロ
）

　
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
百
名
余
の
集
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
際
、
シ
ュ
ト
ウ
ッ
ト
ガ
ル
ト

　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
″
－
　
ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
や
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
（
Ｈ
Ｓ
ｉ
９
乙
’
の
よ
う
な
先
導
的
な
都
市
が
主
導
権
を
握
っ

　
．
て
い
た
ど
考
え
ら
れ
る
。
と
の
よ
う
な
都
市
の
指
導
者
と
領
邦
頷
主
と
の
間
に
結
ば

　
れ
た
テ
ュ
レ
ビ
ン
ゲ
ン
契
約
で
は
、
例
え
ば
主
要
な
戦
争
の
場
合
に
は
民
会
の
同
章

　
－
が
必
要
で
あ
る
と
か
、
税
串
に
関
す
る
民
会
の
課
税
承
諾
権
や
民
会
独
自
の
財
政
権

ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
Ｉ

　
が
認
め
ら
れ
、
か
く
し
て
民
会
は
宮
庭
と
並
び
得
る
政
治
・
経
済
的
権
力
と
な
つ
た

　
古
い
時
代
と
新
し
い
時
代
と
を
通
じ
て
こ
の
民
会
に
あ
ら
ゆ
る
害
悪
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

と
り
わ
け
高
官
の
越
権
で
あ
っ
た
。
常
任
委
員
会
は
自
分
た
ち
に
代
っ
て
語
り
、
ま
た
書
い

て
く
れ
、
そ
し
て
困
っ
た
場
合
に
は
考
え
て
く
れ
さ
え
す
る
人
々
を
も
つ
こ
と
を
非
常
に
便

利
と
心
得
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
間
に
お
い
て
常
任
委
員
会
の
大
部
分
は
安
閑
と
し
て

自
分
た
ち
の
収
入
を
食
い
つ
ぶ
し
た
。
こ
と
の
つ
い
で
に
自
分
た
ち
の
魂
の
救
い
の
た
め
に

配
慮
は
し
た
も
の
の
、
彼
ら
は
民
会
の
職
務
は
こ
れ
を
摂
理
と
指
導
者
と
が
欲
っ
す
る
成
り

行
き
の
ま
ま
に
ま
か
せ
た
。
羊
飼
い
の
う
ち
或
る
も
の
が
東
に
、
他
の
も
の
が
西
に
導
こ
う

と
す
る
と
き
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
哀
れ
な
羊
た
ち
は
惨
め
で
あ
る
。
ま
た
餌
場
へ
の
鍵



を
も
ち
、
し
っ
か
り
し
た
声
で
い
ざ
な
い
、
羊
の
皮
の
下
に
狼
の
性
質
を
い
と
も
巧
み
に
隠

す
す
べ
を
心
得
て
い
る
も
の
に
、
大
部
分
の
委
員
が
従
っ
た
の
も
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
委
員
会
と
、
そ
し
て
こ
れ
と
共
化
邦
土
と
は
前
者
の
役
人
に
よ
っ
て
鼻

を
つ
ま
ま
れ
、
な
ぶ
り
も
の
に
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
。

　
常
任
委
員
会
そ
れ
自
身
は
決
し
て
専
横
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
の
相

談
役
や
顧
問
役
で
あ
る
。
委
員
会
は
た
だ
怠
慢
で
思
慮
を
欠
き
、
彼
ら
の
あ
ら
ゆ
る
独
裁
に

名
を
貸
し
た
だ
け
で
あ
る
。
委
員
会
を
し
て
宮
庭
に
対
し
て
寛
大
な
態
度
を
取
る
よ
う
に
い

ざ
な
っ
た
の
も
彼
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
寛
大
さ
と
同
罪
で
あ
る
の
は
、
か
か
る
献
身

的
態
度
を
弁
明
す
る
た
め
に
、
彼
ら
の
あ
げ
た
気
紛
れ
さ
加
減
以
外
の
も
の
で
な
い
。
宮
庭

が
歓
心
を
買
お
う
と
し
た
対
手
も
ま
さ
に
彼
ら
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
と
い
っ
て
、
顧
問
役
や
相

談
役
を
自
家
薬
寵
中
の
も
の
に
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
宮
庭
は
確
実
に
自
分
た
ち
の

目
的
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
個
々
の
身
分
の
訴
願
や
請
願
を
取
上
げ
る
か

ど
う
か
を
き
め
る
と
こ
ろ
の
も
の
も
彼
ら
で
あ
っ
た
し
、
到
着
し
た
公
文
書
を
横
領
し
て
、

そ
の
存
在
を
常
任
委
員
会
に
長
く
隠
匿
し
て
お
い
て
、
自
分
た
ち
の
都
合
が
よ
く
な
っ
て
は

じ
め
て
事
態
を
陳
述
し
た
の
も
彼
ら
で
あ
る
。
ほ
ん
と
に
、
ど
ん
な
僧
侶
で
も
、
そ
の
懺
悔

者
の
良
心
に
対
し
て
、
こ
の
政
治
上
の
聴
罪
師
が
常
住
委
員
会
族
の
公
職
上
の
良
心
に
対
す

る
よ
り
も
大
き
な
力
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
金
子
武
蔵
訳
、
上
巻
、
二
二
頁
－
二
三
頁
）

こ
れ
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
畏
友
ヘ
ー
ゲ
ル
の
政
治
論
文
の
断
片
「
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ペ
ル

ク
の
最
近
の
内
情
に
つ
い
て
（
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｎ
ｅ
ｕ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
　
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
　
　
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｈ
ａ
ｌ
ｔ
h
i
ｓ
ｓ
ｅ

Ｗ
Ｕ
ｒ
ｔ
ｔ
ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
ｓ
）
Ｊ
（
一
七
九
八
年
）
に
お
け
る
現
状
分
析
で
あ
る
｛
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
第

｝
巻
　
二
七
一
頁
－
二
七
二
頁
）
。
こ
の
同
時
代
の
資
料
に
よ
り
、
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ

ル
ク
民
会
の
事
態
が
手
に
取
る
よ
う
に
解
か
る
。
す
な
わ
ち
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、

高
官
で
あ
る
顧
問
役
と
相
談
役
が
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
民
会
の
癌
腫
な
の
で
あ
っ
た
。

彼
は
直
接
名
指
を
し
て
な
い
が
、
当
時
権
力
の
座
に
あ
っ
た
の
は
、
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ

Ａ
ｍ
ａ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
　
　
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
:
シ
ュ
ト
ッ
ク
マ
イ
ヤ
ー
　
｛
｝
七
三
一
年
－

一
八
一
三
年
）
で
あ
り
、
一
七
七
〇
年
に
顧
問
役
と
な
り
、
一
七
九
一
年
に
は
女
婿

Ｋ
ｏ
ｎ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｎ
　
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
:
ア
ー
ベ
ル
（
一
七
五
〇
年
－
一
八
二
三
年
）
を
相
談
役
と

し
て
完
全
に
実
権
を
掌
握
し
た
。
隣
国
フ
ラ
ン
ス
の
第
一
共
和
制
（
一
七
九
二
年
－

一
八
〇
四
年
）
の
援
助
協
力
を
期
待
し
て
領
邦
国
家
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
に
所
謂

五
一
　
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

　
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
共
和
国
（
Ｄ
ｉ
ｅ
'
　
Ｓ
ｃ
ｈ
w
ａ
ｂ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｐ
ｕ
b
l
i
k
）
」
建
設
が
話

題
と
な
る
ま
で
に
至
っ
た
革
命
期
の
一
七
九
七
年
に
、
シ
ュ
ト
ッ
ク
マ
イ
ヤ
ー
は
民

会
の
民
主
勢
力
に
よ
り
一
時
的
に
解
任
さ
れ
は
し
た
も
の
の
、
や
が
て
｝
八
〇
〇
年

に
早
々
復
職
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
外
交
筋
は
、
宿

敵
オ
ー
ス
ト
リ
ア
。
（
９
　
Ｉ
「
―
已
を
睨
ん
で
、
シ
ュ
ヴ
″
－
ベ
ン
の
共
和
主
義

者
を
見
捨
て
、
領
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
宮
庭
と
結
託
し
た
の
で
あ
る
。
と
に
か

く
、
シ
ュ
ト
ッ
ク
マ
イ
ヤ
ー
の
よ
う
な
都
市
貴
族
と
宮
庭
と
の
癒
着
は
、
彼
等
に
共

通
の
会
合
を
好
ま
し
い
も
の
と
す
る
。
従
っ
て
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
で
語

ら
れ
る
「
松
明
を
飾
し
て
疾
駆
す
る
馬
車
（
m
i
ｔ
　
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｎ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｕ
ｋ
ｔ
｡
.
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
）
」
に
乗
っ
て
い
る
の
が
、
宮
庭
の
封
建
貴
族
だ
け
と
は
限
ら
な
い
の

で
あ
る
。

　
思
想
詩
・
第
二
句
の
疾
駆
す
る
馬
車
の
行
先
と
し
て
想
像
さ
れ
る
の
は
、
ま
ず
歌

劇
（
○
―
こ
と
演
劇
。
（
り
ほ
ヨ
已
の
開
催
の
場
、
す
な
わ
ち
劇
場
（
Ｔ
ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
）

で
あ
ろ
う
。
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
は
ド
イ
ツ
諸
領
邦
の
中
で
も
フ
ラ
ン
ス
寄
り
の
国

で
あ
る
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
【
】
七
九
二
年
王
権
倒
壊
、
一
七
九
三
年
国
王
斬
首

ま
で
）
の
洗
錬
さ
れ
た
宮
庭
の
社
交
趣
味
（
ｐ
ｒ
ｅ
ｃ
ｉ
ｏ
ｓ
i
ｔ
ｅ
）
の
支
配
を
相
当
強
く
受

け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
衣
装
の
華
美
は
、
例
え
ば
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
歌

劇
を
通
し
て
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
態
は
果
た
し
て
、
観
劇
に
来
る
と
い
う

よ
り
も
、
む
し
ろ
劇
場
へ
自
分
の
華
麗
さ
を
示
す
た
め
に
繰
り
出
す
と
言
う
方
が
適

切
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
微
に
入
り
細
を
穿
っ
た
奢
侈
品
を
身
に
付
け
身
に
纒
い
、
観
劇

の
場
へ
と
門
閥
が
訪
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
既
に
『
』
二
〕
田
）
に
述
べ
た
よ
う
な
高
価
（
ｐ
ｒ
ｅ
ｃ
ｉ
ｅ
ｕ
ｘ
）
な
密
蝋
蝋
燭
の
゛
装
飾

用
釣
燭
台
が
輝
く
劇
場
で
、
見
る
側
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
側
に
お
い
て
も
、
華
麗

な
出
で
立
ち
が
目
立
つ
劇
（
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
）
は
、
舞
台
装
置
に
お
い
て
も
照
明
効
果

に
お
い
て
も
相
当
の
贅
沢
を
要
求
す
る
。
門
閥
は
こ
れ
に
消
費
を
惜
し
ま
ず
、
む
し

ろ
こ
の
機
会
を
富
と
特
権
的
豊
か
さ
の
確
認
の
た
め
に
活
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

よ
う
。
西
欧
の
当
時
の
劇
場
は
、
座
席
の
位
置
次
第
で
、
視
覚
効
果
の
み
な
ら
ず
音



五
二
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学

響
効
果
も
相
当
左
右
さ
れ
る
。
個
人
用
の
着
替
室
（
ｇ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
-
ｒ
ｏ
ｂ
ｅ
）
ま
で
付
い
た
特

別
座
席
か
ら
、
天
上
桟
敷
（
ｔ
ｒ
o
i
ｓ
i
e
m
e
　
ｇ
ａ
ｌ
ｅ
ｒ
i
e
）
の
立
見
席
に
至
る
ま
で
、
差

別
に
手
が
込
ん
で
い
て
、
有
利
な
席
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
利
点
が
多
い
仕
組
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
わ
ば
特
権
主
義
の
権
化
と
看
倣
し
得
よ
う
。
本
論
で

は
こ
れ
を
「
オ
ペ
ラ
文
化
（
　
Ｋ
ｕ
l
ｔ
ｕ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｏ
ｐ
ｅ
こ
）
と
い
う
名
称
で
特
徴
づ
け
て

お
き
た
い
。
。

　
※
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
オ
ペ
ラ
文
化
」
と
い
。
う
表
現
で
私
は
、
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ

　
　
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｚ
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
　
:
ニ
ー
チ
ェ
　
Ｔ
Ｔ
八
四
四
年
Ｉ
Ｌ
一
九
〇
〇
年
）
ヽ
の
瞳
目

ド
　
す
べ
き
ギ
リ
’
シ
ア
論
「
悲
劇
の
誕
生
（
Ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｇ
ｅ
ｂ
ｕ
ｒ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｇ
６
ｄ
ｉ
ｅ
）
Ｊ

　
　
　
（
一
八
七
二
年
）
第
ナ
九
章
（
Ｋ
ｒ
i
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｅ
ｎ
ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
.
第
Ｔ
巻

｀、
、

　
　
　
一
二
〇
頁
）
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
。
で
あ
る
が
、
ニ
’
Ｉ
チ
ェ
が
こ
の
表
現
に

　
　
与
え
た
彼
独
自
の
定
義
に
全
面
的
に
こ
こ
で
従
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
蓋

　
。
し
、
本
居
宣
長
’
（
一
七
三
〇
年
―
一
八
〇
一
年
）
の
卓
抜
し
た
詩
論
「
源
氏
物

　
　
語
玉
の
小
櫛
」
　
（
一
七
九
六
年
）
に
云
う
至
言
「
も
の
の
あ
は
れ
」
に
顕
著
な

　
　
例
が
見
い
出
せ
る
よ
う
に
、
表
現
に
到
る
こ
と
が
文
学
研
究
に
お
い
て
は
極
め

　
　
て
学
術
的
意
義
が
深
い
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
独
文
学
上
の
鬼
才
ニ
ー
チ
ェ

　
　
に
言
及
す
る
の
も
無
意
味
で
は
な
か
ろ
う
。

　
以
上
の
諸
点
を
よ
く
留
意
し
て
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
第
四
筋
（
第

五
五
句
－
第
七
二
句
）
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
世
界
が

西
欧
に
と
っ
て
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
（
Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ｒ
ｉ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
　
）
　
Ｊ
と
し
て

召
喚
さ
れ
て
い
る
。
詩
人
は
反
問
を
繰
り
返
し
な
が
ら
次
第
に
、
Ｍ
ａ
ｒ
ｔ
i
n
　
Ｈ
Ｅ
Ｉ
-

Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
（
ハ
イ
デ
ガ
ー
）
の
云
う
「
ギ
リ
シ
ア
人
の
思
想
詩
、
よ
り
厳
密
に

言
え
ば
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
存
在
と
（
そ
の
存
在
に
帰
属
す
る
）
現
存
が
本
来
う
ち
建

て
ら
れ
た
あ
の
詩
作
、
す
な
わ
ち
悲
劇
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
　
ｄ
ｅ
ｎ
ｋ
ｅ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
　
Ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｒ

｛
｝
ｒ
ｉ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
　
ｚ
w
ａ
ｒ
　
　
ｊ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
　
　
　
Ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
｡
　
　
　
i
n
　
　
　
ｄ
ｅ
ｍ
　
　
　
ｄ
ａ
ｓ
　
　
　
Ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
　
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
　
（
ｄ
ａ
ｓ

ｚ
ｕ
ｅ
ｅ
ｈ
ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｅ
）
　
　
　
Ｄ
ａ
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
　
Ｇ
ｒ
ｉ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
　
　
ｓ
ｉ
ｃ
ｈ
　
　
　
ｅ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
l
i
c
h
　
　
　
ｓ
ｔ
ｉ
ｆ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
:
　
　
　
ｄ
i
ｅ

T
ｒ
ａ
ｇ
６
ｄ
ｉ
ｅ
.
）
Ｊ
（
「
形
而
上
学
入
門
（
Ｅ
ｉ
ｎ
ｆ
ｕ
ｈ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
　
i
n
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｓ
i
k
）
」

一
九
五
三
年
、
一
一
〇
頁
）
へ
と
的
を
絞
っ
て
ゆ
く
．

　
五
五
、
Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ｒ
ｉ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
!
　
.
.
.

五
九
、

六
〇
、

六
一
、

六
二
、
．

’
一 六
三
、

．
六
四
、

六
五
、

’

Ｘ
ｘ
ｘ

‘
六
六

’

六
七
、

六
八
、
．

六
九
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（
第
二
巻
、
九
一
頁
－
九
二
頁
）

至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
よ
！
…

　
　
　
　
だ
が
玉
座
は
ど
こ
に
？
　
神
殿
は
？
　
ど
こ
に
玉
杯
は
？

六
〇
、
　
神
酒
ネ
ク
タ
ー
ル
に
溢
れ
て
、
神
々
の
歓
喜
の
た
め
の
詩
歌
は
？

　
　
　
　
ど
こ
に
、
｛
｝
体
ど
こ
に
輝
い
て
い
る
の
か
、
彼
方
を
ま
で
射
抜
く
（
ア
ポ
ロ
ー
ン
神

　
　
　
　
　
の
弓
弩
の
ご
と
き
）
あ
の
神
託
は
？

　
　
　
　
デ
ル
ポ
イ
は
微
睡
ん
で
い
る
Ｉ
ど
こ
に
轟
く
の
か
あ
の
偉
大
な
運
命
（
モ
イ
ラ
）

　
　
　
　
　
は
？

　
　
　
　
ど
こ
に
あ
の
神
速
の
運
命
は
、
ど
こ
で
砕
け
る
の
か
？
　
普
遍
の
幸
に
満
ち
て
、

　
　
　
　
雷
鳴
と
と
も
に
清
澄
の
大
気
か
ら
眼
界
を
過
り
、
運
命
（
モ
イ
ラ
）
が
突
入
し
て

　
　
　
　
　
来
る
の
は
ど
こ
か
？

六
五
、
　
父
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
よ
１
・
　
か
く
叫
び
舌
か
ら
舌
へ
言
葉
は
翔
ん
だ
、

　
　
　
　
幾
重
に
も
。
こ
の
生
を
一
人
で
担
え
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。



　
　
　
　
分
有
さ
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
富
は
歓
喜
と
な
る
。
見
知
ら
ぬ
者
と
も
取
り
か
わ
し

　
　
　
　
　
て
、

　
　
　
　
そ
れ
は
歓
呼
と
な
る
。
睡
り
つ
つ
言
葉
（
ロ
ゴ
ス
）
の
力
は
生
育
す
る
。

　
　
　
　
父
よ
Ｉ
・
　
清
澄
な
る
者
よ
１
・
　
こ
の
言
葉
は
久
遠
の
彼
方
ま
で
響
き
渡
る
の
だ
。

　
　
　
　
―
咤
の
太
古
の

七
〇
、
　
証
は
、
父
祖
か
ら
伝
来
さ
れ
、
的
を
射
て
、
創
造
的
に
下
っ
て
く
る
。

年
間
三
百
日
の
晴
天
（
今
日
で
は
西
欧
向
け
観
光
の
標
語
）
を
誇
る
ギ
リ
シ
ア
の
碧

空
は
、
思
想
詩
が
繰
り
返
し
語
っ
て
い
る
（
第
六
四
句
、
第
六
九
句
）
よ
う
に
、
‘
固

有
の
「
清
澄
な
（
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
ｅ
ｒ
）
Ｊ
性
格
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
大
自
然
の
晴
れ
や
か
な

性
格
が
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
誕
生
し
た
母
胎
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
蒼
寫
の
下
で
の
野
外
劇
に
つ
い
て
、
例
の
「
オ
ペ
ラ
文
化
」
を
睨
み
合
わ
せ
、

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
時
代
の
予
】
言
者
と
し
て
讃
え
た
ル
ソ
ー
が
「
演
劇
論
（
Ｓ
ｕ
ｒ
　
ｌ
ｅ
ｓ

ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
ｓ
）
Ｊ
（
一
七
五
八
年
）
に
お
い
て
興
味
深
い
論
述
を
残
し
て
い
る
。
ル
ソ
ー

は
こ
こ
で
、
ギ
リ
シ
ア
都
市
国
家
（
ポ
リ
ス
）
の
共
和
制
（
Ｒ
ｅ
ｐ
ｕ
b
l
i
ｑ
ｕ
ｅ
）
を
念

頭
に
置
き
、
。
戯
曲
（
ｄ
ｒ
ａ
ｍ
ｅ
）
と
歌
劇
（
ｏ
ｌ
ａ
）
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
論
究
し

て
い
る
｛
一
八
六
頁
－
｝
八
七
頁
）
。

演
劇
が
生
ま
れ
た
の
は
共
和
国
に
お
い
て
で
す
。
共
和
国
の
胸
の
な
か
で
と
そ
演
劇
が
祝
祭

の
真
の
姿
で
輝
く
さ
ま
が
見
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
互
い
に
愛
し
合
い
イ
水
遠

に
結
び
合
わ
さ
れ
る
べ
き
理
由
を
そ
な
え
た
国
民
以
上
に
、
し
ば
し
ば
集
ま
っ
て
お
互
い
の

あ
い
だ
に
楽
し
み
と
喜
び
の
二
つ
の
絆
を
結
ぶ
の
に
ふ
さ
わ
し
い
国
民
が
他
に
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
こ
の
よ
う
な
全
人
民
的
な
祝
祭
を
い
く
つ
か
も
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
多
く
の
祝
祭
が
あ
れ
ば
、
私
の
喜
び
は
つ
の
る
ば
か
り
で
し
ょ
う
。
だ
が
、
少
数
の

人
々
を
暗
い
洞
穴
に
陰
気
に
閉
じ
こ
め
る
あ
の
排
他
的
な
演
劇
は
取
り
入
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
あ
の
排
他
的
な
演
劇
は
、
沈
黙
と
無
為
の
な
か
で
観
客
た
ち
を
落
ち
着
き
が
な

く
身
動
き
の
と
れ
な
い
状
態
に
お
き
ま
す
。
観
客
の
眼
に
は
壁
や
剣
の
切
先
や
兵
隊
た
ち
。

つ
ま
り
は
隷
従
と
不
平
等
の
悲
惨
な
イ
メ
ー
ジ
し
か
映
ら
な
い
の
で
す
。
否
、
幸
福
な
国
民

た
ち
よ
、
あ
な
た
が
た
の
祝
祭
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
た
が
集
ま
づ

て
、
あ
な
た
が
た
の
幸
福
の
甘
美
な
感
情
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
べ
き
と
こ
ろ
は
野
外
で
す
。
大

空
の
下
で
す
。
あ
な
た
が
た
の
快
楽
が
女
性
的
で
も
傭
兵
的
で
も
な
く
、
拘
束
や
利
害
を
感

じ
さ
せ
る
も
の
が
な
に
】
つ
そ
れ
ら
の
楽
し
み
を
損
な
わ
ず
、
そ
れ
ら
の
楽
し
み
が
あ
な
た

五
三

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

が
た
と
同
じ
よ
う
に
自
由
で
高
貴
な
も
の
で
あ
り
、
太
陽
が
あ
な
た
が
た
の
純
粋
無
垢
な
演

劇
を
照
ら
し
ま
す
よ
う
拓
。
あ
な
た
が
た
は
太
陽
が
照
ら
す
の
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
演

劇
を
み
ず
か
ら
の
手
で
つ
く
る
。
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
｛
西
川
長
夫
訳
、
ル
ソ
ー
全
集
、
第
八
巻
、
一
五
〇
頁
－
一
五
｝
頁
）

ル
ソ
ー
の
祖
国
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
市
に
、
仏
王
国
に
倣
っ
た
演
劇
の
建
設
を
目
論
ん
だ
ヴ
ォ

ル
デ
ー
ル
と
そ
れ
を
支
持
し
た
都
市
貴
族
た
ち
に
抗
し
て
、
こ
こ
で
ル
ソ
ー
は
１
　
厳

な
市
民
（
ｃ
ｉ
ｔ
ｏ
ｙ
ｅ
ｎ
）
の
立
場
か
ら
歌
劇
の
よ
う
に
「
少
数
の
人
々
を
暗
い
洞
穴

に
陰
気
に
閉
じ
こ
め
る
あ
の
排
他
的
な
演
劇
（
ｃ
ｅ
ｓ

ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
ｓ
　
ｅ
ｘ
c
l
ｕ
ｓ
ｉ
ｆ
ｓ
　
　
ｑ
ｕ
i

ｒ
ｅ
ｎ
ｆ
ｅ
ｒ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
ｔ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
ｕ
ｎ
　
ｐ
ｅ
ｔ
i
ｔ
　
ｎ
ｏ
ｍ
ｂ
ｒ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ
　
ｄ
ａ
ｎ
ｓ
　
ｕ
ｎ
　
ａ
ｎ
ｔ
ｒ
ｅ
０
７

Ｓ
ｉ
）
」
を
斥
け
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ル
ソ
ー
が
、
「
野
外
で
の
蒼
寫
の
下

（
ｅ
ｎ
　
ｐ
ｌ
ｅ
ｉ
ｎ
　
a
i
ｒ
｡
　
　
ｃ
'
ｅ
ｓ
ｔ
　
　
ｓ
ｏ
ｕ
ｓ
　
l
e

ｃ
ｉ
ｅ
ｌ
）
」
で
の
。
「
純
粋
無
垢
な
演
劇
（
ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
-

ｃ
ｅ
ｎ
　
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
）

Ｊ
を
、
も
は
や
劇
と
言
う
よ
り
、
む
し
ろ
祝
祭
（
｛
芯
芯
｝
と
呼
ん

で
い
る
の
に
注
意
を
向
け
よ
う
。
ル
ソ
ー
の
言
う
「
全
人
民
的
な
祝
祭
（
　
ｆ
ｅ
ｔ
ｅ

ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ
）
Ｊ
と
し
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
野
外
で
の
祝
祭
劇
（
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｓ
ｐ
ｉ
ｅ
ｌ
）
が

ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
実
際
こ
れ
こ
そ
ル
ソ
ー
の
理
想
と
し
た
「
太
陽
が
照
ら
す
の
に

も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
演
劇
（
l
e
　
ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
　
ｄ
ｉ
ｇ
ｎ
ｅ
　
ｑ
ｕ
'
i
l
　
　
ｐ
ｕ
i
ｓ
ｓ
ｅ
　
ｅ
ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｒ
ｅ
ｒ
）
Ｊ
で

あ
っ
た
と
看
傲
せ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
古
代
祝
祭
劇
場
の
観
客
の
数
は
ど
れ
く
ら

い
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
洋
古
典
の
碩
学
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
み
よ
う
。

丘
の
斜
面
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
観
客
席
の
収
容
人
員
数
は
、
二
万
に
も
近
い
の
で
あ
’
つ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
善
也
「
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
入
門
」
三
頁
）

こ
の
二
万
と
い
う
数
に
注
目
し
よ
う
。
こ
れ
は
本
論
で
既
に
述
べ
た
（
〔
二
〕
倒
）

領
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
首
都
シ
ュ
ト
ウ
。
ト
ガ
ル
ト
の
人
口
【
ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト

に
依
る
と
】
八
〇
〇
〇
人
）
を
上
回
る
数
値
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
野
外
劇

場
な
ら
ば
、
こ
の
領
邦
首
都
の
市
民
全
員
が
集
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
劇
場
は
、
素
朴
で
、
。
西
欧
の
劇
場
の
よ
う
な
豪
華
な
装
飾
品
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四
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（
装
飾
用
釣
燭
台
な
ど
）
が
無
く
、
ま
た
形
に
お
い
て
歌
劇
場
の
よ
う
な
円
筒
形
で

な
く
、
精
緻
な
数
学
知
識
に
よ
り
案
出
さ
れ
た
播
鉢
状
に
な
っ
て
お
り
、
身
を
乗

り
出
す
危
険
を
冒
し
て
も
舞
台
全
体
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
西
欧
歌
劇
場
の
両

翼
の
天
上
桟
敷
の
よ
う
に
差
別
さ
れ
た
劣
悪
な
場
は
こ
こ
に
無
く
、
例
え
ば
今
尚

残
存
す
る
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
（
'
Ｅ
ｎ
t
ｏ
ａ
ｕ
ｐ
ｏ
ｚ
　
）
劇
場
で
は
、
舞
台
前
面
の
合
唱
席

（
び
討
訓
Ｊ
で
剛
す
ｔ
擦
る
音
も
紙
を
く
し

’
・や
。
べ
し

ち
に
す
る
音
も
す
べ
７

最
上
段
の
観
客
席
ま
で
聞
き
と
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
程
言
及

し
た
西
欧
の
劇
場
の
特
権
的
力
排
他
性
（
Ｅ
ｘ
k
l
ｕ
ｓ
ｉ
ｖ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
）
　
　
-
Ｖ
は
好
対
象
を
な
す

　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
Ｉ
　
―
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
　
　
　
　
　
Ｓ

　
「
共
和
精
神
（
（
ｊ
ｅ
ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
）
Ｊ
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
、
第
二
巻
、
三
三
四
頁
）
の
原

理
が
こ
こ
に
確
か
め
ら
れ
る
。
　
　
’
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
＼

　
こ
の
「
共
和
精
神
」
は
、
閉
ざ
さ
れ
て
い
な
い
、
開
か
れ
た
性
格
を
有
し
て
い
る
。
’

思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
七
節
の
名
高
い
表
現
「
乏
し
き
時
代
の
詩
人

（
･
Ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
　
ｉ
ｎ
　
d
i
i
ｒ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
ｒ
　
Ｚ
ｅ
ｉ
ｔ
）
」
（
第
一
二
二
句
、
第
二
巻
、
九
四
頁
）
を
、

こ
こ
で
は
以
上
の
脈
絡
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
乏
し
い
（
ｄ
ｕ
ｒ
ｆ
ｔ
i
g
）
｡
と
は
閉
鎖
的

で
あ
り
排
他
的
で
あ
り
特
権
的
で
あ
る
西
欧
世
界
の
時
空
の
特
性
と
し
て
こ
こ
で
は

読
み
と
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
思
想
詩
で
は
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
五
五

句
）
が
対
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
古
典
悲
劇
祝
祭
０
　
時
空
へ
の
道
程
（
第
三
節
）
に

お
い
て
、
詩
人
は
「
開
か
れ
た
世
界
（
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｎ
ｅ
）
!
に
つ
い
て
語
る
。

　
四
〇
、
　
（
ｊ
ｏ
ｔ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
Ｆ
ｅ
ｕ
ｅ
ｒ
　
ａ
ｕ
ｃ
ｈ
　
ｔ
ｒ
ｅ
ｉ
ｂ
ｅ
ｔ
｡
　
ｂ
ｅ
ｉ
　
Ｔ
ａ
ｇ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｂ
ｅ
ｉ
　
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
｡

　
四
I
　
'
　
　
　
Ａ
ｕ
ｆ
ｚ
ｕ
ｂ
ｒ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
.
　
　
　
Ｓ
ｏ
　
k
o
m
m
!
　
ｄ
ａ
Ｂ
　
w
i
ｒ
　
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｎ
ｅ
　
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｕ
ｅ
ｎ
.

　
四
二
、
　
Ｄ
ａ
Ｂ
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
Ｅ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
　
w
i
ｒ
　
ｓ
ｕ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
｡
　
ｓ
ｏ
　
w
e
i
ｔ
　
ｅ
ｓ
　
ａ
ｕ
ｃ
ｈ
　
i
ｓ
ｔ
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
巻
、
九
一
頁
）

神
々
の
焔
も
　
昼
と
な
く
夜
と
な
く
わ
れ
ら
に

起
て
と
迫
る
。
だ
か
ら
行
こ
う
、
目
を
開
か
れ
た
世
界
に
放
ち
、

お
の
れ
固
有
の
も
の
を
、
た
と
え
そ
れ
が
ど
ん
な
に
遠
く
に
あ
ろ
う
と
探
し
求
め

　
る
た
め
に
、

　
　
　
　
｛
手
塚
富
雄
訳
、
和
訳
全
集
、
第
二
巻
、
一
一
〇
頁
－
一
　
一
｝
頁
）

こ
の
開
か
れ
た
世
界
（
ｉ
Ｑ
Ｏ
『
ｒ
ｇ
）
と
云
う
未
だ
具
体
化
さ
れ
な
い
語
り
は
、

や
が
て
ギ
リ
シ
ア
の
地
名
の
響
き
と
と
も
に
、
「
開
か
れ
た
海
（
｀
ａ
ｏ
｀
’
の
ｇ

ｇ
ｇ
「
）
」
（
第
四
九
句
）
と
し
て
具
象
化
さ
れ
る
。

　
四
九
、
り
２
日
呻
ロ
ー
ロ
ｒ
９
日
Ｏ
ａ
ｒ
Ｏ
日
ヨ
ー
　
Ｑ
Ｏ
『
ｇ
Ｆ
゛
城
Ｏ
ａ
ｌ
Ｏ
’
ｒ
ｇ
Ｋ
ｇ
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
巨
ｇ
″

　
五
〇
フ
　
ｙ
日
ｔ
ａ
コ
偽
ａ
ｃ
ｏ
Ｑ
ｉ
『
ｌ
ｒ
ｇ
ｓ
晋
ぞ
ｒ
ｇ
ｉ
句
の
ｒ
§
¢
ヨ
Ｓ
ｒ
Ｆ

　
五
一
、
り
０
３
ｉ
Ｓ
ｒ
ｐ
ロ
ａ
牙
ａ
（
）
々
ヨ
ー
ｋ
ｏ
『
｛
ｐ
Ｃ
’
９
の
‘
｝
｛
ａ
ｒ
ｇ
Ｆ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
’
　
‐
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
巻
、
九
［
頁
）

　
　
　
　
　
が
旨
怖
地
峡
イ
’
ス
｀
ト
モ
‘
ズ
ヘ
と
赴
こ
う
。
彼
・
の
地
、
為
の
開
か
れ
’
た
海
が
轟
く

　
　
　
こ
　
（
詩
神
の
故
里
）
パ
ル
ナ
ツ
ソ
ス
山
の
麓
へ
と
、
白
雪
が
輝
く
デ
ル
ポ
イ
（
に
宮

こ
の
「
開
け
（
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｎ
ｅ
）
!
を
直
視
せ
ん
と
す
る
姿
勢
は
、
思
想
詩
中
央
部
で

古
典
ギ
リ
シ
ア
の
「
至
福
な
る
神
々
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
」
（
第
六
節
、

第
九
一
句
）
‘
を
讃
え
る
「
天
上
の
祝
祭
（
　
ｄ
ａ
ｓ
　
h
i
m
m
l
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
）

Ｊ
（
同
節
、

第
一
〇
八
句
）
に
お
い
て
も
保
持
さ
れ
て
い
る
（
第
五
節
）
。

八
一
八
二

ａ
佃
～
～
価
び
の
り
ｉ
乏
皿
ｙ
「
７
１
″

K
ｏ
ｍ
ｍ
ｅ
ｎ
　
ｓ
i
e
　
ｓ
ｅ
ｌ
ｂ
ｓ
ｔ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｐ
ｅ
w
ｏ
ｈ
ｎ
ｔ
　
w
ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
｝
｛
ａ
ｒ
ａ

八
三
、
Ｕ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｔ
ａ
ｅ
ｓ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｚ
ｕ
　
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｕ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｎ
ｂ
ａ
ｒ
ｅ
ｎ
.
　
.
.
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
巻
、
九
二
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
…
し
か
し
や
が
て
覆
う
こ
と
な
く
顕
現
し
て

神
々
そ
の
も
の
が
来
る
。
こ
う
し
て
人
間
は
幸
福
と

昼
と
に
慣
れ
て
く
る
、
あ
か
ら
さ
ま
に
顕
現
し
た
者
た
ち
を
観
る
こ
と
に
。

　
　
　
　
（
手
塚
富
雄
訳
、
和
訳
全
集
、
第
二
巻
、
一
一
二
頁
－
一
百
一
頁
）



　
「
あ
か
ら
さ
ま
に
顕
現
し
た
者
た
ち
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｎ
ｂ
ａ
ｒ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
は
文
字
通
り
＜
ｄ
ａ
ｓ

Ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｎ
ｅ
》
で
あ
る
。
第
八
一
句
は
こ
れ
を
、
「
覆
う
こ
と
な
く
顕
現
し
て
（
ｉ
ｎ

Ｗ
ａ
ｈ
ｒ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）
!
と
語
り
、
真
理
（
　
Ｗ
ａ
ｈ
ｒ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
　
）
を
開
示
（
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｎ
ｅ
　
）
と
し

て
示
し
て
い
る
。
こ
の
＜
Ｗ
ａ
ｈ
ｒ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
＞
は
、
ア
レ
ー
テ
ィ
ア
（
真
理
:
　
ｃ
ｃ
Ｘ
ｉ
ｉ
Ｓ
ｅ
ｉ
ａ
）

に
照
応
す
る
。
す
な
わ
ち
、
覆
わ
れ
て
隠
蔽
の
中
に
あ
る
こ
と
を
古
代
ギ
リ
シ
ア
で

は
Ａ

―
I
K―
（
ぷ
晋
）
と
考
え
し
こ
の
忘
却
を
否
定
し
入
町
（
ｔ
・
り
）
に
由
来
し

仏
町
心
ズ
令
Ｓ
剛
驚
Ｒ
）
と
し
て
真
理
（
ア
レ
ー
テ
ィ
ア
）
が
あ
ら
わ
れ
る
と
し

た
か
ら
で
あ
る
°
　
ｎ
Ｘ
ａ
ｒ
ｃ
Ｄ
ｖ
　
;
プ
ラ
ト
ー
ン
（
前
四
二
七
年
―
前
三
四
七
年
）
の

＾
（
Ｄ
ｉ
ｃ
ｐ
ｏ
Ｌ
Ｔ
ｒ
j
ｚ
　
:
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
（
前
四
七
〇
年
－
前
三
九
九
年
）
が
語
る
想
起

　
（
ａ
ｖ
ａ
ｆ
ｉ
ｖ
ｒ
ｉ
ｏ
Ｋ
：
）
説
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
※
「
パ
イ
ド
ロ
ス
（
（
Ｄ
ａ
ｃ
'
ｄ
ｐ
ｏ
<
：
）
l
二
四
九
Ｂ
－
二
五
〇
Ａ
、
７
パ
イ
ド
ー
ン

　
　
（
ｓ
Ｑ
＆
～
）
」
七
二
Ｅ
－
七
三
Ｂ
、
等

　
思
想
詩
中
央
部
で
歌
わ
れ
て
い
る
開
か
れ
た
祝
祭
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
一
層
う
ち

開
か
れ
た
時
空
の
中
で
朗
々
と
澱
み
な
く
歌
い
あ
げ
た
の
は
八
思
想
詩
（
一
八
〇
〇

年
－
一
八
〇
一
年
）
に
ひ
き
つ
づ
い
て
創
作
さ
れ
た
讃
歌
「
平
和
の
祝
祭
（
Ｆ
ｒ
i
e
-

ｄ
ｅ
ｎ
ｓ
ｆ
ｅ
ｉ
ｅ
ｒ
）
Ｊ
（
一
八
〇
二
年
）
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。

八七六五四三二－

　ゝ　Ｓ　Ｓ　ゝ　ゝ　ゝ　ゝ●ゝ
九

五
五

D
ｅ
ｒ
　
h
i
m
m
l
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
｡
　
ｓ
ｔ
ｉ
ｌ
ｌ
　
w
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｒ
ｋ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
｡

Ｄ
ｅ
ｒ
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｉ
ｇ
w
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｌ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
　
Ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｌ
ｌ
｡

Ｕ
ｎ
ｄ
　
ｇ
ｅ
ｌ
ｕ
ｆ
ｔ
ｅ
ｔ
　
i
ｓ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
a
l
ｔ
ｇ
ｅ
ｂ
ａ
ｕ
ｔ
ｅ
｡

Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｇ
ｅ
w
ｏ
ｈ
ｎ
ｔ
ｅ
　
Ｓ
ａ
ａ
ｌ
;
　
ｕ
m
　
ｇ
ｒ
i
i
n
e
　
Ｔ
ｅ
ｐ
ｐ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
ｄ
ｕ
ｆ
ｔ
ｅ
ｔ

Ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
w
ｏ
ｌ
ｋ
'
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
w
e
i
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ｌ
ａ
ｎ
ｚ
ｅ
ｎ
ｄ
　
ｓ
ｔ
ｅ
ｈ
ｎ
｡

（
ｊ
ｅ
ｒ
ｅ
ｉ
ｆ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｆ
ｒ
i
i
c
h
ｔ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｌ
ｌ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｇ
ｏ
ｌ
ｄ
ｂ
ｅ
ｋ
ｒ
ａ
ｎ
ｚ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｋ
ｅ
ｌ
ｃ
ｈ
ｅ
｡

ｗ
０
ｈ
ｉ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｏ
ｒ
ｄ
ｎ
ｅ
ｔ
｡
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｐ
ｒ
Ｓ
ｃ
ｈ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｈ
ｅ
｡

Ｚ
ｕ
ｒ
　
Ｓ
ｅ
ｉ
ｔ
ｅ
　
ｄ
ａ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｏ
ｒ
ｔ
　
a
i
i
f
ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
　
ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｍ

（
Ｊ
ｅ
ｅ
ｂ
ｎ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｂ
ｏ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
T
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
三
巻
、
五
三
三
頁
）

　
　
　
こ
の
世
の
も
の
な
ら
ぬ
気
高
い
音
調
は
　
し
ず
か
に
反
響
を
返
し
な
が
ら

　
　
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

五

　
や
す
ら
か
な
旋
律
を
た
だ
よ
わ
せ
、
　
　
　
。

・
遠
い
代
に
建
て
ら
れ
た
至
幸
の
者
た
ち
の
た
め
の
広
間
は

　
ひ
ろ
男
ろ
と
開
か
れ
て
い
’
る
。

　
樹
齢
の
雲
は
た
だ
よ
い
、
遥
か
ま
で
輝
く

　
食
卓
の
華
麗
な
列
は
　
Ｊ

　
豊
熟
の
果
実
や
金
の
花
繰
１
　
飾
ら
れ
た
杯
の
あ
ま
た
を
載
せ
て
、

　
平
坦
に
ひ
ろ
が
る
ゆ
か
を
統
べ
て
　
そ
こ
に
こ
こ
に

’
姿
よ
く
立
ち
並
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚
富
雄
訳
、
和
訳
全
集
、
第
二
巻
、
一
七
三
頁
）

　
「
ひ
ろ
び
ろ
と
開
か
れ
て
い
る
（
９
お
ｐ
ａ
）
」
（
第
三
句
）
と
語
る
に
値
す
る
詩
空

間
の
開
け
が
、
ル
ソ
ー
の
語
る
「
祝
祭
の
真
の
姿
（
ｕ
ｎ
　
ｖ
ｅ
ｒ
i
ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
　
ａ
ｉ
ｒ
　
ｄ
ｅ
　
ｆ
ｅ
ｔ
ｅ
）
」

　
（
前
掲
「
演
劇
論
」
）
を
見
事
に
具
現
し
、
恵
想
詩
に
歌
わ
れ
た
「
清
澄
な
（
ｌ
ｇ
～
）
」

時
空
に
諧
調
を
な
」
て
協
和
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
㈲
　
変
貌
す
る
社
会

　
前
述
の
よ
う
な
祝
祭
空
間
へ
と
志
向
す
る
思
想
詩
に
お
け
る
都
市
の
姿
は
、
既
存

の
封
建
体
制
下
に
勃
興
し
つ
つ
あ
る
謹
厳
な
市
民
社
会
の
原
画
（
Ｕ
ｒ
b
i
l
d
）
　
-
Ｍ
看

倣
し
得
よ
う
。
と
こ
ろ
で
｛
こ
の
よ
う
な
原
画
の
表
現
に
相
応
す
る
理
論
づ
け
は
恐

ら
く
、
ヘ
ル
ダ
ー
。
リ
ン
の
詩
論
「
滅
び
の
な
か
で
生
ま
れ
る
も
の
（
｛
｝
ａ
ｓ
　
　
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ

ｉ
ｍ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
（
一
七
九
九
年
）
に
見
い
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
詩
論
で
詩
人
は
「
祖
国
（
Ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
l
a
乱
）
」
忙
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
祖
国
の
こ
の
没
落
、
な
い
し
は
、
こ
の
意
味
で
の
変
遷
（
Ｄ
ｉ
ｅ
ｓ
ｅ
ｒ
　
　
Ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｇ
　
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ

　
Ｏ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｇ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｓ
）
は
、
既
存
の
世
界
の
四
肢
に
お
い
て
感
取
せ
ら
れ
、
そ

　
の
様
は
、
こ
の
既
存
の
も
の
が
解
体
（
ｓ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
　
ａ
ｕ
ｆ
ｌ
ｏ
ｓ
ｔ
)
す
る
瞬
間

　
と
度
合
い
に
応
じ
て
正
に
、
新
し
く
勃
興
す
る
も
の
、
若
々
し
い
も
の
、
可
能
な
も
の

　
（
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｎ
ｅ
ｕ
ｅ
ｉ
ｎ
ｔ
ｒ
ｅ
ｔ
ｅ
乱
ｅ
｡
　
Ｊ
ｕ
ｇ
ｅ
乱
Ｆ
ｈ
ｅ
｡
　
Ｍ
ｏ
ｇ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
）
が
感
取
さ
れ
る
と
い
う
具

　
合
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
四
巻
、
二
八
二
頁
）



五
六
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学

去
り
ゆ
く
「
既
存
の
世
界
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
ｈ
ｅ
乱
ｅ
　
Ｗ
ｅ
ｉ
こ
）
が
思
想
詩
で
は
、
「
松

明
で
飾
ら
れ
、
騒
然
と
馬
車
が
過
ぎ
去
る
（
Ｕ
ｎ
ｄ
｡
　
　
m
i
ｔ
　
　
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｎ
　
　
ｅ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｕ
ｋ
ｔ
｡

ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
.
）
」
（
第
二
句
）
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
、

‘ 詩
人
が

見
守
る
世
界
は
、
さ
さ
や
か
な
「
燈
火
に
照
ら
さ
れ
た
街
路
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ

｛
｝
ａ
Ｓ
）
」
（
第
一
句
）
や
「
満
ち
足
り
て
家
路
へ
と
歩
む
人
々
（
Ｓ
ａ
ｔ
ｔ
　
ｇ
ｅ
ｈ
ｎ

ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
…
…
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
）
!
（
第
三
句
）
、
「
和
や
か
に
家
に
く
つ
ろ
で
家
長

（
ｅ
ｉ
ｎ
　
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｅ
ｅ
ｓ
　
　
　
Ｈ
ａ
ｉ
ｉ
Ｄ
ｔ
　
＼
Ｗ
ｏ
ｈ
Ｉ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
　
　
　
ｚ
i
i
　
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
）
」
（
第
四
句
－
第
五

句
）
。
に
よ
っ
て
映
し
出
さ
れ
で
い
を
・
こ
こ
で
は
詩
人
０
　
優
し
い
肯
定
的
な
眼
差
が
、

‘
瓊
末
な
描
写
（
Ｂ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
ｅ
ｉ
ｂ
ｕ
ｎ
ｇ
）
に
専
心
す
＆
こ
と
な
く
、
的
確
な
直
視
に

’
よ
り

無
駄
ロ
を
慎
み
、
沈
思
あ
づ
で
始
め
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
映
像
に
よ
り
い
何
気
な

九
い
市
民
生
活
の
場
を
一
幅
の
芸
術
作
品
に
仕
上
げ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ド
ヽ

　
蓋
し
こ
の
肯
定
的
な
市
民
社
会
の
表
現
は
、
・
西
欧
精
神
史
の
開
か
れ
た
空
間
、
と
り

わ
け
「
ギ
リ
シ
ア
」
ぺ
と
雄
飛
す
る
試
金
石
で
も
あ
る
。
「
悲
劇
の
誕
生
」
に
お
け

る
ニ
ー
チ
ェ
の
鋭
い
批
判
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ア
ヘ
と
憧
れ
る
宮
庭
詩
人

の
上
気
し
た
激
昂
（
例
え
ば
、
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
七
四
三
三
句
－
七
四
四
五

句
の
ヘ
レ
ナ
憧
憬
）
で
は
、
「
ギ
リ
シ
ア
の
魔
の
山
へ
と
至
る
魔
門
を
打
ち
破
る
に

成
功
し
得
ず
（
ｎ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
　
　
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
ｎ
　
　
ｄ
ｕ
ｒ
ｆ
ｔ
ｅ
｡
　
ｉ
ｅ
ｎ
ｅ
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｚ
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
ｅ
　
Ｅ
ｆ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
　
ｚ
ｕ
　
ｅ
ｒ
-

ｂ
ｒ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
｡
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
i
n
　
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
　
Ｚ
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
　
　
ｆ
ｕ
ｈ
ｒ
ｔ
）
Ｊ
（
第
二
十
章
）
、

「
蛮
地
タ
ウ
リ
ス
か
ら
ゲ
ー
テ
の
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
エ
が
海
の
彼
方
の
故
国
ギ
リ
シ

ア
ヘ
と
向
け
た
あ
の
憧
憬
の
眼
差
以
上
に
は
達
し
な
か
っ
た
（
ｎ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
　
　
w
ｅ
ｉ
ｔ
ｅ
ｒ

ｇ
ｅ
ｋ
ｏ
ｍ
ｍ
ｅ
ｎ
　
ｉ
ｓ
ｔ
　
ａ
ｌ
ｓ
　
b
i
ｓ
　
ｚ
ｕ
　
ｊ
ｅ
ｎ
ｅ
ｍ

ｓ
ｅ
ｈ
ｎ
ｓ
i
i
c
h
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
　
Ｂ
ｌ
ｉ
ｃ
ｋ
｡
　
　
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｇ
ｏ
ｅ
-

ｔ
ｈ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｉ
ｐ
ｈ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｉ
ｅ
　
ｖ
o
m
　
ｂ
ａ
ｒ
ｂ
ａ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｔ
ａ
ｕ
ｒ
i
ｓ
　
ａ
ｕ
ｓ

ｎ
ａ
ｃ
ｈ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
Ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
ａ
ｔ

i
i
b
e
ｒ
　
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｍ
ｅ
ｅ
ｒ
　
ｈ
ｉ
ｎ
　
ｓ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｔ
）
」
｛
同
章
、
上
掲
・
批
判
版
、
第
｝
巻
、
コ
二
一

頁
）
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
打
っ
て
変
っ
て
、
慎
ま
し
い
内
面
へ
の
光
明
が
、
宮

庭
の
華
美
か
ら
は
遠
い
彼
方
を
射
抜
く
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
句
は
、
荘
厳
な

古
典
祝
祭
悲
劇
の
時
空
へ
と
通
ず
る
祈
り
の
基
底
（
９
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
ｎ
ｓ
ａ
ｂ
ｇ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄ
ｔ
ｉ
ｅ
ｆ
ｅ

）

と
し
て
思
想
詩
冒
頭
に
控
え
、
「
ギ
リ
シ
ア
の
本
質
の
中
核
へ
と
推
参
し
、
ド
イ
ツ

文
化
と
ギ
リ
シ
ア
文
化
と
の
間
に
永
続
す
る
エ
ロ
ー
ス
（
愛
）
の
絆
を
結
ぶ
た
め

（
i
n
　
　
　
ｄ
ｅ
ｎ
　
　
　
Ｋ
ｅ
ｒ
ｎ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
　
　
ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
　
　
Ｗ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
　
　
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｚ
ｕ
ｄ
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ
r
ｅ
ｎ
　
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ

ｄ
ａ
ｕ
ｅ
ｒ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
　
Ｌ
ｉ
ｅ
ｂ
ｅ
ｓ
ｂ
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｚ
w
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｇ
ｒ
ｉ
ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

Ｃ
ｕ
l
ｔ
ｕ
ｒ
　
ｈ
ｅ
ｒ
ｚ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
）
!
（
同
章
、
同
巻
、
一
二
九
頁
）
の
希
望
の
光
を
投
げ
か

け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
※
こ
の
脈
絡
は
、
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
・
第
二
七
巻
所
収
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

｡

　
　
Ｋ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
m
i
　
:
　
Ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｂ
ｅ
ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
　
ｉ
ｉ
ｂ
ｅ
ｉ
ｒ
　
ｄ
ａ
ｓ
　
　

。
ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｇ
ｒ
ｉ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
”

　
　
i
n
　
　
Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
i
ｒ
ｉ
ｓ
　
　

。
Ｂ
ｒ
ｏ
ｄ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｗ
ｅ
ｉ
ｎ
”
　
　
　
―
―

。
ｄ
ａ
ｓ
　
ｇ
ｒ
ｏ
Ｂ
ｅ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
”
　
ａ
ｌ
ｓ

　
　
Ｈ
ｏ
ｈ
ｅ
ｐ
ｕ
ｎ
ｋ
ｔ
.
　
（
　
1
九
七
九
暉
）
を
参
照
。
’

｀
　
　
　
ノ
　

一
　
　
　
ニ

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
古
典
文
化
の
開
け
へ
と
趨
飛
す
る
市
民
社
会
の
原
画
は
‘
、

あ
く
ま
で
そ
れ
に
相
応
し
い
歴
史
的
現
実
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
咲
、
架
空
の
現
実
。

（
Ｕ
ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ
）
や
回
顧
的
空
想
（
例
え
ば
、
ロ
マ
ン
主
義
の
中
世
回
顧
）
で
は
な
い
。

従
っ
て
、
こ
の
思
想
詩
の
表
現
は
、
本
論
が
既
に
言
及
し
た
よ
う
な
一
定
の
時
代
の

社
会
の
在
り
方
を
前
提
と
し
て
始
め
て
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
。
て
、
市
民
社
会
の

在
り
方
が
変
れ
ば
、
自
ず
と
そ
の
社
会
の
原
画
も
変
貌
を
蒙
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

同
じ
夕
暮
の
都
市
の
姿
を
歌
っ
て
も
、
思
想
詩
（
一
八
〇
〇
年
－
一
八
〇
一
年
）
成

立
の
半
世
紀
後
、
す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
が
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｎ
ｔ
ｆ
ｒ
ｅ
ｍ
ｄ
ｅ
ｔ
ｅ

Ａ
ｒ
ｂ
ｅ
ｉ
ｔ
）
」
（
〔
三
〕
田
既
出
）
を
緻
密
に
分
析
し
た
十
九
世
紀
中
葉
で
は
、
す
で
に

社
会
の
亀
裂
が
詩
人
の
表
現
に
影
を
な
げ
か
け
る
。
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e
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o
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a
m
i
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ｒ
i
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二
、
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ｎ
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十
四
、

十
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、

土
ハ
、

十
七
、

十
八
、

ナ
几
、

二
〇
、
‘

二
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、

二
二
、

ニ
ニ
、

二
四
、

二
五
、

二
六
、

二
七
、

二
八
、

二
九
、

三
〇
、

三
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三
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三
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、
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、
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ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
　
l
e
ｕ
ｒ
　
ｔ
ｒ
ａ
ｖ
ａ
ｉ
ｌ
｡
　
ｅ
ｕ
ｘ
　
ａ
ｕ
ｓ
ｓ
i
｡

Ｅ
ｔ
　
ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｏ
ｕ
ｃ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
l
e
ｓ
　
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｓ
　
ｅ
ｔ
　
ｌ
ｅ
ｓ
　
ｃ
ａ
ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｓ

Ｉ
）
ｏ
ｕ
ｒ
　
ｖ
ｉ
ｖ
ｒ
ｅ
　
ｑ
ｕ
e
l
ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
　
j
o
ｕ
ｒ
ｓ
　
ｅ
ｔ
　
ｖ
ｅ
ｔ
i
ｒ
　
ｌ
ｅ
ｕ
ｒ
ｓ
　
ｍ
ａ
ｉ
ｔ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｓ
.

K
ｅ
ｃ
ｕ
ｅ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
-
ｔ
ｏ
ｉ
｡
　
ｍ
ｏ
ｎ
　
ａ
ｍ
ｅ
｡
　
ｅ
ｎ
　
ｃ
ｅ
　
ｇ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
　
ｍ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
｡

Ｅ
ｔ
　
ｆ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｔ
ｏ
ｎ
　
ｏ
ｒ
e
i
l
l
e
　
ａ
　
ｃ
ｅ
　
ｒ
ｕ
g
i
ｓ
ｓ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
.

Ｃ
　
ｅ
ｓ
ｔ
　
l
'
ｈ
ｅ
ｕ
ｒ
ｅ
　
ｏ
ｕ
　
l
e
ｓ
　
ｄ
ｏ
ｕ
l
e
ｕ
ｒ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｍ
ａ
ｌ
ａ
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｓ
'
ａ
ｉ
ｇ
ｒ
i
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
!

Ｌ
ａ
　
ｓ
ｏ
ｍ
ｂ
ｒ
ｅ
　
Ｎ
ｕ
i
ｔ
　
l
e
ｓ
　
ｐ
ｒ
ｅ
ｎ
ｄ
　
ａ
　
l
a
　
ｇ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
;
　
　
　
i
l
ｓ
　
f
i
n
i
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ

Ｌ
ｅ
ｕ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
　
ｅ
ｔ
　
ｖ
ｏ
ｎ
ｔ
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
　
l
e
　
ｇ
ｏ
ｕ
ｆ
ｆ
ｒ
ｅ
　
c
o
m
m
ｕ
ｎ
;

Ｌ
'
ｈ
ｄ
ｐ
ｉ
ｔ
a
l
　
ｓ
ｅ
　
ｒ
ｅ
ｍ
ｐ
ｌ
ｉ
ｔ
　
ｄ
ｅ
　
ｌ
ｅ
ｕ
ｒ
ｓ
　
ｓ
ｏ
ｕ
p
i
ｒ
ｓ
.

P
l
ｕ
ｓ
　
ｄ
'
ｕ
ｎ

Ｎ
ｅ
　
ｖ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｒ
ａ
　
p
l
ｕ
ｓ
　
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
l
a
　
ｓ
ｏ
ｕ
ｐ
ｅ
　
ｐ
ａ
ｒ
ｆ
ｕ
ｍ
ｅ
ｅ
｡

Ａ
ｕ
　
ｃ
ｏ
ｉ
ｎ
　
ｄ
ｕ
　
ｆ
ｅ
ｕ
｡
　
l
e
　
ｓ
o
i
ｒ
｡
　
ａ
ｕ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｄ
'
ｕ
ｎ
ｅ
　
ａ
ｍ
ｅ
　
a
i
m
i
e
e
.

E
ｎ
ｃ
ｏ
ｒ
ｅ
　
l
a
　
p
l
ｕ
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
　
　
ｎ
'
　
ｏ
ｎ
ｔ
-
i
l
ｓ
　
i
a
m
a
i
ｓ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｕ

Ｌ
ａ
　
ｄ
ｏ
ｕ
ｃ
ｅ
ｕ
ｒ
　
ｄ
ｕ
　
ｆ
ｏ
ｙ
ｅ
ｒ
　
ｅ
ｔ
　
ｎ
'
０
ｎ
ｔ
　
j
a
m
a
i
ｓ
　
ｖ
ｅ
ｃ
ｕ
!

　
　
（
B
i
b
l
i
o
ｔ
ｈ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
ｌ
ａ
　
Ｐ
ｌ
ｅ
ｉ
ａ
ｄ
ｅ
.
　
第
一
巻
、
九
四
頁
－
九
五
頁
）

五
七
　
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

犯
罪
人
の
友
で
あ
る
、
気
持
の
好
い
夕
暮
が
来
る
。

共
犯
の
男
の
や
う
に
、
こ
っ
そ
り
と
忍
が
寄
る
。
大
空
は

廣
々
と
し
た
閏
房
の
や
う
に
　
静
か
に
閉
さ
れ
て
、

苛
々
と
待
ち
か
ね
て
ゐ
た
人
間
は
　
野
獣
と
愛
る
。

五
、
　
お
お
　
夕
暮
よ
、
「
今
日
も
よ
く
働
い
た
ぞ
」
と
、
心
か
ら
、

　
　
　
腕
を
叩
い
て
　
し
み
じ
み
と
言
い
得
る
人
が
待
ち
望
む

　
　
　
愛
す
べ
き
汐
喀
時
よ
い
Ｉ
残
酷
な
苦
悩
に
噛
ま
れ
た

　
　
　
人
々
を
、
額
を
重
く
垂
れ
下
げ
た
　
執
念
深
い

　
　
　
學
究
を
、
背
中
を
曲
げ
て
疲
れ
果
て
　
寝
床
に
戻
る

十
、
　
職
工
を
、
慰
め
る
も
の
’
そ
れ
は
こ
の
夕
暮
時
だ
。

　
　
　
だ
が
し
か
し
　
大
気
の
中
に
は
　
邪
悪
な
悪
魔
が

　
　
　
　
賓
業
家
の
や
う
に
鈍
重
に
眼
を
醒
ま
し
、

　
　
　
　
　
　
が
け
　
　
よ
ろ
ひ
ど
　
　
　
ひ
さ
し

　
　
　
　
飛
び
翔
っ
て
　
鎧
扉
や
窓
の
庇
を
叩
い
て
廻
る
。

　
　
　
　
風
が
激
し
く
揺
り
動
か
す
微
光
を
横
切
っ
て

　
　
　
　
ヽ
ヽ
　
　
　
こ
う
ち
こ
う
ぢ
　
　
ひ

一
五
、
　
賀
春
が
　
小
路
小
路
に
　
灯
を
疋
も
し
、

　
　
　
　
蟻
塚
の
や
う
に
四
方
に
出
口
を
開
け
、

二
Ｉ

二
五
、

三
〇

が
ら
に

き
い
賀
春
は

　
う
じ
む
し

る
姐
轟
の
や
う

い
る
。

劇
場
の
金
切
り
聾
や
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

賭
博
が
何
よ
り
渠
し
み
の
　
安
料
理
屋

に

淫
喪
婦
と
　
そ
の
咀
棒
の
詐
欺
師
が
集
り
、

休
息
も
な
け
れ
ば
情
容
赦
も
な
い
泥
棒
ど
も
は
、

や
が
て
、
そ
の
仕
事
に
、
奴
等
も
取
掛
ら
う
し
、

扉
や
金
庫
の
錠
前
を
　
音
も
立
て
ず
に
訣
開
け
て

幾
日
か
の
食
い
枡
席
と
情
婦
の
著
物
を
艦
ぐ
だ
ろ
う
ｏ

’
病
人
の
苦
痛
が
今
や
鋭
く
掻
立
て
ら
れ
る
時
な
の
だ
。



五
八三

七
、

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学

陰
昏
な
夜
は
　
彼
等
の
喉
を
締
め
上
げ
る
。
宿
命
を

絡
へ
て
　
彼
等
は
共
同
の
深
淵
に
向
つ
て
沈
ん
で
ゆ
く
の
だ
。

病
院
に
は
　
彼
等
の
吐
息
が
充
満
す
る
。
－
ま
た
一
人
な
ら
ず
、

夕
暮
に
、
愛
す
る
人
の
傍
ら
の
　
媛
盛
の
ほ
と
り
に
、

薫
高
い
ス
ー
プ
を
求
め
て
姉
る
こ
と
が
　
出
来
な
く
な
る
の
だ
。

囃そ
娩
ど
こ
ろ
か
大
勢
の
人
た
ち
は
　
嘗
て
悠
遠
の
巣
し
さ
を

づ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
生
き
た
こ
と
さ
へ
無
か
っ
た
の
だ
。
ヽ

　
　
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
信
太
郎
訳
、
二
八
五
頁
－
二
八
七
頁
）

こ
の
詩
歌
は
・
「
黄
昏
’
（
ｒ
、
ｃ
ｒ
ｅ
ｐ
ｕ
ｓ
ｃ
ｕ
l
e
　
　
　
ｄ
ｕ
　
　
ｓ
o
i
ｒ
）

Ｊ
と
題
さ
れ
た
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
l
e
ｓ

Ｂ
Ａ
Ｕ
Ｉ
）
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
:
ボ
ー
ド
レ
ー
・
ル
ノ
（
『
一
八
一
一
一
年
ト
ー
八
六
七
ヽ
年
ｙ
　
の
詩

で
、
仏
文
学
史
上
の
古
臭
詩
集
。
「
悪
０
　
華
（
Ｌ
ｅ
ｓ
　
Ｆ
ｌ
ｅ
ｕ
ｒ
ｓ
　
ｄ
ｕ
　
ｍ
ａ
ｌ
　
）
　
ｊ
（
一
’
八
弗

七
年
初
版
）
の
第
六
七
番
（
一
八
六
「
年
の
再
版
で
は
第
九
五
番
」
目
に
置
か
れ
、

一
連
の
詩
と
と
も
に
「
パ
リ
描
写
（
Ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
ａ
ｕ
ｘ
　
ｐ
ａ
ｒ
i
ｓ
ｉ
ｅ
ｎ
ｓ
）
Ｊ
と
題
す
る
章
に
見
。

い
出
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
思
想
詩
と
は
異
な
っ
た
社
会
背
景
が
控

え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
夕
暮
の
情
緒
の
不
気
味
な
始
ま
り
「
夕
暮
は
共

犯
者
の
よ
う
に
獲
者
を
狙
う
狼
の
足
ど
り
で
密
や
か
に
忍
び
寄
る
こ
１

　
ｖ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ

ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｅ
　
ｕ
ｎ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｉ
ｃ
ｅ
｡
　
ａ
　
ｐ
ａ
ｓ
　
ｄ
ｅ
　
l
o
ｕ
ｐ
）
」
（
第
二
句
）
が
矛
盾
相
克
す
る
市
民
社

会
の
扉
と
な
っ
て
い
る
。
「
背
中
を
曲
げ
て
疲
れ
果
て
寝
床
に
戻
る
職
工
ｄ
'
０
ｕ
ｖ
-

ｒ
i
e
ｒ
　
ｃ
ｏ
ｕ
ｒ
ｂ
ｅ
　
ｑ
ｕ
i
　
ｒ
ｅ
ｇ
ａ
ｇ
ｎ
ｅ
　
ｓ
ｏ
ｎ
　
ｌ
ｉ
ｔ
）
」
　
（
第
十
句
）
と
〔
実
業
家
の
よ
う
に
鈍

重
に
眼
を
醒
ま
す
邪
悪
な
悪
魔
（
ｄ
ｅ
ｓ
　
　
ｄ
ｅ
ｍ
ｏ
ｎ
ｓ
　
　
ｍ
ａ
ｌ
ｓ
ａ
ｉ
ｎ
ｓ
…
ノ
Ｓ
'
ｅ
ｖ
ｅ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｔ

l
o
ｕ
ｒ
ｄ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
｡
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ
　
ｄ
'
ａ
ｆ
ｆ
ａ
ｉ
ｒ
ｅ
）
Ｊ
　
（
第
十
一
句
－
第
十
二
句
）
と
が

く
っ
き
り
と
対
置
さ
れ
、
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
（
マ
ル
ク
ス
‥
本
論
〔
三
〕
田
参
照
）

の
生
々
し
い
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
「
ひ
っ
そ
り
と
街
路
に
燈
火
が
と
も
り

（
　
ｓ
ｔ
i
l
l
　
w
ｉ
ｒ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
）
Ｊ
　
（
思
想
詩
・
第
一
句
）
に
対
し
、
「

悪
の
華
」
で
は
、
「
売
春
が
街
路
、
街
路
に
畑
を
点
す
（
Ｌ
ａ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｓ
ｔ
i
ｔ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｓ
'

ａ
ｌ
ｌ
ｕ
m
e
　
ｄ
ａ
ｎ
ｓ
　
ｌ
ｅ
ｓ
　
　
　
ｒ
ｕ
ｅ
ｓ
）
」
（
第
十
五
句
）
。

　
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
マ
ル
ク
ス
は
、
「
経
済
学
・
哲
学
草
稿
」

　
二
八
四
四
年
）
の
第
三
手
稿
で
、
「
水
中
の
魚
の
よ
う
に
く
つ
ろ
い
だ
（
ｓ
ｏ
　
ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
｡

a
l
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
F
i
ｓ
ｃ
ｈ
　
i
m
　
Ｗ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｒ
）
　
I
「
洞
穴
の
未
開
人
（
Ｄ
ｅ
ｒ
　
　
Ｗ
ｉ
ｌ
ｄ
ｅ
　
　
i
n
　
　
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ

Ｈ
ｏ
ｈ
ｌ
ｅ
）
」
の
生
活
に
対
比
し
て
、
貧
し
い
都
市
労
働
者
の
生
活
の
惨
め
さ
を
述
べ
、

そ
の
疎
外
現
象
に
つ
い
て
次
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

だ
が
こ
の
貧
乏
人
の
地
下
室
住
居
は
、
或
る
敵
対
す
る
力
（
Ｅ
ｌ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）
、
す
な
わ
ち
、

を
絞
っ
て
の
み
与
え
ら
れ
る
疎
遠
な
力
（
ｆ
ｒ
ｅ
ｍ
ｄ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
）
を
保
持
し
て
い
る

る
。
彼
に
は
こ
の
住
居
を
自
ら
の
故
郷
と
看
傲
す
ご
と
が
許
さ
れ
ず
、
「
こ
こ
で

．
つ
．
ろ
げ
る
（
ｈ
ｉ
ｅ
ｒ
　
ｂ
ｉ
ｎ
　
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｚ
ｕ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
ｅ
）
」
な
ど
と
は
決
し
て
言
え
な
い
の
で
あ
る
．

し
ろ
こ
こ
で
～
彼
は
或
る
別
人
の
家
、
す
な
わ
ち
或
る
疎
遠
方
家
に
居
る
の
で
あ
っ
・
て
、

　
　
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
－
　
Ｉ
　
Ｉ
　
　
Ｉ
’
゛
’
』
’
．
Ｉ
ｓ
』
‘
゛
『
り
゛
ｌ
ｌ
、
Ｉ
Ｉ
’
―

こむく住ｔ彼

の
他
ん
が
毎
日
ひ
そ
か
に
動
静
を
ｙ
か
が
っ
て
い
て
ヽ
貧
乏
人
れ
家
賃
『
を
支
払
わ
な
い
と
路

上
へ
放
り
出
す
の
で
あ
る
。

(
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
補
巻
、
第
一
部
ヽ
’
趾
五
四
旦

こ
の
よ
う
な
十
九
世
紀
中
葉
の
西
欧
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
、
「
パ
。
ン
と
ぶ
ど
う

酒
」
冒
頭
に
描
か
れ
た
よ
う
な
、
「
満
ち
足
り
た
帰
宅
（
Ｓ
ａ
ｔ
ｔ
　
ｇ
ｅ
ｈ
ｎ
　
　
h
e
i
m
）
」

　
（
第
三
句
）
と
か
「
和
や
か
に
家
に
く
つ
ろ
ぐ
（
　
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｚ
ｕ
　
Ｈ
ａ
ｕ
巳
）

　
（
第
五
句
）
姿
は
い
さ
さ
か
現
実
か
ら
遊
離
し
た
感
を
懐
か
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
史

的
唯
物
論
の
哲
人
も
、
象
徴
詩
の
鬼
才
も
と
も
に
新
た
な
社
会
の
動
静
に
目
を
留
め

な
が
ら
、
そ
の
中
で
の
「
滅
び
の
な
か
で
生
ま
れ
る
も
の
（
Ｄ
ａ
ｓ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
　
　
i
m

V
e
ｒ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
（
前
述
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
詩
論
題
名
）
を
直
視
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
十
九
世
紀
文
学
の
鬼
才
に
よ
り
先
駆
的
に
表
現
さ
れ
た
新
た
な
時
’

代
の
疎
外
さ
れ
た
都
市
像
は
、
後
に
今
世
紀
の
文
学
に
お
い
て
更
に
新
た
な
詩
歌
の

衣
を
纒
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
新
た
な
局
面
を
示
す
例
と
し
て
、
現
代
ド
イ
ツ

詩
歌
か
ら
Ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ａ
ｒ
i
a
　
Ｒ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
Ｅ
　
:
リ
ル
ケ
（
一
八
七
五
年
－
一
九
二
六

年
）
の
圧
巻
「
ド
ゥ
イ
ー
ノ
の
悲
歌
（
Ｄ
ｕ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ
ｒ
　
Ｅ
ｌ
ｅ
ｇ
ｉ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
（
一
九
二
二
年
）

第
十
歌
、
第
二
節
で
歌
わ
れ
た
「
悩
み
の
都
市
「
に
器
‐
叩
乱
こ
」
に
着
目
し
て

み
よ
う
。
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、

一
七
、
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八
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三
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三
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三
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Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
第
一
巻
、
三
〇
三
頁
圭
二
〇
四
頁
）

　
も
ち
ろ
ん
　
悲
し
い
か
な
　
「
悩
み
の
都
市
」
の
巷
は
な
ん
と
異
様
な
こ
と
だ
ろ
う

　
そ
こ
で
は
う
ち
消
し
あ
う
喧
騒
か
ら
生
ま
れ
た
偽
り
の
静
寂
の
な
か
で

　
空
虚
の
鋳
型
か
ら
の
鋳
造
物
　
金
メ
ッ
キ
の
騒
音
が

　
破
裂
す
る
銅
像
が
　
威
張
っ
て
立
っ
て
い
る

二
〇
、
　
お
お
　
天
使
な
ら
跡
形
も
な
く
。
そ
の
「
慰
安
の
市
場
」
を
踏
み
に
じ
っ
て
し
ま
う

五
九
　
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

　
だ
ろ
う

と
の
「
市
場
」
と
境
を
接
し
て
は
出
来
合
い
で
買
わ
れ
た
教
会
が

小
ざ
っ
ぱ
り
と
し
て
　
閉
っ
た
ま
ま
　
ま
．
る
で
日
曜
日
の
郵
便
局
の

　
　
　
　
　
よ
う
に
幻
滅
し
て
立
っ
て
い
る

　
　
　
　
外
に
は
し
か
し
　
「
歳
の
市
」
の
境
が
い
つ
も
波
う
っ
て
い
る

　
　
　
　
自
由
の
ブ
ラ
ン
コ
や
熱
望
の
潜
水
夫
と
奇
術
師
た
ち
！

二
五
、
　
め
か
し
た
て
た
幸
福
の
射
的
場

　
　
　
　
ひ
と
り
の
器
用
な
男
が
射
当
て
る
と
　
的
の
人
形
は
　
．

　
　
　
　
手
足
を
ゆ
す
ぶ
っ
て
　
ブ
リ
牛
の
音
を
た
て
る
の
だ
　
喝
采
か
ら
偶
然
へ
と

　
　
　
　
そ
う
し
て
彼
は
よ
ろ
め
い
て
ゆ
く
な
ぜ
な
ら
あ
ら
ゆ
る
好
奇
心
の
小
屋
掛
け
が
お

　
　
　
　
客
を
招
ん
だ
り
　
鼓
を
打
っ
た
り
　
わ
め
い
た
り
し
て
い
る
か
ら
だ
　
だ
が

　
　
　
　
　
大
人
た
ち
に
は
　
　
　
　
　
　
｀
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ー
　
　
　
　
　
　
｀

三
〇
、
　
さ
ら
に
特
別
の
見
せ
物
が
あ
る
金
銭
は
い
か
忙
し
て
繁
殖
す
る
か
　
解
剖
学
的
で

　
　
　
　
こ
れ
は
単
な
る
娯
楽
の
見
せ
物
で
は
な
い
　
金
鋤
の
生
殖
器
を
．

　
　
　
　
す
べ
て
を
　
な
に
も
か
も
　
一
部
始
終
を
　
そ
れ
は
見
せ
る
の
だ
に
れ
は
教

　
　
　
　
　
育
に
な
る

　
　
　
　
そ
し
て
ひ
と
を
多
産
に
す
る
…
…

三
四
、
　
…
…
お
お
　
だ
が
　
そ
の
す
ぐ
向
う
に
は

　
　
　
　
飲
む
者
が
い
つ
も
新
鮮
な
「
気
晴
ら
し
」
を
6
i
ｔ
6
r
ｔ
>
に
噛
っ
て
い
れ
ば

　
　
　
　
規
い
味
が
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
　
あ
の
「
不
死
」
と
い
・
つ
苦
い
ビ
ー
ル
の

広
告
が
貼
ら
辿
あ
る
最
後
の
板
塀
の
向
う
に
は

そ
の
す
ぐ
背
後
　
す
ぐ
そ
の
向
う
に
は
真
実
が
あ
る

　
　
　
　
　
そ
こ
で
は
子
供
ら
が
遊
び
恋
び
と
た
ち
は
寄
り
そ
っ
て
Ｉ
離
れ
た
と
こ
ろ
で

　
　
四
〇
、
　
真
面
目
な
顔
つ
き
を
し
な
が
ら
　
と
ぼ
し
い
草
地
に
坐
り
　
そ
し
て
犬
た
ち
は
自

　
　
　
　
　
　
然
の
す
が
た
を
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
士
川
英
郎
訳
、
和
訳
全
集
、
第
三
巻
、
五
三
頁
－
五
四
頁
）

思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
憲
つ
酒
」
冒
頭
で
、
慎
ま
し
い
燈
火
の
光
（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）

の
下
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
生
育
す
る
市
民
社
会
の
都
市
像
は
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
詩

歌
「
黄
昏
」
で
、
新
た
な
疎
外
さ
れ
た
局
面
か
ら
扶
る
批
判
精
神
の
倦
む
こ
と
な
き
切

り
人
み
に
よ
り
、
日
常
の
自
然
性
を
悉
く
剥
奪
さ
れ
、
烈
し
い
屈
曲
を
得
て
如
実
な

裏
面
を
晒
す
。
か
く
斥
力
が
閲
ぎ
合
う
緊
張
あ
る
解
体
の
諸
相
か
ら
「
悪
の
華

　
（
Ｌ
ｅ
ｓ
　
Ｆ
ｌ
ｅ
ｕ
ｒ
ｓ
ｄ
ｕ
　
ｍ
ａ
ｌ
）
」
の
妖
艶
な
芳
香
が
漂
う
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
尚
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こ
こ
で
も
、
あ
ぐ
ま
で
都
市
像
そ
の
も
の
の
中
か
ら
新
た
な
美
の
「
華
」
が
拾
わ
れ

て
お
り
、
都
市
を
成
り
立
た
せ
る
庶
物
が
、
た
だ
既
成
の
価
値
意
識
の
滅
び
の
中
か

ら
、
異
彩
を
放
っ
て
新
た
に
誕
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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プ
レ
ヤ
ー
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版
、
八
九
頁
）
　
　

‘
・

　
そ
こ
で
ほ
Ｉ
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、
恐
怖
さ
え
も
魅
惑
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
（
に
ボ
ー
。
ド
レ
ー
ル
「
小
さ
き
老
婆
た
ち
（
Ｌ
ｅ
ｓ
　
Ｐ
ｅ
ｔ
i
ｔ
ｅ
ｓ
　
Ｖ
ｉ
ｅ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｓ
　
）
Ｊ

　
　
　
　
　
　
第
二
句
）
’
　
　
　
　
レ
。
ｙ
　
　
・
　
ご
　
　
　
’
　
　
。
ブ
、
。

て
の
よ
う
に
。
「
悪
の
華
」
で
は
・
、
そ
れ
ま
了
の
既
成
の
美
意
識
の
価
値
規
準
の
下
に

隠
れ
、
等
閑
視
ざ
れ
て
い
た
都
市
像
の
別
の
断
面
が
切
り
開
か
れ
だ
の
で
あ
っ
で
、

決
し
て
都
市
像
そ
の
も
の
が
そ
の
根
底
か
ら
瓦
解
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　
と
こ
ろ
が
、
リ
ル
ケ
の
「
悩
み
の
都
市
」
で
は
、
都
市
の
庶
物
は
真
向
か
ら
敢
然

と
弾
劾
さ
れ
、
仮
借
な
い
峻
厳
な
拒
否
の
眼
差
し
で
見
据
え
ら
れ
て
い
る
。
「
跡
か

た
も
な
く
天
使
が
・
踏
み
し
だ
く
で
あ
ろ
う
（
ｓ
ｐ
ｕ
ｒ
l
o
ｓ
　
ｚ
ｅ
ｒ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
Ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ
）
Ｊ

　
（
第
二
〇
句
）
と
云
っ
た
、
非
現
実
を
も
内
包
す
る
接
続
法
の
語
気
が
こ
の
気
概
を

如
実
に
伝
え
る
。
こ
の
よ
う
に
都
市
像
は
突
き
離
さ
れ
、
詩
歌
の
語
気
の
背
後
に
歌

心
が
消
え
て
し
ま
え
ば
、
文
明
批
評
の
散
文
に
過
ぎ
な
く
な
る
よ
う
な
不
安
定
で
危

険
な
地
平
で
言
葉
は
「
よ
ろ
め
い
て
歩
い
て
い
る
（
ｔ
ａ
ｕ
m
e
l
ｔ
）
」
（
第
二
八
句
）
。

　
こ
の
よ
う
な
「
悩
み
の
都
市
」
の
道
程
の
果
に
、
さ
さ
や
か
な
転
調
が
来
る
。
引

用
の
最
終
行
で
あ
る
第
四
〇
句
末
を
、
「
自
然
（
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
）
Ｊ
と
云
う
素
朴
な
言
葉

が
締
め
括
る
。
と
こ
ろ
で
、
、
こ
の
「
自
然
」
の
所
在
は
、
「
草
地
（
（
）
ほ
巳
」
（
第

四
〇
句
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
「
石
材
に
て
築
き
上
げ
ら
れ
た

　
（
Ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
ｎ
　
ａ
ｕ
ｆ
ｇ
ｅ
ｂ
ａ
ｕ
ｔ
）
Ｊ
（
〔
二
〕
剛
既
出
）
都
市
の
都
市
た
る
由
縁
の
所
か

ら
、
何
ら
生
育
す
る
契
機
が
熟
し
て
い
な
い
点
て
あ
る
。
こ
の
「
自
然
」
へ
の
転
調

は
、
か
く
し
て
都
市
の
只
中
に
お
け
る
都
市
外
の
も
の
へ
の
内
的
亡
命
（
Ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
ｅ

Ｅ
ｍ
ｉ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
り
、
都
市
像
の
疎
外
化
現
象
は
、
こ
こ
に

至
っ
て
そ
の
極
に
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
は
や
こ
こ
で
は
、
都
市
像
か
ら
「
悪
の

華
」
さ
え
咲
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
＜
結
　
　
論
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

ベ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
通
常
、
山
河
な
ど
の
大
自
然
を
歌
っ
た
詩
人
と
し
て
名
高
い
。
’

「
ド
Ｌ
ナ
ウ
河
の
源
で
（
A
m
　
Ｑ
ｕ
ｅ
ｌ
ｌ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｄ
ｏ
ｎ
ａ
ｕ
）
」
　
（
「
八
〇
、
一
年
」
と
か

「
ラ
イ
ン
河
」
の
よ
う
な
自
由
韻
律
讃
歌
を
始
め
、
「
ネ
ッ
カ
ー
｀
Ｉ
ル
河
（
Ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｎ
ｅ
ｋ
ａ
ｒ
）
Ｊ
'

　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
Ｑ
　
』
　
　
　
１
　
　
　
　
　
１

（
一
八
〇
〇
年
）
や
「
縛
り
つ
け
ら
れ
尭
大
河
（
Ｄ
ｅ
ｒ
　
ｇ
ｅ
ｆ
ｅ
ｓ
ｓ
e
l
ｔ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ｒ
o
m
）
』
（
一
八
〇

一
年
）
な
ど
自
然
讃
歌
は
数
多
い
・
例
え
ば
ヽ
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
唇
」
と
同
じ
１
　
律
の

二
行
連
句
詩
型
で
書
か
れ
た
「
帰
郷
（
.
Ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
ｋ
ｕ
ｎ
ｆ
ｔ
）
Ｊ
（
一
八
〇
一
年
）
冒
頭
の
雄

渾
な
ア
ル
プ
ス
の
表
現
は
そ
れ
ら
の
う
ち
で
の
白
眉
と
看
倣
し
得
よ
う
。

七六五四三二－

　ゝ　Ｓ　Ｓ　ゝ　ゝ　ゝ　ゝ
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ｄ
ｅ
ｎ
　
ｅ
ｗ
ｉ
ｅ
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ｎ
　
Ｓ
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ｈ
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ａ
ｎ
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ｋ
ｅ
ｎ
｡

八
、
　
Ｄ
ｅ
ｎ
ｎ
　
ｂ
ａ
ｃ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
ｚ
ｉ
ｅ
ｈ
ｔ
　
ｄ
ｒ
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ｏ
ｒ
ｆ
r
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｅ
ｒ
ａ
ｕ
ｆ
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
巻
、
九
六
頁
）

こ
こ
ア
ル
ペ
ン
の
さ
な
か
は
、
夜
も
謬
泊
べ
雲
か
か
る
。

そ
は
　
喜
び
を
生
み
つ
つ
　
暗
き
谷
の
顎
を
覆
う
。



五’

聯
深
み
を
め
ざ
し
て
山
気
は
戯
れ
つ
つ
躍
り
く
だ
り
、

し
く
樅
の
森
を
貫
い
て
一
筋
の
流
れ
は
、
光

ゆ
る
や
か
に
進
み
　
烈
し
く
進
む
。
喜
び
に
頗
え

永と姿

遠わは
の幼

た
消
え
つ
つ
走
る
、

｀
ｊ
ｊ
ｌ
Ｊ
ｇ
　
一
ｊ
ｊ
　
　
Ｊ
｀
ｑ
　
・
。
―
‐
１
１
ｆ
Ｉ
ｉ
４
Ｉ
四
／
１
『
ｉ
―
ｉ
』
Ｉ
！
　
　
　
い
わ

く
と
も
逞
し
く
、
岩
々
の
も
と
　
愛
に
駆
ら
れ
る
争
い
を
祝
福
い
つ
つ
、

軌
道
の
う
ち
に
溢
れ
わ
き
立
つ
。

るり
乱

　
　
　
　
　
そ
こ
に
い
ま
朝
は
　
バ
ッ
カ
ス
の
よ
う
に
立
ち
昇
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚
富
雄
訳
、
和
訳
全
集
、
第
二
巻
、
一
　
一
八
頁
）

蓋
し
こ
の
詩
の
よ
う
に
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
場
合
、
大
自
然
は
あ
く
ま
で
意
識
の
精

神
現
象
と
し
て
、
す
な
わ
ち
深
い
神
秘
に
満
ち
た
神
話
（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）
と
し
て
立

ち
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
を
読
む
折
に
読

者
を
掴
む
期
待
は
通
常
こ
の
ミ
ュ
ー
ト
ス
の
世
界
’
へ
と
い
つ
と
は
な
し
に
繋
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
の
よ
う
な
脈
絡
か
ら
考
え
る
と
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
が
ヘ

ル
ダ
ー
リ
ン
に
あ
っ
て
は
稀
有
な
表
現
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
　
す
な
わ
ち
、
こ
こ

に
は
当
時
の
現
実
が
素
朴
に
顔
を
出
七
て
お
り
、
ど
こ
に
も
神
秘
の
色
に
彩
ら
れ
た

神
話
の
形
姿
が
見
あ
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
を
冴
し
く
思
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
、
ヴ
″
ツ
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
。
「
一
八
〇
〇
年
頃
の
悲
哀
と
理
想
」
（
〔
三
〕
出
既
出
）

に
お
い
て
独
自
の
解
釈
を
試
み
て
、
こ
の
思
想
詩
冒
頭
を
神
話
世
界
へ
誘
お
う
と
努

め
て
い
る
。
そ
の
論
究
（
四
六
頁
－
四
七
頁
）
で
は
ま
ず
第
二
句
の
松
明
（
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｉ
ｎ
）

に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
、
こ
の
照
明
手
段
の
効
果
の
無
さ
と
火
災
へ
の
危
険
が
指
摘
さ

れ
る
。
続
い
て
、
松
明
が
馬
車
に
付
属
し
た
も
の
で
は
な
く
、
松
明
を
飾
し
て
先
行

す
る
騎
手
た
ち
（
　
ｖ
ｏ
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｒ
ｅ
ｉ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
　
Ｆ
ａ
ｃ
ｋ
ｅ
ｌ
ｔ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
ｒ
　
）
に
よ
り
担
わ
れ
て
い
る

と
か
、
ま
た
「
一
八
〇
〇
年
頃
に
登
場
し
た
照
明
さ
れ
た
市
内
馬
車
に
は
角
燈
が
使

わ
れ
る
（
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
w
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
｡
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｕ
m
　
１
８
０
０
　
ａ
ｕ
ｆ
ｋ
ｏ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
｡
　
ｂ
ｅ
ｎ
ｕ
ｔ
-

ｚ
ｅ
ｎ
　
Ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
）
!
と
言
っ
た
歴
史
事
実
と
思
想
詩
冒
頭
の
表
現
と
の
矛
盾
か
ら
、

こ
の
表
現
を
「
自
然
主
義
的
描
写
（
ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
　
）
　
Ｊ
と
解

す
る
難
点
が
示
さ
れ
る
。
｛
な
ら
ば
こ
の
表
現
は
｝
体
何
を
意
味
す
る
か
？
」
と
ヴ
ァ

。
ク
ヴ
ィ
。
ツ
は
自
問
し
、
そ
の
解
答
を
引
き
出
す
た
め
に
、
神
話
（
Ｍ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｅ
）

六
一
　
　
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

辞
典
を
調
べ
、
松
明
が
ペ
ル
セ
ポ
ネ
ー
（
ｎ
ｅ
ｐ
ａ
ｅ
(
ｔ
>
６
ｖ
ｒ
i
）
の
属
詞
と
し
て
表
記
さ

れ
て
い
る
点
に
着
眼
し
た
。
そ
し
て
、
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
恐
ら
く
使
用
し
た
ベ
ン

ヤ
ミ
ン
ー
ヘ
ー
デ
リ
ッ
ヒ
の
「
基
礎
神
話
辞
典
」
（
｛
｝
ａ
ｓ
　
　
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
　
　
Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
i
n

w
ａ
ｈ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
　
　
　
ｂ
ｅ
ｎ
ｕ
ｔ
ｚ
ｔ
ｅ
　
　
　

。

Ｇ
ｒ
ｔ
i
n
(
ｉ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
Ｍ
ｙ
ｔ
ｈ
０
１
０
ｇ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｌ
ｅ
ｘ
ｉ
ｋ
ｏ
ｎ
'
　
ｖ
ｏ
ｎ

Ｂ
ｅ
ｎ
ｊ
ａ
ｍ
ｉ
ｎ
　
Ｈ
ｅ
ｄ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
）
Ｊ
｛
｝
七
七
〇
年
）
の
叙
述
な
ど
に
注
目
し
て
、
図
像
学

’
（
Ｉ
ｋ
ｏ
ｎ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｅ
）
の
題
材
と
し
て
、
冥
界
の
王
ハ
ー
デ
ー
ス
・
。
（
ｊ
＆
宍
・
）
に

馬
車
で
連
れ
去
ら
れ
る
ペ
ル
セ
ポ
ネ
ー
の
神
話
が
堀
り
起
こ
さ
れ
る
。
結
論
と
し

て
ヴ
ァ
ッ
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
思
想
詩
・
第
二
句
の
松
明
（
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｎ
）
と
馬
車

（
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
）
に
関
し
て
、
「
松
明
を
飾
し
て
騒
然
と
去
る
馬
車
は
、
。
ペ
ル
セ
ポ

ネ
ー
神
話
へ

’
の
秘
教
的
暗
示
で
あ
る
（
Ｄ
ｉ
ｅ
　
　
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
　
　
ｆ
ａ
ｃ
ｋ
ｅ
ｌ
ｇ
ｅ
-

ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｌ
ｉ
ｃ
ｋ
ｔ
ｅ
ｎ
　
　
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
　
　
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｄ
　
　
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
　
　
ｅ
ｓ
ｏ
ｔ
ｅ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
　
Ａ
ｎ
ｓ
ｐ
ｉ
ｅ
ｌ
ｕ
ｎ
ｇ
　
　
　
ａ
ｕ
ｆ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｎ

Ｉ
）
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ

ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
-
Ｍ
ｙ

ｔ
ｈ
ｏ
ｓ
）
」
と
説
明
す
る
。
か
く
し
て
ヴ
ァ
ッ
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
ヘ

ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
二
行
連
句
詩
型
（
エ
レ
ギ
ー
）
全
作
品
の
隠
れ
た
主
題
、
す
な
わ
ち

現
実
の
営
み
の
あ
る
地
上
界
と
、
こ
の
営
み
に
よ
り
抑
圧
さ
れ
た
冥
界
と
の
相
互
関
係

　
（
ｄ
ａ
ｓ
　
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ｅ
ｃ
ｋ
ｔ
ｅ
　
　
　
Ｔ
ｈ
ｅ
ｍ
ａ
　
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
　
ｇ
ｅ
ｓ
a
m
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ｅ
ｎ
　
　
Ｅ
ｌ
ｅ
ｇ
ｉ
ｅ
ｎ
w
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ｒ
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ｓ
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ｈ
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ｒ
w
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ｔ
｡
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ｇ
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ｎ
w
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ｒ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
　
　
　
Ｐ
ｒ
ａ
ｘ
i
ｓ
｡
　
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｒ

1
に
Ｊ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
w
ｅ
ｌ
ｔ
｡
　
　
　
ｄ
ｅ
ｍ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ
ｅ
ｒ
　
　
　
Ｐ
ｒ
ａ
ｘ
i
ｓ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｄ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｔ
ｅ
ｎ
.
　
）
Ｊ
に
言
及
し
得
た

と
考
え
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
類
似
の
解
釈
は
、
思
想
詩
・
第
九
節
の
「
松
明
を
飾

す
者
（
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｓ
ｃ
ｈ
w
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ

）

Ｊ
（
第
一
五
五
句
、
第
二
巻
、
九
五
頁
）
か
ら
連
想
さ

れ
る
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
・
～
バ
ッ
コ
ス
神
話
へ
の
遡
及
か
ら
、
「
バ
ッ
コ
ス
祭
の

　
（
松
明
の
）
焔
（
Ｅ
ｕ
c
o
l
'
　
ｒ
ｅ
　
Ｋ
ｖ
ｐ
）
」
（
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
「
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー

　
（
'
i
A
ｖ
ｘ
t
ｒ
ｏ
ｖ
ｒ
i
）
」
　
九
六
四
句
）
へ
と
、
ま
た
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
別
の
詩
歌
「
シ
ュ
ト
ゥ

ッ
ト
ガ
ル
ト
」
（
〔
二
〕
閣
既
出
）
第
十
七
句
に
あ
る
表
現
「
自
由
な
野
獣
の
曳
く

（
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
の
）
車
の
ご
と
く
（
w
i
e
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
｡
　
　
ｂ
ｅ
ｓ
ｐ
ａ
ｎ
ｎ
ｔ

m
i
ｔ
　
ｆ
ｒ
e
i
e
m
　
Ｗ
ｉ
ｌ
ｄ
ｅ
）
」
　
（
第
二
巻
、
八
六
頁
）
へ
と
、
思
想
詩
・
第
二
句
の

「
松
明
」
と
「
馬
車
」
を
関
連
づ
け
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
基
盤
は
例
え
ば
、
ヴ
ァ
ッ
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
よ
る
既
出
（
〔
三
〕



六
二
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学

剛
）
の
マ
ル
ク
ス
疎
外
理
論
の
公
式
化
の
み
な
ら
ず
、
更
に
は
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」

に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
書
に
も
見
い
出
せ
る
。
す
な
わ
ち
既
出
（
本
論
「
序
言
」
）

の
シ
ュ
ミ
。
ト
の
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
エ
レ
ギ
ー
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
」
で
も
。

　
「
忙
し
い
生
活
の
価
値
領
域
（
Ｗ
ｅ
ｒ
ｔ
ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
　
Ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｓ
）
Ｊ
が

　
「
崇
高
な
精
神
的
瞑
想
の
生
活
の
価
値
領
域
に
は
踏
み
こ
め
な
い
も
の
と
し
て
限
定

づ
け
ら
れ
て
お
り
（
ａ
ｂ
ｇ
ｅ
ｇ
ｒ
ｅ
ｎ
ｚ
ｔ
　
ｇ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
　
　
ｄ
ｅ
ｎ
　
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
　
ｈ
ｏ
ｈ
ｅ
ｎ
｡
　
　
　
ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ

Ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｓ
）
」
、
こ
の
二
元
論
を
解
釈
の
基
調
と
し
て
（
三
五
頁
）
、
　
　
　

｀
’

｀
　
　
　
　
　
　
　
　
―
　
゛
ｊ
’
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
’
　
　
ｒ

　
ひ
き
続
く
詩
行
で
は
、
も
μ
や
昼
の
喜
び
ヽ
（
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｔ
ａ
ｇ
ｓ
）
　
―
つ
い
て
ｕ
語
ら

　
れ
ず
、
そ
れ
と
は
全
く
別
種
で
あ
る
、
・
夜
の
時
代
に
お
け
る
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ド
ソ
ス
的
歓
び

い
　
（
Ｄ
ｉ
ｏ
ｎ
ｙ
ｓ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｄ
ｅ
　
i
n
　
ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｚ
ｅ
ｉ
ｔ
）
　
　
―
つ
。
い
て
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
も
ヴ
″
。
ク
ヴ
イ
。
ツ
の
解
釈
と
同
様
に
、
冒
頭

の
都
市
像
を
思
想
詩
の
中
心
問
題
（
例
え
ば
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
）
と
は
異
質

な
も
の
と
し
て
そ
れ
に
対
立
さ
せ
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　
ヴ
ァ
ッ
ク
ヴ
ィ
ツ
ツ
に
も
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
も
共
通
な
観
点
は
、
思
想
詩
冒
頭
の
日

常
性
に
裏
付
け
ら
れ
た
都
市
像
を
そ
れ
自
体
で
意
味
あ
る
世
界
像
と
し
て
考
察
せ
ず

に
、
こ
れ
を
ペ
ル
セ
ポ
ネ
ー
神
話
あ
る
い
は
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
神
話
世
界
へ
と
至

る
過
程
に
す
ぎ
な
い
と
看
傲
し
、
神
話
世
界
の
絢
爛
た
る
想
像
の
世
界
と
比
べ
れ
ば

見
劣
り
す
る
表
象
と
し
て
、
結
局
は
「
過
ぎ
去
る
」
形
象
と
し
て
片
付
け
て
い
る
点

て
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
論
の
思
想
詩
読
解
は
異
な
っ
た
方
向
を
と
っ
た
。
す
な

わ
ち
私
は
、
日
常
性
に
裏
付
け
ら
れ
な
が
ら
も
内
面
へ
の
道
を
辿
る
冒
頭
の
都
市
像

に
着
眼
し
、
そ
の
都
市
像
の
動
静
そ
の
も
の
の
中
に
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
四
節
）

の
「
天
上
の
祝
祭
」
（
第
六
節
）
　
へ
と
至
る
道
標
の
光
明
（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
を
読

み
取
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
私
か
「
過
ぎ
去
る
」
と
看
倣
し
た
の
は
、
’
絢
爛
た
る

　
「
オ
ペ
ラ
文
化
」
の
華
美
な
出
で
立
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
私
は
、
冒
頭
の
都

市
像
と
中
央
部
（
第
四
節
ｉ
第
六
節
）
の
祝
祭
空
間
と
を
対
立
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
こ

の
両
者
を
一
元
的
に
解
釈
し
よ
う
と
努
め
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
論
は
、
ヴ
″
。

　
ク
ヴ
ィ
ッ
ー
ツ
や
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
二
元
論
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
と
考
え
ら
れ
る
で

　
あ
ろ
う
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
一
元
的
に
思
想
詩
を
考
察
す
る
と
言
う
こ
と
は
、
そ
こ

　
に
対
立
を
見
な
い
で
全
一
ば
か
り
見
い
出
す
こ
と
で
は
な
い
。
敢
て
言
う
な
ら
ば
、

　
思
想
詩
で
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
対
立
し
あ
い
桔
抗
し
あ
’
つ
て
い
る
。
古
典
ギ
リ
シ
ア

　
七
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
（
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ａ
ｓ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｈ
ｅ
ｓ
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
）
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
と
キ

　
リ
ス
ト
（
Ｊ
Ｊ
ｉ
ｏ
ｎ
ｙ
ｓ
０
ｓ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｃ
ｈ
ｒ
i
ｓ
ｔ
ｕ
ｓ
）
'
ア
ポ
ロ
ー
ン
的
な
も
の
と
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー

　
・
ソ
ス
的
な
一
も

‘の
（
ｄ
ａ
ｓ
　
　
　
Ａ
ｐ
ｏ
ｌ
ｌ
ｉ
ｎ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
　
ｄ
ａ
ｓ
　
　
Ｄ
ｉ
０
ｎ
ｙ
ｓ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ

）
　
'
美
と
崇

’
高
の
感
情
（
ｄ
ａ
ｓ
　
　
　
Ｇ
ｅ
ｆ
ｕ
h
l
　
　
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
　
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｉ
ｉ
ｅ
ｎ
　
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
　
Ｅ
ｒ
ｈ
ａ
ｂ
ｅ
ｎ
ｅ
ｎ
）
'
　
天
と
地

ヽ
（
Ｈ
ｉ
ｍ
ｍ
ｅ
ｌ
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
Ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
）
、

‘
理
想
と
人
生
（
ｄ
ａ
ｓ
　
　
Ｉ
ｄ
ｅ
ａ
ｌ
　
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
-
ｄ
ａ
ｓ
　
　
　
Ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
）
／

　
昼
と
夜
（
Ｔ
ａ
ｇ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
）
等
々
、
相
互
に
対
立
し
合
・
つ
て
い
る
の
で
は
あ

　
る
が
、
し
か
し
霊
妙
に
も
同
時
に
こ
れ
が
平
衡
を
保
っ
て
調
和
し
て
い
る
点
が
ヘ
ル
’

　
ダ
ー
リ
ン
の
こ
の

雄
篇
の
真
骨
頂
で
あ
る
。
　
詩
人
の
美
学
論
文
「
詩
的
精
神
の
ど

　
る
べ
き
方
法
に
つ
い
て
（
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｆ
ａ
ｈ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
ｓ
w
ｅ
ｉ
ｓ
ｅ
　
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
　
　
ｐ
ｏ
ｅ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

　
｛
｝
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｓ
）
Ｊ
（
一
七
九
九
年
）
の
名
高
い
術
語
を
使
え
ば
、
こ
れ
は
「
調
和
的
対
立

　
（
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｔ
ｇ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｓ
ｅ
ｚ
ｔ
ｅ
）
Ｊ
　
（
第
四
巻
、
二
六
〇
頁
）
と
表
現
さ

　
れ
る
。
ま
た
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
関
す
る
研
究
で
も
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
像

　
と
牛
リ
ス
ト
像
に
関
し
て
こ
の
調
和
的
対
立
が
論
究
さ
れ
て
お
り
（
勝
田
泰
弘
‥
悲

　
歌
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
と
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
、
関
西
大
学
、

　
独
逸
文
学
、
十
九
、
一
九
七
四
年
）
、
こ
の
微
妙
な
問
題
に
関
し
て
、
｛
そ
こ
で
は

　
両
者
の
調
和
が
見
ら
れ
る
が
、
決
し
て
統
｝
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
」
｛
｝
三
九

　
頁
）
と
巧
み
に
言
い
中
て
ら
れ
て
い
る
。

　
　
実
際
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
お
け
る
調
和
的
対
立
の
両
極
は
遠
く
隔
た
っ
て

　
い
る
。
そ
れ
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
と
言
っ
た
精
神
史
の
機
軸
の
み

　
に
は
限
定
さ
れ
な
い
。
こ
の
精
神
史
の
難
問
に
し
て
も
、
美
と
崇
高
の
問
題
に
し
て

　
も
、
い
ず
れ
も
詩
人
に
は
親
し
み
あ
る
題
材
で
あ
る
。
思
想
詩
に
お
い
て
詩
人
は
更

　
に
自
ら
に
疎
遠
（
ｆ
ｒ
ｅ
ｍ
ｄ
）
な
対
象
を
も
内
に
取
り
込
も
う
と
す
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ



ン
に
疎
遠
な
も
の
と
は
何
か
？
　
そ
れ
は
既
に
解
釈
上
の
対
立
的
二
元
論
が
一
方
の

極
に
置
い
た
も
の
、
す
な
わ
ち
「
崇
高
な
精
神
的
瞑
想
の
生
活
」
の
外
に
あ
る
生
活

圏
で
あ
る
。
こ
の
日
常
性
が
思
想
詩
冒
頭
で
は
、
む
し
ろ
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
お
り
、

’
詩
歌
の
世
界
に
独
自
の
時
空
が
広
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
よ
う
な
疎
遠
な
も
の
の
積
極
的
な
取
り
入
れ
は
、
詩
人
が
偶
然
に
思
い
付
い
た

無
反
省
な
行
為
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
疑
念
に
対
し
て
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

の
哲
学
・
美
学
論
文
「
エ
ム
ペ
ド
ク
レ
ー
ス
の
基
底
（
（
Ｊ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｚ
ｕ
m
　
　
Ｅ
ｍ
ｐ
ｅ
ｄ
ｏ
ｋ
-

l
e
ｓ
）
」
（
一
七
九
九
年
）
の
次
の
箇
所
に
明
確
な
解
答
が
見
い
出
さ
れ
よ
う
。

　
Ｄ
ｉ
ｅ
ｆ
ｒ
ｅ
ｍ
ｄ
ｅ
ｎ
　
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｅ
ｎ
　
m
ｕ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
　
ｕ
m
　
ｓ
ｏ
　
ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｇ
ｅ
ｒ
　
ｓ
ｅ
ｙ
ｎ
｡
　
i
e
　
ｆ
ｒ
ｅ
ｍ
ｄ
ｅ
ｒ

ｓ
i
e
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｄ
｡

　
ｕ
ｎ
ｄ
　
i
e
　
w
ｅ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｓ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｂ
ａ
ｒ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ｏ
ｆ
ｆ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｍ
　
Ｓ
ｔ
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
｡
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｚ
ｕ
m

　
（
Ｊ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
　
l
i
e
g
ｔ
｡
　
ｄ
ｅ
ｍ
　
G
e
m
i
i
ｔ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｗ
ｅ
ｌ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
　
ｆ
ｆ
ｌ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
.
　
ｕ
m
　
ｓ
ｏ

　
w
ｅ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ａ
ｒ
ｆ
　
ｓ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
｡
　
　
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｇ
ｂ
ｔ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
｡
　
　
w
i
e
　
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
　
　
i
n

　
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
Ｗ
ｅ
ｌ
ｔ
　
ｅ
ｍ
ｐ
ｆ
ａ
ｎ
ｄ
｡
　
i
n
　
ｄ
ｅ
ｍ
　
ｋ
ｉ
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｆ
ｒ
ｅ
ｍ
ｄ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
ｔ
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
　
ｖ
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
Ｋ
ｎ
ｅ
ｎ
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
四
巻
、
一
五
一
頁
）

　
疎
遠
な
形
式
は
疎
遠
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
よ
り
生
き
生
き
と
働
き
か
け
る
に
違
い
な
い
。
す

　
な
わ
ち
詩
作
品
中
の
目
に
見
え
る
素
材
が
、
そ
の
基
底
に
あ
る
素
材
で
あ
る
詩
人
の
心
情
や

　
世
界
に
対
し
て
似
て
も
似
つ
か
ぬ
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
精
神
、
す
な
わ
ち
詩
人
が
自
ら

　
の
世
界
で
感
得
し
た
神
性
が
、
詩
歌
に
あ
ら
わ
れ
る
疎
遠
な
素
材
の
中
に
お
い
て
、
よ
り
明

　
確
に
表
出
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

疎
遠
な
も
の
に
対
す
る
詩
人
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
が
こ
こ
に
お
い
て
十
分
に
根
拠

づ
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
思
想
詩
冒
頭
は
、
自
己
に
対
し
て
疎
遠
な
も

の
と
の
こ
の
よ
う
な
調
和
的
対
立
Ｃ
　
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｒ
m
o
n
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｔ
ｇ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｓ
ｅ
ｔ
ｚ
ｔ
ｅ
）
で
。

も
っ
て
始
ま
り
、
詩
想
の
展
開
は
更
に
こ
う
云
っ
た
対
立
の
相
を
内
面
の
世
界
へ
の

道
程
に
お
い
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
深
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
自
己
に
対
し
て
疎
遠
な
も
の
、
そ
れ
は
自
己
に
対
し
て
否
定
的
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
否
定
の
媒
体
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
姿
勢
、
そ
れ
は
ヘ
ル
ダ
ー
～
八
ン
の
学
友

ヘ
ー
ゲ
ル
が
浪
漫
主
義
の
美
的
観
念
論
｛
主
に
シ
ェ
リ
ン
グ
の
同
｝
哲
学
）
を
鋭
く

･_

／Ｘ

一

一
-

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

批
判
し
て
打
ち
建
て
た
思
索
の
全
字
塔
「
精
神
現
象
学
（
Ｐ
ｈ
ａ
ｎ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｓ

Ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｓ
）
Ｊ
　
（
一
八
〇
七
年
）
に
お
け
る
学
究
態
度
で
も
あ
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は

そ
の
「
序
論
」
に
お
い
て
「
否
定
的
な
も
の
の
物
々
し
い
力
量
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｕ
ｒ
ｅ

Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｎ
ｅ
ｇ
ａ
ｔ
i
ｖ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
を
次
の
よ
う
に
雄
弁
に
物
語
る
。

否
定
的

で
あ
る
な
も
の
の
物
々
し
い
力
量
、
そ
れ
は
思
惟
、
す
な
わ
ち
純
粋
自
我
の
威
力
（
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｉ
ｅ
）

。
を
の
非
現
実
を
敢
て
死
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｔ
ｏ
ｄ
）
と
呼
ぶ
な
ら
、
こ
の
死
は
最
も
畏
怖
に
値

す
る
（
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｆ
ｕ
ｒ
ｃ
ｈ
ｔ
ｂ
ａ
ｒ
ｓ
ｔ
ｅ
）
”
そ
し
て
、
こ
の
死
（
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｔ
ｏ
ｔ
ｅ
）
を
し
か
と
つ
か
む
に
は
、

最
大
の
力
（
Ｋ
ｒ
ａ
己
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
力
無
き
美
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｋ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
l
o
ｓ
ｅ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）

は
知
性
（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
）
を
憎
む
。
な
ぜ
な
ら
知
性
が
、
力
無
き
美
に
能
力
以
上
の
こ
と
を
要

求
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
死
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｔ
ｏ
ｄ
）
を
厭
い
、
荒
廃
（
Ｖ
ｅ
ｒ
w
ｕ
ｓ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
か
ら

き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
と
回
避
す
る
生
（
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
）
で
は
な
く
、
こ
の
死
を
耐
え
、
こ
の

死
の
只
中
に
お
い
て
自
立
す
る
生
か
、
精
神
の
生
（
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｓ
）
な

の
で
あ
り
、
絶
対
的
分
裂
（
Ｚ
ｅ
ｒ
ｒ
i
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）
の
状
態
に
お
い
て
こ
そ
、
精
神
は
真
理

　
（
Ｗ
ａ
ｈ
ｒ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
精
神
が
こ
の
よ
う
な
力
量
（
Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
）
で
あ

る
の
は
、
否
定
的
な
ふ
夕
尚
ら
目
を
逸
ら
し
、
こ
れ
は
何
で
も
な
。
い
と
か
偽
り
で
あ
る
と

か
言
っ
て
片
を
つ
け
、
別
事
に
移
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
実
定
的
な
も
の
（
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｐ
ｏ
ｓ
i
ｔ
i
ｖ
ｅ
）

で
あ
る
か
ら
で
は
な
く
て
、
精
神
が
否
定
的
な
も
の
を
直
視
し
、
こ
の
否
定
的
な
も
の
に

留
ま
る
か
ら
こ
そ
そ
う
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
第
三
巻
　
三
六
頁
）

若
き
日
々
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
共
に
学
び
共
に
生
活
し
た
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
の
巨
匠

ヘ
ー
ゲ
ル
の
言
葉
は
、
生
々
し
い
迫
力
を
持
っ
て
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」

の
本
質
に
迫
っ
て
い
る
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
言
う
「
絶
対
的
分
裂

　
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
ａ
ｂ
ｓ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｅ
　
　
Ｚ
ｅ
ｒ
ｒ
ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）
Ｊ
と
い
う
言
葉
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩

作
の
核
心
に
肉
迫
し
、
そ
れ
に
対
立
し
て
語
ら
れ
た
「
実
定
的
な
も
の
（
ｄ
ａ
ｓ

Ｐ
ｏ
ｓ
i
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
）
Ｊ
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
「
滅
び
の
な
か
で
生
ま
れ
る
も
の
（
Ｄ
ａ
ｓ

Ｗ
ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
　
i
m
　
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
　
b
i
お
い
て
語
っ
た
「
既
存
の
も
の
（
ｄ
ａ
ｓ
　
　
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
-

ｈ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
）
Ｊ
（
〔
三
〕
倒
既
出
）
に
呼
応
し
、
乗
り
越
え
ら
れ
滅
び
る
べ
き
も
の
と
し
て

見
据
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
強
靭
な
思
索
に
こ
そ
相
応
し
い
思
想
詩



六
四
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻
　
人
文
科
学

に
は
、
夢
想
に
溺
れ
る
こ
と
の
な
い
知
性
の
明
鏡
が
詩
想
に
光
明
を
投
げ
か
け
、
絵

の
よ
う
な
（
p
i
ｔ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｑ
ｕ
ｅ
）
想
像
の
翼
に
乗
っ
て
天
翔
る
と
言
っ
た
夢
見
心
地
の

神
話
（
ヴ
ァ
ッ
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
例
）
の
よ
う
な
甘
え
た
想
念
は
陰
を
潜
め
て
い
る
。

こ
こ
で
詩
人
は
世
界
の
多
彩
に
眩
む
こ
と
な
く
、
現
存
（
｛
｝
ａ
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
）
の
基
底

’
゛
（
０
２
乱
）
へ
と
沈
思
（
Ｂ
ｅ
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
）
し
、
無
反
省
な
意
識
が
無
思
慮
に
看
過
し
た

礎
に
立
ち
、
滅
び
の
な
か
で
生
ま
れ
る
現
実
を
、
敢
て
世
界
観
（
Ｗ
ｅ
ｌ
ｔ
ａ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｕ
ｕ
ｎ
ｇ
）

と
も
言
え
る
直
視
に
お
い
て
見
据
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
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の
現
状
、
マ
ル
ク
ス
ー
エ
ン
グ
ル
ス
全
集
、
大
月
轡
店
、
一
九
五
九
年
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一
九
八
一
年
、
第
四
巻
、
村
田
陽
一
訳
。
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九
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劇
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、
人
文
書
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、
一
九
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年
、
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巻
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九
七
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九
八
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年
、



　
　
第
五
巻
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ｈ
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巻
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ｉ
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ｉ
ｍ
ａ
ｒ
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ｏ
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ｉ
ｎ
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一
九
こ
一
年
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ｇ
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ｂ
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Ｔ
ａ
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ｈ
ｅ
ｎ
ｂ
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ｃ
ｈ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
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九
八
二
年
、
第
。
七
巻
Ｔ
ｒ
ｕ
ｎ
ｚ
｡
　
　
Ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
編
註
。
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ヴ
ィ
ル
ヘ
ー
ル
ム
ー
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
業
時
代
、
全
集
、
潮
出
版
社
、
一
九
七
九
年
－

　
　
　
一
九
八
二
年
、
第
七
巻
、
前
田
敬
作
／
今
村
孝
共
訳
。
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ｎ
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ｈ
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掲
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Ｗ
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第
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巻
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Ｔ
ｒ
ｕ
ｎ
ｚ
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Ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
編
註
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ヘ
ル
マ
ン
と
ド

｀
ロ
テ
ー
ア
、
全
集
、
人
文
書
院
、
一
九
六
〇
年
－

　
　
一
九
六
二
年
、
第
八
巻
、
国
松
孝
二
訳
。
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ｉ
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Ｗ
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ｉ
ａ
ｈ
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掲
･
　
Ｗ
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ｋ
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第
八
巻
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ｓ
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ｉ
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ｈ
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ａ
ｎ
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掲
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ｋ
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Ｈ
「
ｃ
ａ
‘
Ｍ
ｌ
ｇ
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掲
･
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ｒ
ｋ
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第
三
巻
、
６
ｇ
ａ
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圃
ま
ｇ
編
註
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ァ
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現
象
学
、
世
界
の
大
思
想
、
第
一
巻
、
樫
山
欽
四
郎
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
七
三
年
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ｎ
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ｎ
ｇ
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ｎ
ｇ
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ｒ
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ｇ
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ｉ
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ｈ
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Ｗ
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ｂ
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ｇ
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ｈ
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ｎ
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８
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.
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掲
･
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ｋ
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第
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巻
。
‥
二
八
一
五
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お
よ
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八
一
六
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に
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け
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ヴ
ュ
ル
テ

　
　
　
ム
ベ
ル
ク
王
国
地
方
民
会
の
討
論
、
上
妻
精
訳
、
上
掲
・
岩
波
文
庫
・
政
治
論
文
集
、

　
　
　
下
巻
、
｝
九
六
七
年
。
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ｂ
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ｇ
　
（
F
e
l
i
ｘ
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ｉ
ｎ
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ｒ
）
一
九
五
二
年
－
一
九
六
〇
年
、
第
一
巻
。
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ｐ
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ｉ
ｎ
｛
V
i
ｔ
ｔ
ｏ
ｒ
i
o
　
Ｋ
ｌ
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ｅ
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ａ
ｎ
已
｝
九
五
〇
年
。
‥
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術
作

　
　
品
の
は
じ
ま
り
、
選
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、
第
十
二
巻
、
菊
池
栄
｝
訳
、
理
想
社
、
一
九
七
〇
年
。
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―
編
註
。
‥
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ー
マ
イ
ス
タ
ー
の
遍
歴
時
代
、
上
掲
・

全
集
、
人
文
書
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、
第
六
巻
、
山
下
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訳
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五
巻
、
手
塚
富
雄
／
高
橋
英
夫
共
訳
、
理
想
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、
一
九
五
八
年
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ｈ
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ｈ
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ｉ
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ｎ
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九
七
六
年
来
刊
行
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第
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巻
Ｗ
ｅ
ｇ
ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｎ
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一
九
一
九
年
－
一
九
六
一
年
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理
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、

　
　
選
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、
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一
巻
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｝
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。
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Ｗ
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ｋ
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桑
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、
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、
一
九
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八
年
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第
六
巻
、
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、
｝
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〇
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共
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。
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ｈ
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Ｍ
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ｉ
ｎ
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ｈ
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ｐ
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一
九
六
九
年
－
一
九
七
一
年
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Ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
.
　
　
　
|
九
七
九

　
　
年
）
、
第
一
巻
。
‥
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
最
近
の
内
情
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
自
治

　
　
体
役
員
制
度
の
欠
陥
に
つ
い
て
、
政
治
論
文
集
、
上
巻
、
金
子
武
蔵
訳
註
、
岩
波
文
庫
、

　
　
　
一
九
六
七
年
。

　
　
一
九
五
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年
。
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学
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、
選
集
、
第
九
巻
、
川
原
栄
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訳
、
理
想
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九
六
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三
三
巻
、
６
０
ｒ
ｉ
ｎ
ｏ
（
G
i
ｕ
l
i
o
　
Ｅ
ｉ
ｎ
ａ
ｕ
d
i
）
一
九
六
三
年
。

:
　
Ｏ
Ｅ
ｕ
ｖ
ｒ
ｅ
ｓ
.
　
　
.
B
i
b
l
i
o
ｔ
ｈ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
l
a
　
Ｐ
ｌ
ｅ
ｉ
ａ
ｄ
ｅ

　
　
Ｐ
ａ
ｒ
i
ｓ
（
（
j
a
l
l
i
m
a
ｒ
ｄ
）

　
　
　
I
九
六
七
年
。

‥
全
渠
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
六
六
年
－
一
九
六
九
年
。

:

　
Ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｋ
　
　
i
n
　
　
Ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
B
i
l
d
.

　
　
　
　
Ｂ
ｅ
ｃ
ｋ
｡
　
　
Ａ
ｄ
ｏ
ｌ
ｆ
／
Ｒ
ａ
ａ
ｂ
ｅ
｡

キ
リ
ス
ト
教
大
事
典
、
日
本
基
督
教
議
会
文
書
事
業
部
編
、
教
文
館
、
一
九
六
八
年
。

キ
リ
ス
ト
教
史
、
第
七
巻
、
啓
蒙
と
革
命
の
時
代
、
上
智
大
学
甲
世
思
想
研
究
所
編
、
講
談
社
、

　
　
一
九
八
｝
年
。

経
済
学
大
辞
典
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
〇
年
。

小
牧
健
夫
‥
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ー
ン
研
究
、
白
水
社
、
一
九
五
三
年
。

Ｋ
ｏ
ｏ
ｔ
ｚ
｡
　
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ
ｇ
ａ
ｎ
ｇ
:
　
Ｒ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
　
ｏ
ｂ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｔ
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
.
　
　
　
Ｈ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
ｌ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
（
Ｋ
ｏ
ｎ
ｉ
ｇ
）

　
　
一
九
七
八
年
。

Ｋ
ｕ
l
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
｡

　
　
Ｊ
ｏ
ｓ
ｅ
ｆ
:
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
経
済
史
、
第
」
巻
、
東
洋
経
済
新
報
社
、

　
　
一
九
八
二
年
。
’

Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ａ
ｖ
e
l
l
i
｡
　
Ｎ
ｉ
ｃ
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
:
君
主
論
、
世
界
の
名
著
、
第
十
六
巻
ご

　
　
・
論
社
、
】
九
六
六
年
。
’
　
　
　
　
　

゛
　
　
　
　
　
　
”
’
　
　
　
∇
　
．

Ｍ
ａ
ｎ
ｎ
｡
　
Ｔ
ｈ
ｏ
ｍ
ａ
ｓ
;
　
Ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｅ
ｎ
ｂ
ｒ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
.
　
Ｇ
ｅ
ｓ
a
m
m
e
l
ｔ
ｅ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
　
Ｂ
ｅ
ｒ
l
i
n
【
ｙ
民
び
ｐ
巳

　
　
一
九
五
六
年
、
△
第
一
巻
・
‥
ブ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
々
、
全
集
、
新
潮
拾
ノ
一
九
七
二

　
　
ご
年
、
第
】
巻
、
森
川
俊
夫
訳
。

M
a
ｒ
ｘ
｡
　
Ｋ
ａ
ｒ
l
　
Ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
ｎ
ｃ
ｈ
:
　
　
(
Ｊ
ｋ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
-
ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｓ
ｋ
ｒ
i
p
ｔ
ｅ
　
ａ
ｉ
ｉ
ｓ

‘
　

ｄ
ｅ
ｍ
　
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｅ
　
１
８
４
４
.
　
上
掲
・
ぼ
叫
；
／
Ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ
ｓ
:

　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
補
巻
、
第
一
部
。
‥

　
　
経
済
学
・
哲
学
年
稿
、
国
民
文
庫
、
第
二
七
巻
、
藤
野
渉
訳
、
大
月
書
店
、
一
九
六
三
年
。

:

　
Ｄ
ａ
ｓ
　
Ｋ
ａ
ｐ
ｉ
ｔ
a
l
.
　
　
　
　
Ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
　
　
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
.
　
上
掲
･
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
第
二
三
巻
。

　
　
資
本
論
、
第
一
巻
、
上
掲
・
マ
ル
ク
ス
＝
エ
ン
グ
ル
ス
全
集
、
第
二
三
巻
、
岡
崎
次
郎
訳
。

松
田
智
雄
‥
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
基
礎
研
究
、
岩
波
書
店
、
｝
九
六
七
年
。

Ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｌ
.
　
　
　
Ｗ
ｉ
ｌ
ｈ
ｅ
ｌ
ｍ
:
　
　
　
　
　
　
Ｄ
ａ
ｓ
　
　
　
Ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
　
　
　
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
　
Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
i
n
ｓ
.
（
り
ｇ
白
～
゜

　
　
（
!
;
ａ
ｒ
l
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｉ
ｎ
ｅ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
.
　
一
九
四
〇
年
）
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｋ
ｆ
ｕ
ｒ
ｔ
　
a
m
　
Ｍ
ａ
ｉ
ｎ
　
（
I
n
ｓ
e
l
）
一
九
六
七

　
　
年
複
刻
。

Ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｌ
ｅ
ｔ
｡
　
　
　
Ｊ
ｕ
l
e
ｓ
:
　
　
　
H
i
ｓ
ｔ
o
i
ｒ
ｅ

　
　
ｄ
ｅ

　
　
l
a
　
　
　
Ｒ
ｅ
ｖ
o
l
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
　
　
ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ａ
ｉ
ｓ
ｅ
.

　
　
　
　
　
｡
　
B
i
b
l
i
o
-

　
　
ｔ
ｈ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
l
a
　
Ｐ
ｌ
ｅ
ｉ
ａ
ｄ
ｅ
'
　
　
Ｗ
ａ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
｡
　
Ｇ
ｅ
ｒ
ａ
ｒ
ｄ
編
註
'

　
Ｐ
ａ
ｒ
i
ｓ
（
（
J
a
l
l
i
m
a
ｒ
ｄ
）

　
　
一
九
五
二
年
。
‥
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
、
世
界
の
名
著
、
第
三
七
巻
、
多
田
道
太
郎
抄
訳

　
　
／
樋
口
謹
一
要
約
、
中
央
公
論
社
、
一
九
六
八
年
。

M
ｏ
ｚ
ａ
ｒ
ｔ
｡

　
　
Ａ
ｍ
ａ
ｄ
ｅ
ｕ
ｓ

　
　
　
（
Ｅ
ｕ
ｌ
ｅ
ｎ
ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
）

←●●

　
Ｄ
ｏ
ｎ

　
Ｇ
ｉ
ｏ
ｖ
ａ
ｎ
ｎ
ｉ
.
　
　
　
　
　
Ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ
.
　
　
　
Ａ
ｌ
ｆ
ｒ
ｅ
ｄ
　
編
、
Ｚ
ｕ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ

九
八
二
年
。

中
村
善
也
‥
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
入
門
、
岩
波
新
書
、
一
九
七
四
年
。

南
原
実
:
　
　
Ａ
ｎ
ｍ
ｅ
ｒ
ｋ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
.

　
　
　
Ｄ
ａ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｇ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
.

　
　
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｚ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
｡
　
Ｒ
ｏ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ

　
　
編
、
第
三
書
房
、
一
九
六
九
年
。

Ｎ
ｉ
ｅ
ｔ
ｚ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
｡
　
　
　
　
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
　
:
　
　
　
　
Ｉ
）
l
e
　
　
　
　
Ｇ
ｅ
ｂ
ｕ
ｒ
ｔ
　
　
　
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
　
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｇ
ｏ
ｄ
ｉ
ｅ
.

　

　
Ｋ
ｒ
i
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ

　
　
（
Ｊ
ｅ
ｓ
a
m
ｔ
ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
（
C
o
l
l
i
｡
　
Ｇ
ｉ
０
ｒ
ｇ
ｉ
０
／
Ｍ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ａ
ｒ
i
｡
　
Ｍ
ａ
ｚ
ｚ
ｉ
ｎ
ｏ
共
編
）
に
拠

り
：
｝
共
編
、
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｋ
ｆ
ｕ
ｒ
ｔ
　
a
m
　
Ｍ
ａ
ｉ
ｎ
　
（
Ｉ
ｎ
ｓ
e
l
）
一
九
七
〇
年
。

　
　
　
（
ｙ
亀
び
ｐ
ロ
）
／
Ｍ
ｉ
ｉ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
（
Ｈ
ａ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
）
一
九
七
〇
年
。

^
-
^

:
　
　
Ｓ
ａ
ｍ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｇ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
.

　
　
　
Ｌ
ｉ
ｉ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
　
.
　
Ｄ
ｅ
ｔ
l
e
ｖ
編
註
、
Ｂ
ａ
ｄ
　
Ｈ
ｏ
ｍ
ｂ
ｕ
ｒ
ｇ

　
　
’
Ｖ
.
　
ｄ
.
　
Ｈ
.
イ
（
Ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
ａ
ｕ
m
）

一
九
七
〇
年
。
　
、
｛
　
　
　
　
　
　
　
’
。
　
　
　
づ

　
　
　
Ｅ
.
　
／
　
Ｇ
ｒ
ｏ
ｄ
ｄ
ｅ
ｃ
ｋ
｡

　
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ
ｒ
a
m
共
編
、
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｋ
ｆ
ｕ
ｒ
ｔ
　
　
　
a
m
　
　
　
Ｍ
ａ
ｉ
ｎ
　
　
.
（
Ｒ
ｏ
ｔ
ｅ
ｒ

Ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
）
一
九
七
五
年
来
刊
行
中
。

Ｌ

:
　
　
Ｐ
ｏ
ｅ
ｍ
ｓ
　
＆
　
Ｆ
ｒ
ａ
ｇ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
.
　
　
　
Ｈ
ａ
ｍ
ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
ｅ
ｒ
｡
　
Ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ａ
ｅ
ｌ
訳
、
Ｃ
ａ
ｍ
ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ

　
　
　
Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
i
ｔ
ｙ
　
　
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
.
　
一
九
八
〇
年
。
ヽ

　
　
１
.
　
Ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
　
.
　
　
Ｌ
r
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
.
　
　
　
ｉ
ｕ
ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
（
Ｍ
ａ
ｘ
　
Ｎ
ｉ
ｅ
ｍ
ｅ
ｙ
ｅ
ｒ
）
　
1
九
八
三
年
。

Ｈ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
｡
　
　
Ｊ
ａ
ｃ
ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
:
知
ら
ざ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
、
飯
塚
勝
久
／
飯
島
勉
共
訳
、
未
来
社
、

　
　
一
九
八
〇
年
。

藤
瀬
浩
司
‥
近
代
初
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
経
済
構
造
、
岩
波
講
座
、
世
界
歴
史
、
第

　
　
十
四
巻
、
一
九
六
九
年
。

Ｋ
ａ
ｎ
ｔ
｡
　
I
m
ヨ
ａ
ｎ
ｕ
e
l
:
　
　
Ｂ
ｅ
ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｉ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｇ
ｅ
ｆ
ｕ
h
l
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
Ｓ
ｎ
ｅ
ｎ
　
　
ｕ
ｎ
ｄ

　
　
Ｅ
ｒ
ｈ
ａ
ｂ
ｅ
ｎ
ｅ
ｎ
.

　

　
Ｂ
ｅ
ｒ
ｈ
ｎ
^
Ａ
ｋ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｅ
版
（
一
九
〇
〇
年
－
一
九
四
二
年
）
に
拠
る

　
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
Ｂ
ｅ
ｒ
l
i
n
（
Ｗ
ａ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｒ
ｕ
ｙ
ｔ
ｅ
ｒ
）
　
一
九
六
八
年
、
第
二
巻
。
‥
美
と
崇
高

　
　
の
感
情
に
関
す
る
考
察
、
全
集
、
理
想
社
、
一
九
六
五
年
来
刊
行
中
、
第
三
巻
、
川
戸

　
　
好
武
訳
。篠

田
英
雄
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
〇
年
。

K
ｒ
i
ｔ
i
k
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
Ｕ
ｒ
ｔ
e
i
l
ｓ
ｋ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
.
　
上
掲
･
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
第
五
巻
。
‥
判
断
力
批

　
　
判
、
篠
田
英
雄
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
六
四
年
。

勝
田
泰
弘
‥
悲
歌
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
と
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
、
関

　
　
西
大
学
独
逸
文
学
会
編
、
一
九
七
四
年
、
独
逸
文
学
、
十
九
。

カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
、
上
智
大
学
編
、
冨
山
房
、
一
九
四
〇
年
－
一
九
六
〇
年
。



　
　
る
　
Ｓ
ａ
ｍ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ

　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
　
　
　
　
　
Ｂ
ｅ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
　
（
Ｗ
ａ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
　
　
　
Ｏ
ｒ
ｕ
ｙ
ｔ
ｅ
ｒ
）
／

　
　
　
【
】
）
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ

　
　
Ｉ
'
ａ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｂ
ｕ
ｃ
ｎ
　
　
　
ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｇ
）
　
一
九
八
〇
年
、
第
一
巻
。

　
　
’
誕
生
、
秋
山
英
夫
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
一
年
。

西
尾
幹
二
‥
ニ
ー
チ
エ
、
第
二
部
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
。

Ｋ
ａ
ｏ
Ｑ
ｒ
ｌ

‥
悲
劇
の

N
ｏ
ｖ
ａ
ｌ
ｉ
ｓ
:
　
　
　
Ｄ
ｉ
ｅ
　
　
Ｌ
ｅ
ｈ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
　
　
ｚ
ｕ
　
　
Ｓ
ａ
ｉ
ｓ
.

　

　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
i
f
ｔ
ｅ
ｎ
.
　
　
　
　
　
Ｓ
ａ
ｍ
ｕ
ｅ
ｌ
｡
　
　
　
Ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｄ
／

　
　
K
l
ｕ
ｃ
ｋ
ｈ
ｏ
ｈ
ｎ
｡
　
　
　
Ｐ
ａ
ｕ
l
　
共
編
、
Ｌ
ｅ
ｉ
ｐ
ｚ
ｉ
ｇ
　
（
Ｂ
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
　
　
I
n
ｓ
ｔ
i
ｔ
ｕ
ｔ
）

　
　
一
九
二
八
年
、
第
一
巻
。
‥
サ
イ
ズ
の
学
徒
、
全
集
、
牧
神
社
、
第
一
巻
、
一
九
七
六

　
　
年
、
山
室
静
訳
。

薦

････

搾

（
ｖ
ｈ
ｒ
i
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
　
　
　
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ

卜
教
世
界
ま
た
は
ヨ
ー
ロ

Ｍ
ｉ
ｏ
ｌ
・
上
掲
・

　
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
i
f
ｔ
ｅ
ｎ
.
第
二

ッ
パ
、
生
野
幸
吉
訳
、
筑
摩
世
界
文
学
大
系
、

　
　
第
七
七
巻
、
一
九
六
三
年
。

大
島
隆
雄
‥
ド
イ
ツ
に
お
け
る
資
本
主
義
の
勃
興
、
岩
波
講
座
、
世
界
歴
史
、
第
十
九
巻
、

　
　
　
一
九
七
一
年
。

Ｐ
ｅ
ｚ
ｏ
ｌ
ｄ
｡
　
　
E
m
i
l
:　
Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
i
n
ｓ
　
Ｂ
ｒ
ｏ
ｄ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
Ｗ
ｅ
ｉ
ｎ
.
（
Ｓ
ａ
ｍ
ｂ
ｏ
ｒ
　
一
八
九
六
年
１

　
　
　
一
八
九
七
年
）
｛
｝
ａ
ｒ
m
ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
（
W
i
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
　
Ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
ｇ
ｅ
ｓ
e
l
l
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
乙

　
　
　
一
九
六
七
年
複
刻
。

プ
ラ
ト
ー
ン
（
ｎ
Ｘ
ａ
ｒ
ａ
ｖ
）
　
:
　
Ｓ
ｕ
ｕ
ｎ
ｏ
ａ
ｉ
ｏ
v
.

　
Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｏ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
.

B
o
l
l
｡
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｚ
編
訳
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
Ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
w
ａ
ｌ
ｄ
｡
　
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ
ｇ
ａ
ｎ
ｇ
改
訂
、
Ｍ
ｉ
ｉ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
｛
｝
｛
Ｉ
Ｓ
ｅ
Ｍ
帥
已
一
九
六
九
年
。
‥
饗

　
　
宴
、
鈴
木
照
雄
訳
、
筑
摩
世
界
文
学
大
系
、
第
三
巻
、
一
九
五
九
年
。

:
　
　
<
Ｄ
ａ
ｃ
５
ａ
)
ｖ
　
　
　
:
　
　
　
Ｐ
ｈ
ａ
ｉ
ｄ
ｏ
ｎ
.
　
　
Ｄ
ｉ
ｒ
l
m
e
i
e
ｒ
｡
　
　
　
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｚ
編
訳
、
Ｍ
ｕ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

｛
｝
｛
―
～
Ｑ
Ｓ
乙

一
九
六
八
年
。

一
九
六
三
年
。
‥
パ
イ
ド
ー
ン
、
池
田
美
恵
訳
、
新
潮
文
庫
、

:
<
Ｉ
>
ａ
Ｔ
８
ｐ
ｏ
ｚ
:
　
　
Ｐ
ｈ
ａ
ｉ
ｄ
ｒ
ｏ
ｓ
.

｛
｝
｛
Ｉ
ヨ
Ｑ
ｇ
乙
一
九
六
四
年
。

｝
九
六
七
年

B
ｕ
ｃ
ｈ
w
ａ
ｌ
ｄ
｡
　
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ
ｇ
ａ
ｎ
ｇ
編
訳
、
Ｍ
ｉ
ｉ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

‥
パ
イ
ド
ロ
ス
、
藤
沢
令
夫
訳
、
岩
波
文
庫
、

　
　
イ
ー
ノ
の
悲
歌
、
全
集
、
弥
生
書
房
、
一
九
七
三
年
－
一
九
七
四
年
、
第
三
巻
、
富
士

　
　
川
英
郎
訳
註
。

Ｒ
ｏ
ｕ
ｓ
ｓ
ｅ
ａ
ｕ
｡

　
　
Ｊ
ｅ
ａ
ｎ
-
Ｊ
ａ
ｃ
ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
:

　
　
D
i
ｓ
ｃ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
　
　
　
ｓ
ｕ
ｒ
　
　
l
e
ｓ
　
　
　
ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
ｓ
　
　
ｅ
ｔ
　
　
l
e
ｓ
　
　
ａ
ｒ
ｔ
ｓ
.

　
　
〇
Ｅ
ｕ
ｖ
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
ｓ
.
　
　
　
　
.
B
i
b
l
i
o
ｔ
ｈ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
l
a
　
Ｐ
ｌ
ｅ
ｉ
ａ
ｄ
ｅ
'
　
　
Ｐ
ａ
ｒ
i
ｓ
（
（
3
a
l
l
i
-

　
　
m
a
ｒ
ｄ
）
　
一
九
五
九
年
来
刊
行
中
、
第
三
巻
、
Ｂ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｄ
ｙ
｡
　
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｏ
ｉ
ｓ
編
。
‥
学
問

　
　
芸
術
論
、
全
集
、
白
水
社
、
一
九
七
九
年
来
刊
行
中
、
第
四
巻
、
山
路
昭
訳
。

‥
に
の
り
零
艮
ａ
ロ
く
Ｅ
ｐ
９
・
上
掲
■
　
Ｏ
Ｅ
ｕ
ｖ
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
ｓ
.
第
二
巻
、

（
ｊ
ｕ
ｙ
ｏ
ｔ
｡
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
l
ｙ
編
。
‥
村
の
占
師
、
上
掲
・
全
集
、
第
十
一
巻
、
海
老
沢
敏
訳
。

p
ａ
ｒ
m
i
　
l
e
ｓ
　
ｈ
ｏ
ｍ
ｍ
ｅ
ｓ
.
上
掲
･
　
Ｏ
Ｅ
ｕ
ｖ
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
ｓ
.
第
三
巻
Ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｂ
ｉ
ｎ
ｓ
k
i
｡

Ｊ
ｅ
ａ
ｎ
編
。
‥
人
間
不
平
等
起
源
論
、
上
掲
・
全
集
、
第
四
巻
、
原
好
男
訳
。

L
ｅ
ｔ
ｔ
ｒ
ｅ

　
ａ
　
　
　
Ｍ
.
　
　
　
ｄ
。
Ａ
ｌ
ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ

　
　
ｓ
ｕ
ｒ
　
　
l
e
ｓ
　
　
　
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
ｓ
.

　

　

　
Ｂ
ｒ
ｕ
ｎ
ｅ
ｉ
｡

ｒ
・
編
、
ｊ
ｉ
ｔ
（
Ｈ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
）
一
九
二
一
年
。
。
‥
演
劇
に
関
す
る
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル

氏
へ
の
手
紙
、
上
掲
・
全
集
、
第
八
巻
、
西
川
長
夫
訳
。

C
ｏ
ｕ
l
e
ｔ
｡
　
Ｈ
ｅ
ｎ
ｒ
i
編
。
‥
新
エ
ロ
イ
ー
ズ
、
安
土
正
夫
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
六
〇

年
－
一
九
六
一
年
。

‥
｛
｝
ｕ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
　
　
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
.
上
掲
。
・
〇
Ｅ
ｕ
ｖ
ｒ
ｅ
ｓ
　
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
ｓ
｡
第
三
巻
、

D
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｈ
ｅ
｡
　
Ｒ
ｏ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
編
・
‥
社
会
契
約
論
、
共
同
反
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
四
年
。

:
　
　
ｊ
ｊ
ｅ
ｉ
ｔ
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｅ
ｃ
ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
　
ｏ
ｅ
　
ｌ
ａ
　
ｍ
ｏ
ｎ
ｔ
ａ
ｇ
ｎ
ｅ
.
上
掲
・
（
）
Ｅ
ｕ
ｖ
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
ｓ
.

　
　
第
三
巻
'
　
　
　
　
Ｃ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｕ
ｘ
｡
　
Ｊ
ｅ
ａ
ｎ
-
Ｄ
ａ
ｎ
ｉ
ｅ
ｌ
編
。
‥
山
か
ら
の
手
紙
、
上
掲
・
全
集
、
第

　
　
八
巻
、
川
合
清
隆
訳
　
０

坂
井
栄
八
郎
‥
十
八
世
紀
の
ド
イ
ツ
、
岩
波
講
座
、
世
界
歴
史
、
第
十
七
巻
、
一
九
七
〇
年
。

Ｓ
ａ
ｕ
ｅ
ｒ
｡
　
W
i
l
l
i
:
　
Ｒ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
　
ｏ
ｂ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｔ
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

＊
Ｋ
ｏ
ｏ
ｔ
２
｡
　
Ｗ
.

S
ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
｡
　
　
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
:
　
　
　
Ｒ
ｏ
ｕ
Ｂ
ｅ
ａ
ｕ
.
　
　
　
　
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.

　
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
.

　
　
。
（
Ｈ
ｅ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
　
　
Ｂ
ｉ
ｉ
ｈ
ｌ
ａ
ｕ
ｓ
　
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｆ
ｏ
ｌ
ｇ
ｅ
ｒ
）
二
九
四
三
年
来
刊
行
中
、

　
　
　
Ｐ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ｎ
｡
　
Ｊ
ｕ
l
i
ｕ
ｓ
Ｘ
Ｂ
ｅ
ｉ
Ｂ
ｎ
ｅ
ｒ
.
　
　
　
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
共
編
。

１
１
Ｓ
ｐ
Ｍ

第
一
巻
、

D
i
e
　
　
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
　
　
　
Ｇ
ｒ
ｉ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｓ
.
　
上
掲
・
　
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
.

　
　
　
一
九
七
八
年
。

Ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
ｎ
ａ
ｙ
｡

　
　
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｏ
ｉ
ｓ

　
　
　
一
九
六
一
年
。

経
済
表
、
戸
田
正
雄
／
増
井
健
一
共
訳
、
岩
波
文
庫
、

R
ｉ
ｌ
ｋ
ｅ
｡
　
Ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
Ｍ
ａ
ｒ
i
a
:
　
　
　
Ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
　
Ａ
ｕ
ｆ
ｚ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
ｎ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
　
　
　
　
ｄ
ｅ
ｓ

　
　
　
Ｂ
ｒ
ｉ
ｇ
ｇ
ｅ
.
　
　
　
　
　
Ｓ
ａ
ｍ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ

　
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
　
　
　
　
Ｒ
ｉ
ｌ
ｋ
ｅ
-
Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｉ
ｖ
編
、

　
　
　
Ｍ
ａ
ｉ
ｎ
こ
ｎ
ｓ
e
l
）
一
九
五
五
年
－
一
九
六
六
年
、
第
六
巻
。

　
　
　
望
月
市
恵
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
七
年
。

六
七

M
a
l
ｔ
ｅ
　
　
　
Ｌ
ａ
ｕ
ｒ
i
d
ｓ

Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｋ
ｆ
ｕ
ｒ
ｔ
　
　
　
a
m

‥
マ
ル
テ
の
手
記
、

…
　
Ｄ
ｕ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ
ｒ
　
Ｅ
ｌ
ｅ
ｇ
ｉ
ｅ
ｎ
.
　
上
掲
・
　
Ｓ
ａ
ｍ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
.
　
-
ｆ
ｔ
Ｒ
一
巻
。
‥
ド
ゥ

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
橋
）

第
一
巻
。:　

　
Ｗ
ａ
ｓ
　
ｈ
ｅ
ｉ
Ｂ
ｔ
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｚ
ｕ
　
w
ｅ
ｌ
ｃ
ｈ
ｅ
ｍ
　
Ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
　
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｅ
ｒ
ｔ
　
ｍ
ａ
ｎ
　
Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
a
l
-

　
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
？
上
掲
･
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
.
第
十
七
巻
'
　
　
　
Ｈ
ａ
ｈ
ｎ
｡
　
　
Ｋ
ａ
ｒ
l
-
Ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
ｚ

　
　
編
。
’
‥
世
界
史
と
は
何
か
、
ま
た
何
の
た
め
に
こ
れ
を
学
ぶ
か
、
新
聞
良
三
訳
、
世
界

　
　
文
学
大
系
、
第
十
八
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
五
九
年
。

｜
:
　
Ｕ
ｅ
ｂ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｎ
ｍ
ｕ
ｔ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
W
i
i
ｒ
Ｈ
ｅ
.
上
掲
"
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
.
第
二
〇
巻
、



六
八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
二
巻

人
文
科
学

K
ｏ
ｏ
ｐ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
｡
　
H
e
l
m
ｕ
ｔ
／
Ｗ
ｉ
ｅ
ｓ
ｅ
｡
　
Ｂ
ｅ
ｎ
ｎ
ｏ
共
編
。

U
ｅ
ｂ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ａ
ｓ
ｔ
ｈ
ｅ
ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
　
Ｅ
ｒ
ｚ
ｉ
ｅ
ｈ
ｕ
ｎ
ｅ
　
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
　
i
n
　
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ

　
　
　
（
｝
Ｓ
の
｝
）
　
一
九
八
一
年
。

ω
に
叫
ｐ
『
゛
ｔ
・
‥
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
と
リ
ル
ケ
、
審
美
叢
書
、
第
五
巻
、
近
藤
晴
彦
訳
、
審
美

　
　
社
、
一
九
七
二
年
。

高
橋
克
己
‥
　
ｌ
ｇ
吻
ａ
ｓ
ｇ
ｇ
ロ
妁
ａ
ｒ
「
ａ
ａ
　
’
ｉ
ｇ
｝
｛
９
（
｝
ｌ
ｇ
ｒ
己
帥
ロ
９
．
Ｆ

　
　
｝
｛
ｓ
ｉ
＆
の
『
｝
ｉ
ａ
ヽ
』
「
乱
ｇ
ａ
ｓ
ｌ
ｌ
『
Ｉ
＆
ｇ
ｌ
ｏ
ｒ
　
Ｑ
ａ
Ｑ
Ｅ
呵
帥
ｒ

　
　
｝
｛
咄
ｒ
召
ロ
ｒ
’
゛
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
、
第
二
七
巻
、
一
九
七
九
年
。

手
塚
富
雄
‥
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
、
著
作
集
（
第
一
巻
－
第
二
巻
）
所
収
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八

　
　
〇
’
年
ト
ー
九
八
一
年
。

Ｈ
ａ
ｉ
’
（
｝
の
ｏ
ｇ
‥
ｙ
び
召
ａ
ｒ
ロ
ａ
．
‐
　
｝
｛
首
’
ｏ
『
ｒ
ｏ
７
可
Ｅ
ｇ
ｒ
ｙ
誕
ｌ
ｒ
’
第
｝
巻
に

　
’
拠
’
る
　
勺
‘
ｇ
Ｆ
ｏ
ｎ
ｇ
ｃ
ロ
ａ
ｌ
ｉ
ｒ
・
　
｝
ｆ
’
｝
々
゛
Ｓ
ｌ
ｇ
『
／
ｌ
ｒ
｝
ｇ
１
へ
｝
｛
ｐ
、
諮

（
昭
和
五
十
八
年
・

（
昭
和
五
十
九
年
・

一
九
八
三
年
九
月
二
十
六
日
受
理
）

一
九
八
四
年
三
月
　
十
　
日
発
行
）

R
ｅ
ｉ
ｈ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｂ
ｒ
ｉ
ｅ
ｆ
ｅ
ｎ
.
上
掲
･
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
.
第
二
〇
巻
。
‥
人
間
の
美

的
教
育
に
つ
い
て
、
美
学
芸
術
論
集
、
。
石
原
達
二
訳
、
冨
山
房
百
科
文
庫
、
第
十
一
巻
、

一
九
七
七
年

　
　
Ｇ
ｏ
ｐ
ｆ
ｅ
ｒ
ｔ
｡

　
　
Ｈ
ｅ
ｒ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
共
編
、
Ｍ
ｕ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
（
（
＞
ａ
ｒ
l

　
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
）
　
一
九
六
六
年
、

　
　
第
二
巻
。
‥
理
想
と
人
生
、
小
栗
孝
則
訳
、
世
界
名
詩
集
大
成
、
第
六
巻
、
平
凡
社
、

　
ヽ

一
九
六
〇
年
。
　
　
　

’
　
　
　
　
　
　
‐
。

　
｡
　
ｕ
ｅ
Ｄ
ｅ
ｒ
　
ｎ
ａ
ｉ
ｖ
ｅ
　
ｕ
ｎ
ａ
　
ｓ
ｅ
ｎ
ｉ
ｉ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
a
i
i
ｓ
ｃ
ｎ
ｅ
　
ｕ
ｉ
ｃ
ｎ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
.
上
掲
・
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
Ｉ

　
　
ａ
ｉ
ｉ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
.
第
二
〇
巻
Ｊ
‥
素
朴
文
学
と
情
感
文
学
に
つ
い
て
、
右
原
達
二
訳
、
上
掲
・

　
　
美
学
芸
術
論
集
。
ｇ
　
　
・
’
　
　
　
　
　
　
　

‘
　
　
　
・

↑
Ｌ
卜
―
:
　
　
Ｕ
ｅ
ｂ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｅ
ｒ
ｈ
ａ
ｂ
ｅ
ｎ
ｅ
.
上
掲
･
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ａ
ｕ
ｓ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
.
第
二
十
一
巻
、

　
　
Ｋ
ｏ
ｏ
ｐ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
｡
　
H
e
l
m
ｕ
ｔ
／
'
Ｗ
ｉ
ｅ
ｓ
ｅ
｡
　
Ｂ
ｅ
ｎ
ｎ
ｄ
共
編
。
‥
崇
高
に
つ
い
『
て
、
小
宮
早
’

　
　
三
訳
、
上
掲
・
筑
摩
世
界
文
学
大
系
、
第
十
八
巻
。
、
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

＾
s
n
m
l
d
ｔ
.
　
　
　
Ｊ
ｏ
ｃ
ｈ
ｆ
ｉ
ｎ
　
:
　
　
　
Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
l
i
n
ｓ
　
　
　
Ｅ
ｌ
ｅ
ｅ
ｉ
ｅ
　
　
　
，
　
Ｂ
ｒ
ｏ
ｄ
　
　
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
　
Ｗ
ｅ
ｉ
ｎ
”
　
｡

　

　
Ｂ
ｅ
ｒ
l
i
n

　
　
　
（
Ｗ
ａ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｒ
ｕ
ｙ
ｔ
ｅ
ｒ
）
　
一
九
六
八
年
。

聖
書
:
　
　
　
Ｄ
ｉ
ｐ
ｆ
.
ｏ
<
：
　
　
　
　
:
　
　
　
ｉ
s
i
b
l
i
a
.
　
　
　
Ｎ
ｏ
ｖ
ｕ
m
　
　
　
Ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
m
　
　
　
ｅ
ｒ
ａ
ｅ
ｃ
ｅ
　
　
　
ｅ
ｔ
　
　
　
l
a
ｔ
ｉ
ｎ
ｅ
.

　
　
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
l
e
｡
　
　
　
Ｅ
ｂ
ｅ
ｒ
ｈ
ａ
ｒ
ｄ
／
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
l
e
　
　
　
Ｅ
ｒ
w
i
n
　
共
編
、
ｂ
ｔ
ｕ
ｔ
ｔ
ｇ
ａ
ｒ
ｔ
　
（
Ｓ
ａ
ユ
ｇ
ヨ
ー

b
ｅ
ｒ
g
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ｉ
ｂ
ｅ
ｌ
ａ
ｎ
ｓ
ｔ
a
l
ｔ
）
一
九
三
〇
年
。
‥
新
約
聖
書
（
希
和
対
訳
）
、
岩
隈

直
編
註
、
山
本
書
店
、
｝
九
七
三
年
来
刊
行
中
。
、
‥
福
音
書
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eingeschlagen, sondern ein Umweg gemacht werden soil, mit dem das damalige Stadtbild

Europas　noch　genauer　bestimmt　werden　kann. ■In　der　Zeit　war　Deutschland　eine

stabile　Gesellschaft, die　　groBtenteils von　der　Landwirtschaft　abhing, und　noch

keine　dynamische　biirgerliche　Gesellschaft, in　der　dlβ　Stadtwirtschaft　vorwiegt　wie

heute.　　Auf　der　Basis　dieser　。iiberwiegenden　Bedeutung　des　Ackerbaus “ ( Engels

｡Der　Status quo　in　Deutschland “　1847 ）Ｖｏｍ　１８／　。Okonomischen　Jahrhundert “

　　●　　　　　　　　　　●(Abel　。Die　dｒｅトEpochen　der　deutschen　Agrargeschichte “　1962 ) , ijberlebten　die

feudalen　Privilegierten.　So　bliihte　in　der　Zeit　prezios　und　schmuckvoll　die　hofische

　｡Kultur der　Oper “　in　mit　glanzenden　Kronleuchtern　illuminierten　Raumen, z. B. im

Opernhaus　der　Residenzstadt　Stuttgart, auf　der　das　Stadtbild　von　　。Brod　und

Wein “　beruht. Der　zweite　Vers　der　Gedankenlyrik　lautet :　。Und, mit　Fakeln　ge-

schmiikt, rauschen die Wagen hinweg “ . Im　Vergleich mit den gewohnlichen　Bijrgern,

die ,,gehn heim　｡｡｡｡｡. zu ruhen“(V. 3), stelle ich　mir　im　zweiten　Vers　die　!-"rivile-

gierten vor, die mit den hinwegrauschenden　fackelgeschmiickten Wagen zur　Abendgesell-

schaft im Salon Oder Opernhaus eilten, und beachte den Ausdruck : ･｡｡hinweg“ .　Hieraus

lese　ich　den　Blick　des　Dichters　ab, der　die　bestehende　privilegierte　。Kultur　der

Oper“ ・(Vgl. Nietzsche　。Die　Geburt　der　Tragodie “　1872 ) verneint　und　sich　auf einen

neuen　freieren　Raum　der　kiinftigen Feier　richtet.　In diesem　Zusammenhang　erscheint

das ，seelige Griechenland “ （ 。Brod und Wein “ V. 55) als Zeitraum des 。himmlischen

Festes“（Ｖ.108）。, wo　tonet　das　groJie　Geschik “ (V. 62) im　Festspielraum　der

klassischen　Tragodie.　Dieser　freie　und　offene　Raum　vom　antiken　Festspiel, das

in　der　hellenischen　。lieblichen　Blaue “ （StA　2.372 ) vom　atherischen　Himmel∧im

offenen　Freien des Sonnentags stattfand, steht offensichtlich　in　auffallendem　Kontrast

zu　jenen　mit　preziosen　und　kunstvollen　Kronleuchtern　illuminierten　geschlossenen

Raumen　des　europaischen　Salons　und　Opernhauses.　Darauf　beziehe　ich　auch　。Sur

les　spectacles “ ( 1758 )　von　Jean-Jacques　Rousseau, den　Holderlin　in　der　Hymne

｡Der Rhein“ (Str. 10-11) und　der　Ode　。Rousseau “ als　heroischen Seher der Zeit

feierte,　so　daB　ich　den ，｡Gemeingeist “ （StA　2.334) der　republikanischen　Feier　und

den　exklusiven　Charakter　der　hofischen　Kultur　der　Oper　。auf　gut　Rousseauisch“

(Kant　。Kritik　der　Urteilskraft “　1790 ) analysieren　kann｡

　Als Dokurtient der Zeit benutze ich die Kritik an　den Privilegierten im　politischen

Aufsatz　。Uber　die　neuesten　inneren　Verhaltnisse　Wiirttembergs “ (1798) vom　Freund

des　Dichters, Hegel, der　die　。AnmaBung　　der　hoheren　Offizialen “　vom　Kleinen

Ausschufi　der　Stuttgarter　Landschaft　anprangerte, die　zwar　eigentlich　。seine　Konsu-

lenten und Advokaten waren“ ， sich jedoch eng mit dem Wurtt6mbergischen Hof･ liierten.

Bemerkenswerterweise　halt　Holderlin　den　Glanz　von　den　preziosen　und　schmuckvollen

Kronleuchtern　und　Fackeln　der　Privilegierten　fur　einen　， hinwegrauschenden “ （Ｖ.2）

Vergang　und　stellt dagegen　die sparlich　。erleuchtete　Gasse “ （Ｖ.1）Ｖ０１１　bescheideりer

Zartlichkeit　als　Sinnbild　des　stadtischen　Innenraumes　mit　warmster　Herzlichkeit　dar.



　　　　　　　　　　　　　　　　Zum　Verstandnis　meiner　Arbeit

　Holderlins umfangreiche Gedankenlyrik 。Brod und Wein “ （ 1800 - 01 ) befaBt　sich

zwar ’mit　komplizierten　Problemen　der　・abendlandischen ‘ Geistesgeschichte, aber

in der　Einleitung　vom　Gedicht　stellt　der　Dichterヽscheihbar　so sehr　alltagliche

Vorstellungen　dar, daJi　die　bisherige　Forschu昭　sich　miii　diesen　anfanglichen　Versen

kaum beschaftigt　hat. Da fur　ist　ein　Beispiel‘卜dieト.' reprasentativste　Arbeit　ijber

dieses　Gedicht　nach　dem　zweiten　Weltkriege･:　Holderlins　Elegie　。Brod　und　Wein “

von Jochen Schmidt (1968). Wahrend er den ganzen hundertsechzig ｖｅｒｓｅｎvom Gedicht

ungefahr　hundertfiinfzig　Seiten　widmet, le叶上er　die　anfanglichen　sechs　Verse　nur

gut auf einer Seite (S. 34-35) aus. Wenn‘es auch denkbar sein　mag, daB　dem

gedankenreichen　und　schwerverstandlichen Inhalt　von 。Brod　und　Wein “　die　alltagliche

Wirklichkeit vom Anfang des Gedichtes kaum Sinn gibt, habe ich　mich　dennoch auf

die　selbstverstandlichen ・Bilder　vom　Anfang konzentriert　urid　sie　im　Zusammenhang

mit　dem　Inhalt　des　gedankenlyrischen　Gedichtes　iiberlegt, so　daB　ich　verschiedene

Fragestellungen　fand, die　in　schlichter　Gestalt　in　dieser　lyrischen　Einleitung

angefuhrt　wurden.　Im　ersten　Vers　von　。Brod　ｕれｄ　Wein “　schlagt　der　Innenraum

der Stadt in der abendlichen　Dammerung。das　Tor・zum　Weg in　die　Gedankenwe!t

der　Lyrik　auf.　Hier　wahlt　der　Dichter　schon　einen　der　gedanklichen　Besinnung

entsprechenden　Innenraum.　　　　　　　　　　　　　　　｡／

　In　der　Erorterung　dieses　Stadtbildes　mochte　ich　hier die　damalige　historische

Situation　Europas　um　1800　beriicksichtigen　und　damit　das　Weltbild　der　Lyrik

in　Ubereinstimmung　mit　ihrer　Gestalt,バFormにStimmung　und　Weise　erlautern.

Aber　dabei　sind　biographische　Studien　iiber Holder!in　wie　z. B.　。Das　Leben

Friedrich Holderlins“ von　Wilhelm　Michel ( 1940 ). leider . nicht　sehr　hilfreich, weil

hier　meistens　zwar　des　Dichters　privater　Lebenslauf　oder　die　damalige　politische

Situation, aber　wider　Erwarten　weder　konkretes Beispiel ・ vom　alltaglichen　Leben

der　Zeit, noch seine wirtschaftliche　Begriindung　beriicksichtigt wird. Daher　mochte

ich　hier　die　Ergebnisse　der　wissenschaftlichen　Arbeit　uber　die　Agrar-　　und

Wirtschaftsgeschichte　einbeziehen, um　folgehdes　zu　　iiberlegen :　in　welcher　Lage

waren　die　Stadte　und　Dorfer　Deutschlands　in　dむr Zeit l um　1800, wo　。Ｂｒod・ und

Wein “　entstand ；　welche　Unterschiede　bestanden　zwischen　den　Stadten　und　Dorfern

je　nach　dem　Land ；　welche　Entwicklungsstufe　der　Produktionsweise　erreichte　damals

die　deutsche　Gesellschaft,　die　in　der　industね(sllen　Revolution　hinter　anderen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　･･●
fortgeschri ttenen Landern　zuriickblieb.　ZU皿　Beispiel weise　ich　auf　das　Problem

der　nachtlichen Beleuchtung hin (｡Brod　und　Wein“レV. 1-2)･:　Im　gesellschaftlichen

Salon der Privilegierten hingen Kronleuchter ぶit glanzenden Wachskerzen, die　zu

teuer　und　zu　prezios　fur die ･gewohnlichen　Burger　waren ;　bei　diesen　wurden　Zimmer

　　　　　　　　　　　●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●｡　3wie　Gasse　von　Ollampen　Oder　Talglichten　sparlich　beleuchtet.

　Solche　historischen　Untersuchungen　soUen　hier　nicht　Selbstzweck　werden, sondern

dem　Gang　der　Gedankenlyrik　folgen, um　ihre　dichterische　Welt　zu　erhellen. Der

Anfang　dieser　Arbeit　behandelt　die　Umgebung　der ’ Sはdt, damit　kein　Abweg
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